
    
      



    

  
    
      



    

  









    
      ＭＦ文庫Ｊ

かのこん13

　～オトメとらいあんぐる～

西野かつみ



    

  
    
      口絵・本文イラスト●狐印



    

  
    
      

目　次



承前、なまえをつけてください

一、おお　こうたよ　いろいろとなさけない

二、あかねとたゆらの夢冒険

三、のぞむの名探偵

四、陰の伝説

あとがき



    

  
    
      


　承前、なまえをつけてください





　それは、耕こう太たとちずるの娘がこの世に誕生した、翌日のことだった。

　耕太は温泉旅館〈玉ノ湯〉の廊下で、うーん、うーんとひとり、悩んでいた。

　窓の外には雪景色が見えるひんやりとした廊下で、浴衣ゆかたに綿の入った丹前なんて姿で、足を座禅のかたちに組み、ひたすらうなる。

　耕太は鼻の下に墨汁のついた筆を挟みこんで、唇を尖とがらせていた。

　そして目の前には半紙を広げていた。

　しかしその半紙は白いまま、さっきから一文字たりとも書けてはいないのだった。

「……ん？　なにやってんだ、おまえ」

　と、だれかが後ろから覗のぞきこんでくる。

　振りむくと、それは風ふ呂ろあがりのたゆらだった。

　耕太とおなじ浴衣に丹前姿で、頭には手ぬぐいをのせ、身体から湯気をあげている。

　たゆらだけではなく、そこには桐きり山やまや澪みおの姿もいっしょにあった。

　いっしょにお風呂に入ったらしく、桐山は満足げに「へふー」と声を洩もらし、そんな桐山を澪はやさしく見つめる。澪は自分の手ぬぐいで桐山の汗を拭ぬぐったりもしていた。

「ああ、たゆらくんに、桐山さん、澪さん……いや、名前をね……」

「名前？」

　そうたゆらが尋ねかけたところで、どたどたどたとだれかが廊下を駆けてくる。

「あ、パパー！」

「アイス、もらいましたー！」

　やってきたのは、やはり風ふ呂ろあがりらしい蓮れんと藍あいだった。

　髪を濡ぬらした蓮と藍はバンザイの格好をしたその手に、アイスを持って走ってくる。

　そのふたりのあとからは、望のぞむがゆっくりと歩いてきた。

　望の浴衣ゆかたと丹前の着こなしはだらしなくて、いまにも肩から服がずり落ちそうだった。そんなだらだらした格好で、やはりだれかにもらったのか、手にはアイスを持つ。

「へえ、よかったね、蓮、藍。だれにもらったの？」

「雪ゆき花はなさんです！」

「世を忍ぶ仮の姿は雪ゆき野の花はな代よ先生です！」

　ほかほかと身体から湯気をたたせる蓮と藍は、びしっ、と敬礼しながら耕太に答えて、それから、「お？」と真っ白な半紙を見つめた。

「どうしたんですか、パパ？」

「お習字ですか？」

「いや、だからね、名前をね……」

「名前？」

「……ん？　なにやってるの、耕太？」

　遅れてやってきた望が、半分ほど食べたアイスから口を外して、問いかけてくる。

「だからあ」

　ようやく耕太は説明を終えた。

「なんだって!?　子供の名前だって!?」

　説明を聞いて、妙にたゆらはテンションをあげる。

「う、うん。ちずるさんが、娘の名前は、ぼくが決めてって……わたしは娘を生むことができたから、それだけでいいんだって。娘の名前は、ぼくにゆずってくれるって」

「へー、へー、へー！」

　たゆらはいきおいよくうなずいた。

　ここで耕太は、どうやらテンションがおかしいのはたゆらだけではなく、この場の全員、おなじらしいことに気づく。桐きり山やまは胸の前で腕を組み、難しい表情で天井を見あげる。澪みおはまるで夢見るような顔つきとなって、ぼんやりと微笑ほほえむ。蓮と藍はぽけーっと口を開けて、手に持ったアイスが溶けて床にたれるままにする。望ひとりだけは普段どおりの顔つきだが、なにせいつもなにを考えているのかわからないので、油断はできない。

「よし、じゃあ、美杏花ビアンカとかどーだ！」

　いきなり、たゆらが名前の候補をあげだした。

「び、びあんか？　それって外国の人の名前だよね？」

「だったら、風楼蘭フローラで！」

「……たゆらくん、最近、ドラクエ５、やったね？」

「ならばこれは！　弟朋嵐デボラ！」

「しかもＤＳ版……」

「いいかげんにしろ、たゆら！」

「そうだ！　我らの妹の名前だぞ！」

　と、蓮れんと藍あいがたゆらを叱しかり飛ばす。

「なんだよ、だったらおまえら、どんな名前をつけるんだよ？」

「む、むう……」

「ちょっと待て……」

　蓮と藍は耕太たちに背を向けて、なにやら小声で話しあった。

「よし……」

　振りむいて、「せーの」とどうじに息を吸いこむ。

「「はなよー！」」

　大きな声で、そういった。

「……おまえら、簡単だなあ」

「な、なにをいうんだ、たゆら！」

「そ、そうだぞ、べつにさっきアイスをもらったからじゃないぞ！」

「ねーねー、耕太」

　おでこに手を当て、うつむくしかなかった耕太の肩を、望のぞむがつんつんと突っつく。

「なあに……望さん……」

「望マークⅡは？」

　へへっ、と耕太は笑って、もういちど、こんどはがっくりとうつむいた。

「――おまえたち、いいかげんにしろ」

　厳しい声が、響く。

　響かせたのは桐きり山やまだった。

「名前、とても大切。おれ、知ってる。なのにおまえら、ふざけすぎ。小お山やま田だ、怒る！」

「あ、あの、ね、小山田、くん」

　澪みおがやさしく話しかけてきた。

「わ、わたしの名前、ね。桐山くんに、つけてもらったの……桐山くんの名前の、臣おみの、反対で、澪。そ、その名前つけてもらってね、わたし、とても救われた……だ、だから」

「そーだぞ、小山田。澪のような、いい名前、つけろ。娘、待ってるぞ」

「……はい」

　予想外にいいことをいわれて反応できず、耕太は、ぼんやりと返事してしまう。

　すぐさま我に返った。

　あらためて桐山と澪を見つめて、強く、しっかりと返事をする。

「はい！　がんばります！」

「よし、その意気だ！　とりあえずひとっ風ぷ呂ろ浴びろ！　さっぱりして考える！」

「はい！　ひとっ風呂、浴びます！」

「いけ！　ちゃんと耳の後ろ、洗え！」

「はい！　洗います！　いってきます！」

　耕太は桐きり山やまと澪みおが見送るなか、そのまわりで叱しかられたたゆらたちがしょぼーんとするなか、いざ〈玉ノ湯〉の湯船に向かって、廊下を一歩踏みだすのだった。



★



　露天風呂には、ちょうどだれもいなかった。

　耕太は自分の身体を流して、岩で作られた湯船へとつかる。

　身体に染みこんでくるお湯のぬくもりに、ぶるっ、と耕太は震え、そして力を抜き、ふー、と息を吐いた。

　空を見あげる。

　もうあたりはとっぷりと暗かった。

　夜空には星がまたたき、そして月が浮かぶ。

「……満月？　いや、違うか」

　耕太はその月を眺めて、ひとりつぶやいた。

　それほど、みごとまでに丸い月だった。

「……月」

　耕太はつぶやく。

「満月」

　なおもつぶやく。

「丸……」

　またつぶやいて、そして、いきおいよく湯船から立ちあがった。

「――そうだ！」



★



　耕太は、ちずると娘がいる部屋のふすまを開け、なかへと飛びこむ。

「あら……湯あがり玉子肌」

　ちょうど、なかには玉たま藻もの姿もあった。

　風呂からあがったばかりなので汗がだらだら、湯気がほっかほかの耕太を見て、そう感想を洩もらす。

　耕太は無言で畳の上を進み、ちずると娘の前に正座した。

　産後まもないちずるはふとんに寝て、娘はベビーベッド代わりの籐とう製のカゴのなかですやすやと眠っている。

「どうしたの、耕太くん？　そんなにあわてて……」

　身を起こしたちずるに向かって、耕太は手に持っていた半紙を広げた。

「……まどか？」

　半紙に書いてあった『円』という文字の、その横に記した『まどか』というルビを、ちずるは読む。

「それが耕太さん、あなたの娘の名前ね？」

　玉たま藻もが素早く察して、尋ねてきた。

　耕太は力強くうなずく。

「夜空に浮かぶ満月のように、凛々しく、美しく、だけど静かに、輝いて育ってもらいたいと……ど、どうでしょうか？」

　と、最初は力強かったものの、最後には弱々しく、おずおずと耕太はうかがった。

「まどか、まどか、まどか……」

　ちずるが、なんどかつぶやく。

　うん、とうなずいた。

「いいと思うな。いいよ、耕太くん。素敵な名前だと思うし……ああん、もう、耕太くんたら、惚ほれ直しちゃう！　ホント、耕太くんたら罪な人なんだから！　これでわたしに惚れ直させるの、何百回目だと思ってるの？」

　きゃーん、とちずるは耕太に抱きついてくる。

　その横で、玉藻も微笑ほほえみながらいった。

「わたしもいい名前だと思うわ。とくに、『静かに輝いて育ってもらいたい』というあたりがいいわね。そう……本当、静かに育つことができれば、いいわよね……」

　玉藻の視線は、すやすやと寝息をたてる赤ん坊へと落ちる。

「アイジンさんは、どう思うかしら？」

　その視線が、耕太とちずるの背後へと向いた。

「え？」

　ぎょっ、として耕太とちずるは振りむく。

　いつのまにか、望のぞむは耕太たちのすぐ真後ろに立っていた。

　立って、耕太の書いた半紙を手に、ぷるぷると震えていた。

「の、望さん!?」

「まーたあなたったら、気配を消して入ってきて……」

　と、突然、望は涙をあふれさせる。

　だーっと涙は頬ほおを伝って流れ落ちた。

「え、ええ!?」

「な、なに、なんなの？　ちょっと、ちょっと望ったら！」

「な、なんちゅう名前をつけてくれたんや……」

　涙を拭ぬぐうことなく、望のぞむは半紙に書かれた『円』の文字を見続けていた。

「これにくらべるとちずるはんの名前はカスや」

「なんでそうなる！」

　飛びかかろうとするちずるを、耕太はまあまあと押さえる。

「ど、どうしてそんなに喜んでるんですか、望さん？」

「ん？　だって、わたしの名前と由来がおんなじだから」

　ぴた、と耕太とちずるは動きを止めた。

「由来がおんなじ……？」

「わたしの名前、兄さまがつけてくれたんだけど、やっぱり満月からつけた」

「なーんですってー！」

　ちずるは叫ぶ。

「あら。たしかに望という漢字には、『ぼう』と呼んで満月の意味もあるみたいねえ」

　どこからとりだしたのか、玉たま藻もがわざわざ漢字辞典をめくって、確認をとった。

「ぬあー！」

　押さえていた耕太をはねのけるいきおいで、ちずるは吠ほえる。

「ま、愛まな娘むすめの名前が、よりにもよってこのアイジンバカイヌと由来がいっしょですって……？　そ、そんなの……そんなのってー！」

「ち、ちずるさん、落ちついて、落ちついてください！」

「これが落ちつけるわけないじゃないー！　ねえ耕太くん？　もしかしてわざと？　知っていて望の名前とおなじ由来の名前をつけたの？」

「ま、まさか……ぜんぜん知りませんでしたよう」

「あーん、なんか納得でーきーなーいー！」

「まあまあ。ほら、肝心の当人は気に入ったみたいよ？」

　玉藻がそういって、あまりにも耕太たちが騒いだせいだろう、目を覚ましてしまった娘をカゴから抱きあげ、近づけてきた。

「ねー、まどかちゃーん？」

「だあ？」

　まだ金色の髪も短く、手足も小さかった娘は、にこやかに笑う。

　だあだあ。

　ぐすっ、と涙目だった母親に向かって、手を伸ばした。

　ちずるは、じーっと娘を見つめて、そして、ぼそっ、と呼びかける。

「……まどか？」

「だあう！」

　まどかは、それはもう元気よく、返事したのであった。



    

  
    
      


　一、おお　こうたよ　いろいろとなさけない





　　　１



　耕太は、じっと眺めていた。

　すやすやとベビーベッドのなかで寝息をたてる愛まな娘むすめ、まどかの姿をだ。

　まどかは、生後、まだわずかに十日ばかり。

　しかし、さすがは耕太とちずるの娘というべきか、つまりは〈神〉と〈神〉の子なわけで当たり前というべきか、その成長はじつに健やかで、なんとまあ、すでにもう人間の赤ちゃんでいうところの一歳児くらいの大きさにまで育っていた。

　だから。

　ああ、だから、だから、だからぁ！

　こらえきれず、耕太は心のなか、叫ぶ。

　だって口にだしちゃったらまどかが起きちゃうからね！　いけないパパになっちゃうから！　だから心のなかだけでね！　しぐさにもださずにね！

　静かに、静かに、静かに――。

　あああん、このほっぺたときたら、ぷっくりのぷにぷにでぇ！

　生まれたばかりのときはくちゃくちゃで、まるでとうもろこしの穂先のようだった頭だって、いまではちずるゆずりの金髪もエレガンツなさらさらおかっぱヘアーになってぇ！

　頭頂部から生える狐きつねの耳、腰から生えるしっぽも、立派に妖よう狐この娘っぽくなり！

　なによりも……ああ、なによりも、手がっ、足がっ、ぽっこりおなかがっ！

　お人形さんみたいにちいちゃな手がっ、指がっ、足がっ、でもってやわらかベビー服に包まれたおなかが、もう、もうもう、もう！　ぎにゃー！　はにゃー！　ぐにゃー！　はんぶるぐはんぶるぐ！　ハンバーグの生まれ故郷はんぶるぐ！

　ああ、もうパパはたまらないよ！

　奇声をあげてこの場を転げまわりたいくらいだ！　やらないけど！　だってまどかが起きちゃうからね！　めそっぽめそっぽ！

　あ、いま、ぴくって耳が動いた……狐の耳が！　ぴくって！　ひぐぅ！

「ぱ……パパ？」

「ど、どうしたんですか？」

　なんだよ！　だれだよ！　と耕太がちらと横目で見ると、話しかけてきたのは自分とおなじくベビーベッドの横に立ってまどかを眺めていた七な々な尾お蓮れん、藍あいの姉妹だった。

　いつものように、双子である蓮、藍は、髪型のほか、見わけがつくポイントがない。

　栗色の髪を、蓮は頭の左側でまとめ、藍は右側でまとめて、おさげにして垂らす。

　そこ以外に、高校二年生にしては小柄な体つきや、あどけない顔など、ふたりに違いはなかった。格好だって学校指定のジャージ姿だ。体育で暴れすぎるせいか、もしかしたら普段着としても使用しているのか、けっこうなボロボロ具合で肘や膝ひざにつぎあてがあったりしたが、さすがは双子、そのつぎあての位置までもがおなじだった。

　まあ、そんなこと、いまの耕太にはどうでもよくって。

　だっていま、まどかが寝言で「だう……」っていったんだよ!?　見逃せない……これは一瞬たりとも見逃せない！　だからまばたきだってぼく、してないよ！　ほら、『かわいい我が子なら、たとえ目のなかに入れたって痛くない』なんて、いうでしょ？　いえーす、そのとおり！　まどかのためなら、ちょっとやそっとのドライアイなんか、ぼく、ちっとも痛くないでーす！　ぱろーん！　ぺろーん！　めろろーん！

「ま……ママー！　ちずるママー！　アイジンセンパーイ！」

「ぱ、パパが、耕太パパが、なんかヘンです！　オカシイです！」

「血走った眼めでまどかを見つめて！」

「わたしたちが話しかけても、ちっとも反応しなくて！」

　蓮れんと藍あいが走り去り、部屋の真ん中にあったちゃぶ台の元へとゆく。

「ああ……あれね」

　ちゃぶ台を囲んでお茶をすすっていたちずるが、気だるそうに答えた。

　ちずるは家のなかではあったが、まどかに人の世界での生活を教える一環として、人の姿のままだった。そのために髪は黒く、狐きつねの耳、しっぽは消してある。その艶つややかな黒髪は頭の後ろでまとめてあり、そしてやはり格好はジャージ姿であった。



    

  
    
      



    

  
    
      　いっぽう、おなじくちゃぶ台を囲む望のぞむは、普通に銀髪から狼おおかみの耳を生やし、腰からはしっぽを伸ばした人じん狼ろう姿で、きままに銚子名物ぬれせんべいをもきゅもきゅと食べている。やっぱり格好はジャージで、なにを隠そう耕太もジャージを着ていて、つまりは全員がジャージ姿だったのだが、まあそんなことはどうでもいいや！　ぱぴろっぱ！

「あれはね、蓮れん、藍あい……例の病気よ」

　ちずるが、はー、とため息ともつかぬ吐息を洩もらした。

「え？」

「例の病気って……まどか中毒、略してマドチューですか？」

　なにやら遠く聞こえてくる、蓮、藍、そしてちずるのやりとりに、耕太は思う。

　そうだよ、まどか。

　まったく罪作りな娘だなあ、きみは。

　だって、これほどまでにぼくを狂わせるんだから……本当に！

「な、なんか、パパの病気、前よりヒドクなってませんか、ママ」

「〈玉ノ湯〉にいたころは、四六時中まどかを眺めてにやにやしているくらいで、まだ親バカのハンチューに収まっていたと思うんですが」

「いまでは、まばたきすらせず」

「なにか激情を抑えこんでいるのか、ぷるぷると震える始末」

「これでは、幼女を眺めてハアハアする、ただのヘンタイです！」

「いろいろと厳しい昨今、捕まってしまいます！」

「そうなのよねー。なーんか、こっちに帰ってきたとたん、耕太くんたらあんな感じになっちゃって……望は、他人の眼めが無いからだっていうんだけど」

「絶対そーだよ、ちずる……もきゅもきゅ」

「かなあ……あのね、蓮、藍。ほら、わたしたちが母さんのところにいたときは、母さん、雪ゆき花はな、それに雪女たち従業員をはじめとして、八や束つかに砂さ原はら、熊くま田だ……は冬眠してたっけ、あと桐きり山やま、澪って、多くの他人の眼があったわけじゃない？　それがこっちに帰ってきたら、まわりにはわたしと望、あとはあなたたちと、いってみれば家族以外にはだれもいなくなってしまったわけで……だれに気がねするでもなく……」

「だからいったでしょー、ちずるー。あっちに戻ればいいんだってー。もきゅもきゅ」

「そう簡単にいうけどね、望。なんて母さんには説明するのよ。娘を思うあまりに耕太くんが傍はた目めからは幼女を狙ねらうヘンタイにしか見えなくなっちゃったから、みんなの監視下に置くため、またお世話になりまーす！　とかいって戻るわけ？　〈玉ノ湯〉に」

「んー、じゃ、もうこうするほか、耕太を救う方法は……もきゅもきゅごくん」

「あ、望？　ちょっと、どこへ……」

　おや、なんか足音がこちらのほうへ近づいてきたような？

　なんて耕太はうっすらと感じたが、もちろんかまっている余裕など、いっさいない。

　まどか！　まどか！　まどか！　まどかぁぁあああうああああああああああああああああああああああん!!　あぁああああ……ああ……あっあっー！　あぁああああああ!!　まどかまどかまどかぁああぁうああああ!!　あぁクンカクンカ！　クンカクンカ！　スーハースーハー！　スーハースーハー！　いい匂においだなぁ……くんくん。んはぁっ！　まどかたんの金色ブロンドの髪をクンカクンカしたいお！　クンカクンカ――。

「壊れたときは……斜め四十五度！」

「モフモフッ!?」

　突然、耕太の首筋を痛撃が襲った。

　斜めに入った衝撃は、首から全身へと広がり、痛みとともに耕太の身体を、意識を、一瞬ながらしびれさす。

　気がついたら、耕太は畳の上に倒れて、天井を見あげていた。

「あ……あれ？」

　眼めをぱちくりとさせて、耕太は思う。

　ど、どうしたんだろ、ぼく？

　たしか、まどかのことを、ああ、かわいいなあ……って眺めていて……あれ？　そこから記憶が……あれれー？

　なんか、はんぶるぐとか……クンカクンカとか……うう、思いだせない。

　とか悩んでいたら、蓮れん、藍あいが、妙にあわてた様子で耕太の視界へと飛びこんできた。

「ぱ、パパー！」

「い、生きてますかー！」

　焦る蓮と藍の背後では、なぜだろう、望のぞむが、まるでなにかに手刀を叩たたきこんだかのように右手の指先をびしっとそろえて、ふっふっふっ……と笑いながら立っている。

　その望の胸元を、ちずるが引っつかむなり、がくんがくんと揺すりたて始めた。

「いきなりなにやってんだ、このバカイヌー！」

　がくんがくん、がくんがくん。

　噛かみつかんばかりに表情を険しくさせたちずるに揺さぶられ、望の頭は前へ後ろへ、動く動く。

「背後から！　あんな！　激しく！」

「ちずる、なに怒ってるのぉー。壊れたときには、斜め四十五度でチョップなんだよー？」

「それは調子の悪くなった家電製品を直す方法でしょーが！　しかもちょっと古めの！　だって最近の家電製品は精密部品が多いから下手に衝撃を与えたら本格的に壊れちゃうからね！　っていうか人間だって背後から首筋にチョップされたら普通、壊れるわ！」

「でも耕太、直ったよ？」

「え？」

　ちずるの怒りはすさまじく、胸元をつかまれた望の足のつま先が、ぷらーん、と床からすこし浮くほどだった。

　どうしてちずるさん、こんな怒ってるんだろ……？

　なんて不思議に思いながら耕太が見あげていたら、望のぞむの「でも耕太、直ったよ？」という言葉に、ちずるの視線がこちらへと向いた。

　ぱっ、と望の胸元から、手を放す。

「ああっ、耕太くんっ！」

　わーん、と耕太に向かって抱きついてきた。

　ちずるから解放された望といえば、さすが人じん狼ろう、すたっ、と無事に着地した。と思ったら、まるで体操選手のフィニッシュのように両腕を斜め上にあげ、背をぴしっと反らしてＹの字型の姿勢をとる。非の打ちどころのない、完かん璧ぺきな姿勢であった。

「どう、耕太くん？　痛いところない？　しびれたりしてない？　身体に力、入る？」

　ちずるは泣きだしそうな表情をしながら、耕太の顔を撫なでり撫なでり、尋ねてくる。

「あ、はい。なぜか首が痛むほかは、あとは眼めが妙にしょぼしょぼするくらいで……」

　おでこやら目元やら鼻やら頬ほおやら口元やら顎あごまわりやら耳元やらを、指先や手のひらで撫でり撫でりされ、うぷ、うぷぷ、となりながらも耕太は答えた。

「よかった！　無事でよかったっ！」

　ちずるは感極まったように声をうるませて、こんどは耕太の首筋へと抱きついてくる。

　あた、あたた。

　痛めた首が締めつけられて、けっこう痛い。

　さらには蓮れんや藍あいまで、「わーん、パパー！」「壊れなくてよかったですー！」としがみつく。あだだだだ、だだ。ちなみに望は、こんどはまるでバレリーナのごとく、片足をぴんと天井に向けて上げた、いわゆるＹ字バランスの姿勢をとっていた。やはり、完璧なバランスっぷりであった。

「あの……ぼく……？」

　首の痛みに顔をしかめつつ、耕太は尋ねてみる。

　なにせ、愛いとしの我が子を眺めてからの記憶が、いまいちはっきりしていないのだ。

　なにか尋常ならざることをやっていたような気もするのだが……うーん？

　と、さきほどまでのことをよく覚えていないことを正直に語ったら、耕太に抱きついていたちずる、蓮、藍が、互いに顔を見あわせた。

「アレを覚えてないって……ホントに、耕太くん？」

「も、もしかしたら、ちずるママ……！」

「耕太パパったら、さきほどの修理チョップで中枢神経が故障に！」

「あ、あるかも！　それ、ぜんぜんあるかも！　アリアリかも！」

　え？

　中枢神経が故障？　だれの？　ぼくの？　なんで？

「耕太くん！　答えてみて！　ここはどこ、あなたはだあれ！　最近のこと、覚えてる!?」

　真剣そのものに眼めをつりあげたちずるの顔が、耕太の顔ぎりぎりにまで迫る。

「あ、えーと、ここはぼくの部屋でですね……あ、いや……」

　耕太は、なるべく首に負担がかからないよう、ゆっくりした動きで室内を見回した。

　学生寮の一室で、六畳ひと間――だったはずの耕太の部屋は、いまでは以前よりもかなり広くなっている。

　そう、横に広く、十八畳ひと間ほどの部屋へと変わっていた。

　ぶちぬいたからである。

　左右の壁をだ。

　つまり、部屋と部屋とを仕切っていた壁を左右ともに取り払うことで、ああ、なんということでしょう、親子で住むには少々狭苦しかった１ＤＫの部屋が、横長のゆったりとした居住空間へと変へん貌ぼうを遂げたのでした。ビフォー・アフター！

　ちなみに壁を破壊したのは昨夜のこと。

　まどかの産後、十日ほどの〈玉ノ湯〉での生活を終え、ここへ帰ってくるなりの凶行……もとい、リフォームだった。いくら耕太の部屋の左右に住んでいたのはちずると望のぞむだったとはいえ、いいんだろーか、学校に許可もなく勝手にこんなことして。学校の寮なのに。なお、今回リフォームを担当した匠たくみは『ゆとり空間の破壊請負人』こと犹えぞ守もり望氏であった。

　いやあ、べきべきと力まかせに壁を壊すたび、埃ほこりが凄すごくて……。

　その埃ほこりを掃除するため、今日は全員がジャージ姿だったりしたのだが。

「えー、ここは、ぼくと、ちずるさんと、望さんと、そしてまどかの部屋です」

　耕太の回答に、うんうん、とちずるはうなずく。ちずるの左右で蓮れんと藍あいもうなずく。

「で、最近のことといえば――」

　冬休みの最中、突然、ちずるが恥じらいを持ちだして。

　かと思えば、三学期が始まったとたん、スケパン刑事になったり子連れ狐ぎつねになったりラーメンちずるになったり痴女るになったりで――。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいマジごめんなさい」

　なにやら触れてはいけない部分に触れてしまったらしい。

　ちずるは自分の耳をふさいで、ぶんぶんと首を横に振りだした。

「まあ、あのときのことは……」

「封印したい歴史なのはわかる気がします……」

　ひたすら首を横に振るばかりのちずるの左右で、蓮と藍が納得顔でうなずく。

「えーっと……」

「耕太、続けて」

　Ｙ字バランスから、いつのまにか逆立ちしての開脚へと移行していた望が、いった。

「なんだかおもしろそーだから」

「……では、続けます」

　そうこうしているうちにちずるが行方不明になって、途中、〈葛くずの葉は〉の総当主だったという三み珠たま四し岐きの、その妹さんに耕太はケンカを売られてボコボコにされて、どうにかこうにかちずるの元にたどりついたら、そこはちずるの母、玉たま藻もが営む温泉旅館〈玉ノ湯〉で、なんと、みんなに守られるかたちで、耕太とちずるの愛の結晶は誕生していて――。

「だあうー？」

　はっ、いまの声は!?

　耕太は回想を中断して、身体を起こした。

　膝ひざ立だちになって、すぐそばにあったベビーベッドのなかを見る。

　四方を柵さくが囲むベビーベッドのなか、まどかは目覚めていた。

　ぺたん、と座って耕太を見つめ、だう？　と首を傾かしげる。そのしぐさは、あたかも「愛の結晶って、わたしのこと？」と尋ねているように耕太には思えた。思えたンだッ！

「お？　まどか、起きた？　おーい、ちずるー」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいマジごめんなさ……え？　あ、ホントにごめん、まどか！　パパたちママたち、うるさかったー？」

　逆立ち状態だった望のぞむの足につつかれて、過去から逃げていたちずるも気づく。

　立ちあがって、ベビーベッドのなかへと手を伸ばした。

　まどかを抱きあげ、あー、よしよし、悪いパパたちママたちアイジンたちお姉ちゃんたちでしたねー、とあやし始める。

　だうあだうあ、きゃは！

　まどかは笑う。ちずるに抱かれ、やさしく揺らされ、笑う。逆立ちして開脚状態の望がぱこんぱこんと足を鳴らすしぐさに、まわりから背伸びして顔を覗のぞかせる蓮れんと藍あいのべろべろばーに、きゃはは、きゃは、となんともかわいらしく笑う。

　あ、あ、あ……。

　気がついたら、耕太は正座していた。

　正座して、目の前の光景に、涙を流していた。

　これほどまでに美しい光景が、ほかにあるだろうか？　家族。耕太の家族。妻に娘にアイジンに義理の娘がふたり、仲良くむつまじく暮らす光景。まあ、世間から見れば多少歪んでいる家族構成かもしれないが、だからなんだっていうのか。これこそが耕太の家族なのだ。正真正銘の家族なのだ。耕太が手に入れた宝なのだ。

　ああ、ぼくの家族は、まどかを中心として、まばゆく輝き――。

　輝き――。

　ああん、まどかとちゅっちゅしたいよぉ～！

　もちろんほっぺにね！　ぷっくりぷにぷにの、まどかたんのほっぺにね！

「……お？　耕太、また始まった？」

「みたいね……まあ、娘を愛するがゆえの行為だとは思うんだけど……」

「で、でも、やっぱり怖いです！」

「せめてまばたきはしてほしいです！」

「う、うーん……」

「また斜め四十五度、する？」

「望のぞむ、あなた、もしかして耕太くんになにか恨みでもあるの？　そのやりかたじゃたとえ精神は直っても、肉体が耐えきれないから！　壊れるから！」

「だう……？」

「ああ、ごめんね、まどか、いまのママ、ちょっとおっかなかったよね！　ほら、望！　なにかバカなことしなさいよ！　得意分野でしょ！　蓮れんも藍あいも、ハイ、べろべろば～」

　懸命になって、ちずるが、望が蓮が藍が、まどかを笑わそうとする。

　そんなファミリーを前に、耕太は思った。

　でもぼくはちゅっちゅしたいな！

　まどかのほっぺにちゅっちゅしたいな！

「――あらあら、ずいぶんと楽しそうねえ」

　と、いきなり戸が開き、女性がふたり、耕太たちのいる十八畳ひと間へと姿を見せる。

　玄関のドアが開く気配はまったくしなかった。なのに、いつのまに耕太たちの部屋へと入ってきたのだろうか？

　女性はふたりとも、なぜかジャージ姿だった。

　先頭に立って入ってきた彼女は、ジャージ姿だというのにやたらと色香の漂う、後ろで束ねた長い黒髪もなまめかしい大人の女性だ。彼女の後ろに控える女性もまた美人ではあったが、こちらはすこしばかり冷たい印象を受ける。むむ？　ねっとりとした色香美人に、ひんやりとしたクール美人か……どこかで……。

「か……母さん!?」

「お、雪ゆき花はな」

　ちずるがねっとり色香美人を『母さん』と、望が後ろに控えるクール美人を『雪花』と呼んだ。ふむ、ちずるが母と呼ぶということは、つまり、彼女は玉たま藻もなのだろう……。

　ん？

　玉藻さん？　雪花さん？

　ちゅっちゅちゅっちゅ～！　とすっかりまどか一色に染まっていた耕太の脳が、すーっと冷えてゆく。

「あ、あれ……？　ぼく……？」



　　　２



「か、母さん……どうしてここに？」

　驚きも隠さず、ちずるが玉藻に問いかけた。その驚きが伝わったのか、ちずるに抱っこされたまどかも、眼めを丸くして自分の祖母にあたる女性、玉藻を見つめる。

　ちずるが驚くのも無理はなかった。

　なにせ、耕太たちが通う学校、薫くん風ぷう高校の養護教諭である雪ゆき花はなはともかくとして、玉たま藻もは県外も県外、遠く離れた山奥の秘境にある温泉旅館、〈玉ノ湯〉の女将さんなのだから。ちずるだけじゃなく、耕太だって、蓮れんや藍あいだって驚いている。驚いてないのは平然と逆立ちを続ける望のぞむぐらいなものだ。

　いまの時期、まだ寒さの残る二月上旬といえば、温泉旅館としてはけっこうなお客さんのかき入れどきなはずだ。あ、いや、雪女さんたちが年中雪を降らしているから、シーズンとか関係ないのかな？　お客さんも妖よう怪かいばかりなわけだし……とはいえ、ちずるの産後、十日ばかりを耕太たちが〈玉ノ湯〉で過ごしたあいだ、お客さんはいっさい入れてなかった。耕太たちが帰ったあと、ようやく旅館としての営業を再開したばかりなはずなのだ。

　なのに、女将さんが、どうして？

　疑問に、ジャージ姿の玉藻は微笑ほほえみながら答えた。

「うふふ……引っ越してきちゃった」

「ひ……引っ越し!?」

「ここに」

「ここ!?　下!?　一階!?」

　一同、自分の足下を見る。

　返事するかのように、ずすーん……ずすーん……と床下からは地響きが伝わってきた。なるほど、どうやら下の階でも、どこかの匠たくみがリフォームにいそしんでいるらしい。

　って、だからジャージ姿!?

　引っ越し作業で汚れちゃうから!?

「母さん……」

　わなわなと、ちずるが震えだす。

「ちずる、あなたのいいたいことはわかるわ。親子水入らず――というか、親子アイジン義理の娘水入らずを楽しもうとしていたところに、こんな押しかけ二世帯住宅なんだもの……だけどね、考えてみて？　あなたたち、ちずるも、耕太さんも、週明けから学校にいくつもりなんでしょう？　そのあいだ、まどかちゃんはどうするの？　どこかへ預ける？　ちずる、あなたはきっと、自分が学校を休んで面倒を見るからっていうつもりなんでしょうね。まあ、高校三年生のいまの時期なんて、普通、授業なんてやらないし、それはいいでしょう。でも、そのあとはどうするの？　ちずる、あなた、留年して、耕太さんといっしょに三年生やるんでしょう？　そうなれば、どうしたってだれかに……」

「ありがとう！　来てくれて、ホント、ありがとう！」

「だから、そんな嫌そうな顔しないの。わざわざ旅館、一時休業してまでこっちにやってきたんだから――って、なんですって？　ありがとう？」

「〈玉ノ湯〉にいく手間はぶけたー！　助かったー！」

　ちずるは玉藻に抱きついた。ちずるに抱っこされていたまどかも玉藻にしがみつき、親子でしゅきしゅきー、母たんしゅきしゅきー、とラブコールを送る。

「……ねえ、雪ゆき花はな？　なんなのかしら、これは」

　娘と孫のふたりから親愛の情を示された玉たま藻もは、めずらしく困惑の表情を見せた。

　その困惑しきった顔を向けられ、玉藻の後ろにおとなしく控えていた雪花が、答える。

「子供の面倒を見にきてくれた母親に対する、ごく普通の娘の対応ではないでしょうか」

「うん、それはわかってるわ。わたしが訊ききたいのは、どうしてちずるがこんならしくもない素直な対応を見せてるのかってことなんだけど」

「子供を持って、親の気持ちがわかるようになったのでは……と」

「ありえないわ。ちずるに限って、それはありえない」

「ですが、目の前の光景はまぎれもない現実です」

「……わたしはどんな反応をすればいいのかしら？」

「ごく普通に、母として接すればよいのではないでしょうか。お気持ちはわかります。いつものように『なんでよ！　冗談じゃないっての！』と反発するちずるさまをやりこめられず、どこかもの足りなさを覚えるのはわかりますが、ここは我慢して……」

「いや……なにかがおかしい……なにかが……この対応、なにか裏がある！」

　玉藻の眼めが、文字どおりに、ぴかっと光る。

「チェーンジ！　ナイン・テール！」

　ずおっ、と瞬時のうちに黒かった玉藻の髪が黄金の輝きを放つ金髪へと転じ、どうじに頭頂部からは狐きつねの耳、そして腰からは狐のしっぽが九本、生えた。

　いきなり九きゆう尾びの狐きつねへと変化した玉藻に、ちずる、まどかが、ぎょっ、となる。

「九尾レーダー、発動！」

　固まったふたりの前で、玉藻の髪が、九本のしっぽが、ざわざわと動きだした。

　にょいんにょいんにょいん……と玉藻は電子音らしきものを口ずさみ、その眼からはぴかぴかと七色の光を発する。しっぽはなにかを探すかのように動きまくった。

「――そこ！　見つけた！　発見！　発見！」

「うえ!?」

　ずびしっ、と玉藻の九本のしっぽすべてに差されて、思わず耕太は声を洩もらしてしまう。

　しっぽのみならず、玉藻までもが眼から七色の光を発しながら耕太のほうを見た。見て、にたりと微笑ほほえんだ。ちょっと、いや、かなり怖いです、玉藻さん！

「なるほど……ちずる熱烈歓待の理由は、耕太さんにアリ、ね！」

「玉藻さま……そこまでご自分の娘が信じられませんか」

　はー、と雪花が息を吐く。

「そ、そーよ！　こっちが我ながらめずらしく素直な態度見せたんだから、そっちだって素直に喜べばいいじゃないの！　それを怪しんでわざわざ理由を探しだすだなんて……恋人の携帯をこっそりと見て浮気の証拠を見つけてしまう彼氏＆彼女かってーの！　とゆーか怖いからやめてよ、その眼の光！」

　九尾変化の衝撃から立ち直ったちずるが吠ほえるも、玉藻は平然と微笑むばかり。

　一応、娘の訴えに応じて眼めの光は消しつつ、微笑ほほえんだまま小首を傾かしげて尋ねる。

「あら？　ちずる、あなたは耕太さんの携帯、こっそり見たりしないの？」

「ブッブー！　耕太くんは携帯電話なんか持ってないもーん！」

「もし持ってたとしたら？」

「か……仮定の話にはお答えできかねます！」

　見るんだ……見るんだ……持ってたら見るんだ……片手逆立ち状態の望のぞむや、蓮れん、藍あいが、ひそひそと会話を交わす。耕太はとりあえず遠い目をしておいた。

「み、見ないよ？　見ないからね、耕太くん！」

「わ、わかってます。信じてますよ、ちずるさん」

「う……信じているといいながら、その眼はどこか遠くを見つめ……もう！　ぜんぶ母さんのせいだ！　母親のくせに、娘も信じず！」

「やあねえ、母親だからじゃない。母親だからこそ、ちずる、あまりにもらしくなかったあなたのことを心配して、こうして誹そしりを受けるのもかまわず、あんな行動を……」

「嘘うそだー！　ぜったいに嘘だー！」

「まあ、そのあたりの認識の違いはあとでじっくり埋めるとして、どういうこと？　ねえ、どういうことなのかしら？　どうしてわたしがここに引っ越すと、耕太さん的にちずる、あなたは助かっちゃうのかしら？　ねえ、どうして？　どうしてなの？」

「う……」

　瞳ひとみをきらきらさせた玉たま藻もに迫られ――今回は比ひ喩ゆ的な意味で――ちずるは口ごもる。

　口ごもりつつ、ちら、ちら、と耕太のほうを見た。

　え？　やっぱり原因、ぼくにあるの？

　まったく思い当たる節がなくて、耕太は首をひねる。うううーん？

「ほらほら、もうゲロッちゃいなさいな。楽になるわよ～？」

　つんつん、と玉藻に肘でつつかれ、とうとうちずるは重たい口を開いた。

　じつは……と語りだす。

　なお、ふたりのやりとりのあいだ、ずっとちずるに抱っこされたままだったまどかは、玉藻のくねる九本のしっぽを相手に、きゃっきゃっきゃっきゃと喜んでいた。嫉妬した望が、対抗して逆立ちしながらの親指立て伏せをするほどの喜びっぷりであった。



★



「なるほど……話はわかったわ」

　立ち話もなんだから……とちゃぶ台を囲みながらのうちあけ話を聞き終え、玉藻はすすっていたお茶を置く。

　すでに玉藻は九きゆう尾びの狐きつね状態から、元の姿へと戻っていた。

　ジャージという野暮ったい格好のはずなのにしっとりと色香が滲にじむオトナの女性姿で、ふー、と悩ましげに玉たま藻もは息をひと吐きする。

「まさか、すっかりまどか中毒をこじらせてしまった耕太さんが、他人の眼めが無いところでは娘を狙ねらう鬼畜ペド野郎に成りさがっていただなんて……それは難儀な話ね……」

「そ、そんな……！」

　耕太は、おのれの身体の震えを止められなかった。

　それほどまでに、ちずるの話は衝撃的だった。

「ぼ、ぼくが……赤い彗すい星せいな人に!?」

「うん、まあ、たしかに赤いのが好きな大佐は難儀な性癖の持ち主だけど、べつに耕太くんが幼女の重力に引かれてまちがった方向に人類の革新が訪れたわけじゃなくって、ただ傍はた目めからはそう見えるようになっちゃったってだけなんだけどね。ってゆーか、耕太くん、ホントにまどか中毒になっているあいだのこと、ぜんぜん覚えてなかったんだ……」

「す、すみません……」

　しんみりとしたちずるの声に、耕太はうなだれるほかなかった。

　横から、「だあだあ！　だあ！」というまどかの喜びの声が聞こえてくる。

　ちずるが衝撃の事実を語るあいだ、まどかは彼女の手を離れ、望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人の元にいた。ちらと横目で見ると、どうやら望たちは部屋の隅でおままごとをやっているようだ。ただ、父親役らしい望と娘役らしい蓮の「治るみこみは少ない。だが、もし助かったら三千万円いただくが……」「い、いいですとも！　一生かかってもどんなことをしても払います！」「――それを聞きたかった」というやりとりを聞くに、本当におままごとなのやら、だんだんと耕太の自信は薄れてゆくのだが。藍はなんの役なのか、ずっと寝てるし。

「さあて、それだけですめばいいんだけど」

　と、お茶をひとすすり、玉藻が意味深な言葉を洩もらす。

「ん？　なあに、母さん。それってどーゆー意味よ？」

「言葉どおりの意味よ。たとえ最初は外見だけだったとしても……それを続けてゆくうちに、しだいしだいに心までもが引きずられてゆくもの。よくいうでしょう？　健全な肉体に健全な精神は宿るって。ならば、赤い彗星な肉体であれば……」

「赤い彗星な精神が宿るっていうの!?」

「あの、みなさま、さきほどから赤いナントカ、赤いナントカと連呼しておりますが、いったいどなたさまのことで……？」

　雪ゆき花はながお茶を淹いれながらさりげなく問いかけるも、それどころではないちずるは聞く耳を持たなかったし、玉藻はただ微笑ほほえむばかりで答えが返ってくることはなかった。耕太は『意外とアニメ好きだったたゆらくんに勧められて、ちずるさんと某アニメを観たから……』と正直に答えたくはあったが、なんだか恥ずかしくて、いえなかった。

「ああ！　耕太くんがダメな感じのニュータイプになっちゃう！　そっちにいっちゃいけない！　帰ってきて、耕太くん！　どうせなるなら乳のタイプと書いて乳たいぷ！　ほら、ここにあるから！　ちずるのあくしず、ここにあるからあ！」

　ちずるがジャージの前を開きながら、耕太に飛びつく。

　そうして露出させたティーシャツごしの胸の小惑星へと、耕太の顔面を埋うずめこんだ。

　お、おおお……。

　ひさしぶりな……あまりにひさしぶりな、この感触！

　といってもまどかの誕生から今日まで、つまりは十日ばかりのあいだ、産後で体力の落ちたちずるを気づかって、そーゆー行為には及ばなかっただけなのだが……されど、耕太にとって十日の断乳は、一般人における百日の断乳にも等しいのであった。

　だってぼく、すでに乳たいぷだから！

　あ、ああ……ちずるの最高なさいこふれーむに、ぼく、共振しちゃうよ……ちずるのあくしず、押し返しちゃう！　とぶ！　とんじゃうよ、ぼくのふぃん・ふぁんねる！　お、おお、おおおおお……刻が見える……めびうすの宇宙を越える……ゆにこーんが？　ぼくのゆにこーんが、デストロイモードで？　変形する？　変形して、露出する？　さいこふれーむが……ぼくのさいこふれーむが!?　ぴきーんって!?

　っと、む、いかん！

　耕太は離れた。

　名残は惜しい。刻の涙が流れでるほどに名残は惜しかったが、だがしかし、もう耕太はちずるの小惑星へとロンド・ベルしてはいけないのだった。

　ぼくはもう、乳親なのだから。

　もとい、父親なのだから。

　ちずるの荘厳たる胸のふくらみは、すでに耕太のものではないのだ。娘のまどかのものなのだ。ほら、いうじゃないですか、おっぱおは赤ちゃんが吸うためにあるんだって。お父ちゃんのものじゃないんだって。

　そんな嘆きのボインイズムで、耕太はちずるのあくしずを振り払い、離れた。

　が、離れられたちずるはそうはとらなかったらしい。

「こ、耕太くん……や、やっぱり！」

　眼めを大きく見開き、身体はぷるぷると震わす。

　あ。

　誤解してる。

　絶対に誤解してる！

　耕太はちずるの誤解を解くべく、「ちずるさん……」と一歩踏みだした。

　ちずるに、一歩引かれた。

「もう、耕太くんはダメなんだね……？　わたしのおっぱいじゃ……こんなに育ってしまった肉体じゃ、もう耕太くんのがんだむは地上に立てなくなっちゃったんだね？　望のぞむや蓮れんや藍あいのような未成熟なつぼみでなくちゃ、もう耕太くんのエネルギーゲインは五倍以上にはならないんだ！」

「なります！　なりますから！　ちずるさんでぼくはちゃんと五倍以上になりますから！」

　って、いったいなにを熱弁してるんだろーか、ぼくは。

　みなさんまわりにいるというのに。

　玉たま藻も、雪ゆき花はなはおなじちゃぶ台を囲んでいるし、望のぞむ、蓮れん、藍あい、そして娘のまどかは部屋の隅で奇妙なおままごとに励みつつ、こっそりと耕太たちの会話に耳を澄ませているというのに。だってほら、ちずるの発言に望、蓮、藍の三人ときたら「未成熟なつぼみ……」と自分の胸を押さえ、なにやら考えこんでいるし。

　だが、いまはやるしかないのだ。

　たとえみんなに聞かれたとしても、いまはちずるの誤解を解くしかないのだ！

　でなければとんでもないことになる。まちがいなくなる。これまでの経験から耕太にはそれがよくわかるのだ。ぴきーん、と予兆がしまくりなのであった。

「え？　わたしで耕太くん、五倍以上に？　なるの？　本当に？」

「もちろんですよ、ちずるさん！　当たり前じゃないですか！　フルバーニアンですよ！」

「じゃあ……幼女だったら十倍に!?」

　ああっ、マズイ方向へと転がりだした！

「な、なりませんって！　ぼくが好きなのはあくまでもちずるさんでですね」

「十倍にならないってことは、ええ!?　まさか、そんな、二十倍!?　壊れる、耕太くん、壊れちゃうよ！　ただでさえ耕太くんたらデンドロビウムなのに、それがさらに二十倍だなんて……弾はじけ飛んじゃう！　耕太くんが大破しちゃうようー！」

　誤解を全力で暴走させているうちに、ちずるの感情のほうが大破してしまったらしい。

　ちずるの瞳ひとみはすっかりうるみきり、あふれた涙がいまにも頬ほおを伝ってこぼれ落ちてしまいそうになる。そんなうるうる眼めで、ちずるは「と、とめなきゃ……血……耕太くんの血……」と耕太の股こ間かんへと手を当てようとしてきた。わー、ちずるさーん！

「そうね、ちずる！　たしかに危険だわ！」

　と、玉藻がわざわざ立ちあがり、発言する。

　その目元、口元に浮かんだ笑みときたら、どうだろう。

　ちずるが、自分の脳内では大破してしまったらしい耕太の股間を止血せんと、必死で伸ばしてくる手。その手をどうにかディフェンスしながら、耕太は思った。

　まちがいない！

　こ、このひとは、ちずるさんの暴走をさらに加速させるつもりだ！

　おそらくはただ『おもしろそうだから』という、それだけの理由で！

「このままでは耕太さんのデンドロビウムはおのれの内圧に耐えきれず、爆発、四散してしまうでしょう……耕太さんのデンドロビウムを救うことができるのは、ちずる、あなただけ！　あなたの胸のノイエ・ジールだけなのよ！」

「で、でも……わたしのおっぱいじゃ、もう……」

「軟弱者！」

　ぱしーん。

　乾いた音が、室内に響く。

　いきなり玉たま藻もは、ちずるの頬ほおをうった。

　うった玉藻は真剣そのもので表情を引き締め、うたれたちずるは頬を押さえて呆ぼう然ぜんとなる。傍観者だった耕太は、そ、そこまでやるんだ……！　と驚きに眼めを見開いた。

「ノーマル状態では勝てないというのなら……フルアーマー状態になればいいじゃない！」

「ふ……ふるあーまー……？　えっと、それってもしかして、コスプレのこと？　あのね、母さん。コスプレ系の攻めなら、ついこのあいだいろいろとやったばかりで……」

「恥を知れ、俗物！」

　ぱししーん。

　さきほどとおなじ音が、こんどはダブルで響く。

　手のひらで一発、手の甲でもう一発。左右の頬を玉藻に打たれたちずるは、さすがに呆然とできず、「えう～」と両の頬を押さえて、ぽろぽろと涙をこぼした。

「に、二度もぶったあ～」

「コスプレなどと……それでもあなたはわたしの娘なの、ちずる？　違う。違うわ！　ナース服を着たりとかバニースーツを着たりとか、そんなただ外見を変えるだけの小手先の技じゃない！　いうならば、本質よ！　ちずる、あなたの本質に、彩りをそえるの！」

「ぐ、具体的には～？」

「そうね……そこ！　そこの三人！　つるぺた的な意味で強化ニンゲンの三人！」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、玉たま藻もが指さしたのは、望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人だった。

　部屋の隅でまどかをあやしていたつるぺた三連星は指さされて一瞬だけ驚くも、すぐにそれぞれ反応を示す。

「がう？　わたし、強化オオカミだよ？　強化ニンゲンじゃないよ？」

「わたしたちはニンゲンではありますが」

「まったくもって褒められてる気がしません」

　望は首を傾かしげ、蓮、藍はぶすっと唇を尖とがらせた。

　そんな三人にはかまわず、玉藻はにやりと笑みを浮かべてちずるへと視線を向ける。

「さて、ちずる？　彼女たちから世の殿方が受ける印象といったら、なにかしら？」

「印象……？　男の子の？　うーんと……お子ちゃま？」

「そうね。あとは清純なんてのもあるでしょう。未成熟な肉体に、殿方は処女性を感じるもの……現実がどうあれ」

　好き勝手なことを述べる玉藻、ちずるのふたりに、蓮、藍は「お、お子ちゃま……！」「ま、ママ……！」とショックですっかり涙目状態となっていた。そんな蓮、藍の横では望が「ん？　わたし、正真正銘の乙女だよ？」と首を傾げ、まどかはまさか意味は通じてないだろうが、きゃっきゃと喜ぶ。まったくもってカオスな空間であった。

「想像してみなさい、ちずる……そんな処女臭ぷんぷんのお子さまベイビーな彼女たちが、もし……もし、黒下着にガーターベルトなんて着用していたとしたら！」

「なっ……！」

　玉藻の言葉に、ちずるは愕がく然ぜんとなる。

「な、なんという……なんというハイメガな破壊力！　外見がつるぺただからこそ、子供だからこそ、逆に大人を象徴する黒下着＆ガーターベルトが、得もいわれぬ色香を放ち……母さん！　これが？　これが本質への彩りだというの？」

「わかったようね、ちずる……そうよ。ちなみに今回のはギャップ萌もえね」

「ギャップ萌もえ！」

「現実にナースでもない相手にナース服を着られたところで、それはしょせんはファンタジー……作り物でしかないわ。それでは幼女の重力に引かれてしまった耕太さんの魂を揺さぶることなど、到底できはしない……あくまでもちずる、リアルなあなたの本質が必要なのよ。真実のあなたに、彩りをそえること……どう？　できるかしら？」

「ということは、つまり……望たちとは正反対なセクシーボディのわたしであれば！」

「あれば？」

　しかしちずるはなにかいいかけ、「ああっ！」と叫んで膝ひざから崩れ落ちた。

「だ、ダメ……やっぱり無理よ、母さん……」

「なあに、どうしたの？　いってごらんなさい、ちずる」

「だって……おっぱいやらおしりやらがたわわに実ってあたりに色香という名のかぐわしい芳香を放ちまくりなわたしの身体で、さっきのギャップ萌え理論を実行しようとすれば……幼女な格好をするしかないじゃない！　幼稚園児ルックとか！　でも、それじゃ……それじゃ耕太くんの幼女病はさらに進行するばかりで、治せない！　治せないよう！」

　いいたいことをいって、ちずるはその場にうずくまり、泣きだす。

　あーん、あーん。

　と絶望に満ちた泣き声をあげるちずるの、その肩にそっと手を置いたのは玉たま藻もだった。

「バカな子ね……なにもギャップ萌もえだけが、本質への彩りじゃないのよ？」

　涙で顔をぐちゃぐちゃに濡ぬらしたちずるに、玉藻はやさしくやわらかく微笑ほほえみかける。

「ふえ？」

「たとえば、おっぱいしか取り柄のないあなたの場合――」

「あ、あるもん！　おっぱい以外にも取り柄、あるもん！」

「いいから聞きなさい。大きなおっぱいがあなたの取り柄、すなわちデスエロスボディーがあなたの本質だとして、なるほど、たしかに幼い格好をするというのは彩るひとつの方法でしょう。だけどね？　そうやって正反対の要素を加えることで強調するだけじゃなく、素直に足し算する方法だってあるのよ？」

「素直に足し算……？　一たす一は、二ぃ……？」

「ええ。たとえば黒下着にガーターベルトを着用するとか。上はハーフカップブラで」

「で、でも、それじゃ！」

「一エロスに一エロスを足したら？　どうなるの、ちずる？」

「え、えっと……二エロス、です」

「いいじゃない。なにかそれで問題でも？」

「……ない、です」

「とはいえ――」

　と、ようやく落ちつきそうだった話を、玉藻はさらに引きずる。引きずり倒す。

「やっぱりギャップ萌えは有効なのよねー。ツンデレなんかもそうだし。ツンツンした子がデレデレするから、殿方のハートはきゅんきゅんしちゃうわけだし。と、いうわけで！」

「いうわけで？」

　完全にのせられるちずる。対する玉藻の答えは、うふ、と微笑みながらのウィンクだった。閉じた片目から『きらーん』と星が飛び散りそうなほどの、極上の。
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　玉藻の指示によって、みな、下の階へと移る。

　耕太をのぞく、全員がだ。

　ちずる、望のぞむ、蓮れん、藍あい、そして娘のまどかは、寮の一階、ついさきほど引っ越してきたばかりな玉藻の部屋へと移動して、だから二階には、ただ耕太ひとりだけが残された。

　ひとりぼっちで待つこと、しばらく。

　最初のうちは「ああ……けっきょく玉たま藻もさんのいいようにされてしまった……」と流れを止められなかったことを後悔し、やがて訪れるだろう逆襲のちずるを恐れるばかりな耕太だったが、しだいにひとりでいる部屋がやたらと広く、静かに感じられ、最後には、早くこないかなあちずるさん！　自由なんていらない！　愛という名の拘束が欲しいよ！　と孤独に心をぱっくんちょされそうになった、そのとき。

　ちずるは帰ってきた。

　ぶ厚い雲の切れ間から差す太陽の笑顔で。

　そしていう。

「おまたせ、コウちゃん！」

　と、どこかで見たような紺色のセーラー服姿＆ポニーテールな髪型で。

　待ちかねていた耕太は、ぎょぎょぎょ!?　と軽くのけぞった。

　な……なんで？

　なんで『コウちゃん』？　なんでセーラー服？　なんでポニーテール？

　ここでひとつ、どうして紺色のセーラー服姿＆ポニーテールに見覚えがあるのか、耕太は思いだした。アレだ。スケパン刑事のときだ。なるほど、以前使った衣装を無駄にせず再利用とは、なかなかエコである。現代という時代に即しているといえよう。

　に、しても。

　コスプレとは一線を画すのではなかったのだろうか？

　だいたい、スケパン刑事を耕太はいちど見ている。聖闘士にいちど見た技は通用しない。さいわいなことに耕太は聖闘士ではないのでなんどだって通用するが、あの玉藻の発言はなんだったのだろう。本質に彩りをそえるとか、なんとか……。

「なあに、コウちゃん……怒ってるの？　ちょっと遅れただけじゃない」

　悩んでいたら、ちずるがそう語りながら、近づいてきた。

　すこし頬ほおをふくらませ、「すこし遅刻したぐらいで怒らないでよう」とほんのりスネた風を装いつつ、手を後ろで組み、やや猫背になって上目づかいとなることで、内心の不安をあらわしながら。

　う？

　違う？

　スケパン刑事じゃ……ない？

　まとう雰囲気があまりに違いすぎる。言葉遣いも標準語だし。耕太は目の前に立った紺色セーラー服のちずるを、いぶかしい思いで見あげた。

「さ、いこうよ、コウちゃん」

　座布団の上に正座していた耕太の腕を引っぱって、ちずるは立ちあがらせようとする。

「い、いくって、あの、どこへ？」

「どこって……お家うちに帰るんじゃない。ヘンなコウちゃん」

　あはは、とちずるは明るく笑った。

　だってここがぼくたちのお家うちじゃないですかー。

　もちろん耕太はそう思ったが、あえて口にはださず、ちずるとともに歩きだす。

　なにかある。

　きっとなにか理由があるに違いない。だからいっしょに部屋のなか、畳の上を歩いて、横のちずるを観察することに決めた。

　最初に気づいたのは、ちずるが手になにかを持っている、ということだった。

　とはいえ、実際に持っているわけではない。まるでなにかをつかみ、さげているかのような指のかたちや、歩くのにあわせて振られる腕からの判断だ。要するに、ちずるは手になにかを持つ演技をしているのだ。

「ねえ、コウちゃん。今日のテスト、どうだった？」

　話しかけてきたちずるの言葉で、ぴん、と耕太はひらめく。

　鞄かばんだ。

　ちずるは手に鞄を持っているのだ。

　それでだいたいわかった。

　耕太とちずるは、いま学校から自宅へと帰るところなのだ。すなわち下校途中である。さきほどまでの耕太は、おそらく学校の校門あたりでちずるが来るのを待っていたのだろう。ちずるが遅れた理由は、日直の仕事でもあったからか。

　ということは、『コウちゃん』なる呼びかたは――。

「コウちゃん？」

　ちずるが足を止め、ぎゅっと不安げに細めた眼めで耕太を見つめてくる。

「どうしたの？　なにか悩みでも……あるの？」

「え？　あ、いや、その」

「だってヘンだよ。さっきから上の空で、わたしの話、ちっとも聞いてないし。ねえ、悩みがあるんなら、いってよ。わたしとコウちゃんは、ずっと子供のころからいっしょの、幼なじみなんだから……」

「べつに悩みは……え？　幼なじみ？　ぼくとちずるさん、幼なじみ、なんですか？」

「やだあ、ちずるさんだなんて！　いつもどおり、ちずちゃんって呼んでよ！」

　ばしん、とちずるに背を叩たたかれた。

　痛みに背を反らしながら、耕太は思う。

　な、なるほど……そういう設定なんですか！

「まあ……さん付けしたくなるのもわかるけど。わたしたち、来年は高校生だもんね。いつまでもコウちゃん、ちずちゃんじゃ……ね」

　頬ほおを紅あかく染め、ちずるはいった。

　おまけにふたりはまだ、中学生と。

　ふーむ……。

　耕太は感心せざるを得なかった。玉たま藻もの深慮にである。たしかに普通のコスプレとはちょっと違う。妙にリアルだった。つまりこれは『もし耕太とちずるが幼なじみだったら？』というｉｆなのである。そして例のギャップ萌もえ理論にもかなっていた。本来、年上であるはずのちずると、コウちゃん、ちずちゃんなんて同年齢の相手のように触れあう……悪くない。なかなかけっこー、かなり悪くないと耕太は思った。

　んん……み、見える？

　ちずるの背後に、風景が見える!?

　田んぼが……森が……山々が……そうだ、いま耕太とちずるが歩いているのは、田んぼのあぜ道だ。忘れない。忘れはしない。これは懐かしの故郷、思い出の風景。ああ、ほら、ぽつぽつと雨が降ってきて。空は晴れてるのに。天気雨か。狐きつねの嫁入りなんて――。

　ん？

　雨？

　降っていた。

　本当に雨は降っていた。

　いつのまにやら部屋のなかに入っていた望のぞむが、白い雨あま合がっ羽ぱ姿で手にホースを持ち、そこいらに雨を降らしていた。

「――って、ここ、部屋のなかァ！」

　畳に、座布団に、ちゃぶ台に、耕太自身に、ホースからの水が降りそそぐ。

「な、なにを、なにを、望さ……」

「ああん、やだ、雨ぇ！」

　我に返った耕太を引き戻そうとするかのように、ちずるがひときわ大きく声をあげた。

「コウちゃん、走ろ！」

「ちょっと、望さんを止めなくちゃ」

「濡ぬれちゃうから！　早く！」

「ちーずーちゃーん！」

　ちずるに引きずられ、ゆきついた先は、押し入れであった。

　押し入れのなか、膝ひざを抱えた体育座りの姿勢でもって、ふたりならぶ。そうしてざんざかと室内を濡らす望の雨を眺めた。ああああ、どうするの、これ。

「びっくりしたね、コウちゃん。いきなり降ってくるんだもん」

「ホントですよ……まさかここまでやるなんて」

「なんだか止やみそうにないなあ」

「え？　止まないんですか、これ？　適当なところで止めておかないと、後始末が大変なことに……下の階にも漏れちゃいますよ！　玉たま藻もさんの部屋に！」

「けっこう濡れちゃった……」

「うっわー……畳に水たまりなんて、ぼく初めて見ましたよ……」

「ちょっぴり寒い、ね……」

「そりゃ、まだ二月ですし、冬ですし。いくらストーブをつけていても、なにせホースの水は水道水なわけで、冷たいでしょう」

「よーし、脱いじゃおっと！」

「そうそう、濡ぬれた服は脱いだほうが……って、ちずるさん!?」

「うん？　なあに、コウちゃん？」

　濡れてぴったりと身体に張りついた紺色のセーラー服の、その上を脱ぎかけた姿勢で、ちずるは止まった。ちょうど、頭を服から脱いで、残すは腕を抜きとるだけといった格好になって、耕太に問いかけてくる。

　ほうほう。下着は白でございますか。

　いやいやいや！

　耕太は視線を逸そらした。

　ななな、なんだろう。どきどきするぞ。すんごくどきどきするぞー！

「本当、今日のコウちゃん、ヘンなの。いつもは気にしないのに……」

　いえ、いつもだって気にはしまくりですよ！　ちずるの肌色を見ればすぐさま鼓動はブラストビートを刻む耕太である。でも、今日はなんだかいつもより？

「ねえ、覚えてる、コウちゃん？　昔……ちいさいころ、この小屋で、お医者さんごっこしたこと……」

「お、お医者さんごっこ？」

　残念ながら、耕太にはちずるとお医者さんごっこをした記憶はない。

　それ以上のことならいろいろとやらかした覚えがありまくりなのだが、お医者さんごっこはないのだった。まあ、この押し入れを小屋と呼ぶのとおなじく、これも設定のひとつなんだろうけど……と思ってちずるを見たら、こんどは濡れて張りついた紺色のスカートを腰を浮かせて脱ぐところに遭遇した。あわわわ、とまたあわてて耕太は視線を逸そらす。白いぱんちーが！　ぱんちーが！　ぐっしょりで！　ぴっとりと！

「覚えてないのー？　そんなことしたらお嫁さんにいけなくなっちゃうって拒むわたしに、コウちゃんたら……おれがお嫁さんにしてやるから！　って、ムリヤリ……」

「え、ええ!?　そ、そうなんですか？　ぼく、そんなことを？」

「そうだよ……そうして下着を脱がして、あんなことやこんなことを……」

「あ、あんなこと？　こんなこと？」

「触診……」

「触診!?」

「治療……」

「治療!?」

「注射……」

「注射!?」

　な、なんてことをしてるんだ、設定上のぼくってやつは！

「ご、ごめん、ちずちゃん……ぼく、ヒドイことしちゃって……」

　耕太は狭い押し入れのなか、がたがたと音をたてながら向き直り、頭をさげた。

　しかし、なぜだろう、謝ったというのに、むっ、とちずるは表情を強こわばらせる。眉み間けんに皺しわを寄せ、唇は軽くへの字に曲げて、ぷい、とそっぽまで向いた。

　あ、あれ？　ちずちゃん？

「どうして謝るの？」

「え？　あ、だって、いたいけなちずちゃんに、ぼく、あんなことやこんなことを……」

「べつに平気だったもの。ちょっぴり怖かったし、痛かったけど……」

「痛かった!?　痛くなるようなこと、したんですか、ぼく!?」

「だけど、コウちゃん、責任とってくれるっていったから！　責任とって、結婚してくれるっていったから！　だからわたし、平気だったのに……なのに、謝るなんて、それって、それって、後悔してるってことで……結婚、後悔してるって……」

　ちずるは下着姿で、体育座りで、固く眼めをつぶり、ぽろぽろと涙をこぼしだす。

　ひうー、と泣き声をあげたちずるを、耕太は抱いた。

　なにせ体育座りしなくちゃ入れないほどの狭い押し入れのなかなので、あまり身動きはとれない。せめて、横から抱きつくのが関の山だった。

　それでも、ちずるの泣き声は止やんだ。

「こ……コウちゃん？」

　と、耕太に向かって戸惑った声をぶつけてくる。抱きついたためにちずるの顔は耕太の肩へ、逆に耕太の顔はちずるの肩へと埋うずまっていて、だから声はやや後ろから聞こえた。

「ごめん、ちずちゃん。そうじゃないんだ。ぼく、後悔なんてしてない。ちっともしてないよ。むしろ嬉うれしいくらいなんだ。ちずちゃんと、結婚……の約束をして」

「本当？　本当に？」

「本当だよ。ただ、あのときのちずちゃんに怖い思いや痛い思いをさせたこと、そのことだけは謝りたくって……」

「なあんだ。そんなの……でも、だったら、きちんと謝ってもらおうかな？」

「もちろん、なんだってするよ。なにか食べる？　あんまんとか」

　ふふふっ、とちずるは耕太の肩に顔を埋めて、笑う。

「ち、ちずちゃん？」

「じゃあ……してくれる？」

「な、なにを？」

「怖くないように、痛くないように……してくれる？」

「ほえ？」

　そっと、ちずるは耕太を手で押した。

　押されて、耕太は狭い押し入れ――いや、すでにいまの耕太にとってはお医者さんごっこの思い出が残る小屋だったが――のなかをすこし下がる。そうしてわずかに空いたスペースを利用して、ちずるは耕太のほうへと身体の向きを変えた。

　向きを変えるなり、体育座りしていた足を、開く。

　かぱん、と開いて、見せつけてきた。

　白く、雨に濡ぬれて張りつくぱんちーを。

「ち、ちちち、ちずちゃん!?」

「わたし、もうオトナだよ」

　ややうつむき、しかしまっすぐに耕太を見つめて、ちずるはいった。

「だから……だいじょうぶ。あんなことやこんなことをされても、わたし、泣いたりなんかしないから。だから、コウちゃんは、怖くないように、痛くないように、して？」

　お・い・しゃ・さ・ん・ごっ・こ。

　――雨が降る。

　小屋の外では変わらず、雨が降る。

　狭い小屋のなか、湿気ときたら本当にひどくて、むっとするほどで、暑くもなってきて、だから耕太は酸欠状態になってしまって……だから……つい、手を伸ばして……「ひゃんっ」……触診を……「ん、んんっ」……診察を……ぺろんって……めくって……「や、やん……」……む、むむ……むー……「せ、先生ぇ。じっと見すぎだよぉ」……失礼、では診察を……「あ、ああ……」……診察……「ゆ、指？」……診察……「は、はあっ」……診察、診察、診察診察診察診察しんさつシンサツびくんびくーん「こ、コウちゃん……！　すっごく白い巨塔……！」……し、しんさ……「じゃ、先生のお注射、いただきまーす……あーん」……しんさ……しん……し……しし……びくんびくーん。

　ああ、アメージング・グレイスが、どこからか聞こえる。

「ああめー、じんぐれーす♪」

　と思ったら、望のぞむが唄っていた。

　いつのまにか、雨は止やんでいたらしい。



　　　４



「で？　どうだったかしら？」

　玉たま藻もの問いかけに、着替えてジャージ姿だったちずるは白い歯をきらめかせた。

　さらに片手を腰に当て、もう片手で親指をびしっと立てる。まったく百万言より雄弁な笑顔、ポーズをちずるは玉藻に向かって決めた。

　その横で、耕太はただただ縮こまる。

　だって身の置きどころがなかった。

　なんたってみなさん、すぐ下にいたわけで。

　耕太とちずるが寮の二階にある自分たちの部屋であんなことやこんなことをしていたあいだ、みなさん、すぐ下の一階、玉藻の部屋で待っていたわけで。

　つまり。

　ああ、つまり、みなさん、耕太とちずるがついさっきまで熱い激情を交わしていたって当然知ってるわけで、望のぞむにいたっては当の現場で水をまいてたわけで、ってゆーか事後のすぐあとは！　すぐあとに顔をあわせるのは！　なんだかすっごく恥ずかちぃいですぅ！

　あうううう～！

　こうして身もだえる以外、耕太になにができるというのだろうか？

　そのみなさんのうち、望、蓮れん、藍あい、雪ゆき花はなは、お手伝いにきた雪女たちとともに先ほどの〈幼なじみプレイ〉の後かたづけをしていた。水の被害の少ない玄関口にちずる、玉たま藻もといっしょに立っていた耕太は、ぞうきんで畳の水たまりを拭ぬぐってバケツに絞る音を、背中ごしに聴く。振り向けなかった。恥ずかしくて、とても耕太は振り向けなかった！

「ああ……よかった……ひさしぶりの耕太くん、すっごくよかった……」

　まるで夢を見ているかのようなうっとりとした表情、口調で、ちずるが感想を語りだす。

　玉藻は笑った。

「ふふっ、かなり満足のいく結果が得られたみたいで、なによりだわ。でもね、ちずる。今回の成功で満足していちゃダメよ？　病気は早期発見、早期治療が肝心なんだから。耕太さんがアグネス仮面にアグネス固めを極められたりしないように、これからなんどだって治療をおこなって、熟しきった果実の美お味いしさを教えこまなくっちゃ」

「耕太くんのお注射、とってもこくまろで……え？　なに？　あ、うん、まかせてよ、母さん！　わたしのこのねっとりと熟成された肉体の粋を尽くして、耕太くんに熟女の素晴らしさを――って、待った。あのね、わたし、いちおー、肉体年齢的には十八歳のぴちぴちなわけで、まだまだ青い果実のつもりなんですけど？」

「あら、そうなの？　しかたないわね、だったらわたしが代わりに犠牲になって……」

「ホント母さんってば隙すきあらば持っていこうとするのね。いりません、結構です。だって……ふふふっ、べつにリアル熟女の手なんか借りなくったって、例のギャップ萌もえ理論を使えば！　そうよ、まだまだ青い果実のわたしだからこそ、ギャップ萌え理論が利用できる！　すなわち、熟女が着用するようなセクシー・ランジェリーを身にまとえば！　ギャップ萌え効果つきで熟女属性、ゲットだぜ！　これで耕太くんの治療、問題なし！」

　あっはっはっはっはっー。

　腰に両手を当てて豪快に笑うちずるを、玉藻は頬ほおに片手を当てて「あらあら」と微笑ほほえみながら見つめた。

「この子ったら、妙な自信をつけちゃって♪」

「玉藻さま……」

　その玉藻の後ろから、いつのまにかあらわれた雪花がささやきかける。

「お教えしてさしあげたほうがよろしいのでは？」

「ん？　なにを？」

「たしかにちずるさまに熟女属性はございません。が、代わりに色気属性はてんこもり……そこにセクシー・ランジェリーなど身につけてしまえば」

「悲劇がおとずれるでしょうねえ。だってこの子の考える熟女用セクシー・ランジェリーって、黒下着にガーターベルトなんてレベルじゃなくって、穴が空いてたり紐ひもだったりとかでしょう？　そんなものを色気過剰なこの子が身につけた日には……あはははー、耕太さん、きっとドン引きでしょうねえ」

「では、なおのことお教えしてさしあげなくては」

「放ほうっておきなさいな。おもしろそうだし。だいたい、この子は熟女をナメてるのよ。穴あき下着だなんて、そんな品のないものオトナの女が穿はくもんですか。あくまでもオトナはね、上品に攻めるのよ……ねえ、雪ゆき花はな？　あなただってそうでしょう？」

「わ、わたしはまだ、熟女ではありませんので……」

「あら、じゃあ持ってるの？　穴あき。紐とか」

「……」

「持ってるんだ！　わー、やるぅ、雪花、やるぅ」

「た、玉たま藻もさま！」

「――さーて、耕太くん！」

　玉藻と雪花がひそひそと会話をくり広げているあいだ、ちずるはずっと腰に手を当てて高笑いをあげていた。ようやくその笑いを納めて、耕太へと向き直る。

「今夜……ねえ、どうする？　治療……しちゃう？　わたしはいいよ？　だってわたしは耕太くんとならいつだってイエス・イエスまくらだもん！　イエス・ノーまくらじゃないの！　裏も表もイエスなの！　イエス、イエス、セイ・イエス！　我が輩の辞書に、『ごめん、今日、疲れてるから……』の文字はないのだー！」

　なんて、ちずるはダイヤモンドの笑顔とともに話しかけてきた。

　しかし、耕太に答える余裕はなかった。

　だって。

　だってだってだってぃへぇ！

　まどかが、目の前にいるんだもの。

　正しくは、まどかを抱えた望のぞむが耕太の目の前に立っているんだもの。

　いつのまにジャージから着替えたのか、望はひと昔前の看護師さんといった格好をしていた。頭には大きなナースキャップをつけ、白いフリルつきのエプロンの下には紺色のワンピースをまとう。そんなメンソレータムな姿で、望は耕太の愛まな娘むすめを抱きあげ、立っていたのだ。

　白衣の天使が抱きあげるまどかの、なんと愛らしいことか。

　あ、ああ、あ……？

　見……てる？

　まどかがぼくを見てる？　まどかがぼくを見てるぞ！　まどかがぼくを見てるぞ！　まどかがぼくを見てるぞ!!　まどかがぼくに「だう？」と話しかけてるぞ!!　よかった……世の中まだまだ捨てたモンじゃないんだねっ！　いやっほぉおおおおおおお!!　ぼくにはまどかがいる！　１、２、３、４、やったぜカトちゃん!!

「こ、耕太……くん？　ね、ねえ、ちょっと……」

「あー。思ったよりも病状は深刻だったようね。症状の進行が……早い！」

「う、うそ、嘘うそでしょ？　だって耕太くん、さっき、わたし相手にあれだけ白亜の巨塔とそびえ立っていて、たくさんワクチンお注射して、なのに！」

「血は肉よりも濃いっていうものね……しょせん、妻は他人か……」

「いやああああああああああ！」

　あ、まどかちゃああああああああああああああん!!　いやぁあああああああああああああああ!!　あっあんああっああんあぁあ!!　ううっうぅうう!!　ぼくの想おもいよまどかへ届け!!　はるけ――。

「斜め四十五度！」

「ぎにあす・さはりん!?」

　首に痛撃を浴びて、耕太は崩れ落ちた。

　暗く沈みゆく意識と視界のなか、振りむいた先に耕太が見たものは、滂ぼう沱だの涙を流すちずるの姿だった。

　なぜか、ちずるの指先は手刀のかたちに伸ばされていて。

　ち……ずる……さ……？



★



「――で、実際のところは、どうなのですか？」

「んー？　どうってー？」

　雪ゆき花はなの問いかけに、玉たま藻もは手作業を中断して、顔をあげた。

　玉藻が薫くん風ぷう高校学生寮の、その一階にある引っ越してきたばかりの自分の部屋でおこなっていたのは、孫であるまどかのための肌着作りだった。まだまわりに山とダンボールが積まれた室内で、空いたスペースに置かれた机の上、玉藻はちくちくと布に針を走らせていたのだった。

「耕太さまのことです。耕太さまは……その、本当に？」

「ロリコンかって？」

「は、はい」

　玉藻に微笑ほほえみながらズバリと尋ね返され、雪花はすこし焦りつつ、うなずく。

　その雪花の頭にはヘルメットがあった。工事現場でかぶるような黄色いヘルメットである。服もおなじで、やはり工事現場でよく見かける、作業着姿になっていた。

　どこか遠く、そう、下のほうから、小さく地響きが聞こえてくる。

　どどどどど。どどどどど。

　なにやら、ドリルで穴でも掘っているかのような。どどどどど。どどどどど。

「やあねえ。そんなわけがないでしょう」

　と、玉たま藻もが笑いだす。

「もし耕太さんが幼女趣味なら、ちずるなんか選ぶと思う？　あんな幼女とは正反対な、ばいんぼいーんな子……まわりには望のぞむちゃんとか蓮れんちゃん、藍あいちゃんとか、もっと幼女っぽい子がいるんだから。つるつるーでぺたぺたーな子が。違う？」

「それは……そのとおりなのですが」

「まあ、たしかにまどかに対する耕太さんの態度は見ていてちょっと不安になるでしょうけど、でもねえ、考えてもみなさいな。耕太さんは生まれてすぐ、両親とは離ればなれになってしまったのよ？　そして弦げん蔵ぞうさんに育てられた。弦蔵さんは立派に親代わりを務めたでしょうけど、やっぱりねえ。淋さびしかったでしょうよ、耕太さんにしてみれば」

「両親への……飢えが？」

「そう。ずっと両親……というよりは家族に対して飢えて育ってきたから、初めてできた娘に対して、ああも過剰な愛を注いでしまうのよ。だからだいじょうぶ。家族愛だから。決して性愛なんかじゃないから」

「そこまでの両親への飢えというのは……やはり」

「でしょうね。きっと感じとっていたんでしょう。無意識のうちに、遠く離れた両親の存在を……だから飢えた。生きているのに、会えないから」

「なるほど……」

　しっとりした沈黙が、玉藻と雪ゆき花はなのあいだに落ちる。

　どどどどど。どどどどど。

　ドリルで穴でも掘っているかのようなくぐもった地響きだけが、そっと室内を満たした。

「ところで玉藻さま。ではなぜ、本当のことをちずるさまにお教えしてさしあげなかったのですか？　むしろ耕太さま＝ロリコン説を推し進めるようなことを」

「それはもちろん、そっちのほうがおもしろそうだったからに決まってるじゃない。あとはアレね。二人目ね！　あのふたりにはぜひがんばってもらって、早く二人目の孫をこしらえてもらわなくっちゃ……やっぱりつぎは男の子かしら。一姫二太郎っていうしー♪」

　ふふふーん♪　と鼻歌を奏でて、玉藻は孫の肌着作りへと戻る。

　ちくちくちくちく、針仕事を再開した。

　雪花は「なるほど……」と感情をうかがわせない声、顔つきでつぶやいたあと、失礼いたしますと一礼して歩きだした。

　部屋の戸を開け、でてゆく。

　戸を開けた瞬間、どどどどど、という例の音は大きくなった。

　そのまま雪花は歩を進める。

　向かった先は、さらにとなりの部屋だった。

　つまり、二階の耕太の部屋とおなじく、玉藻たちも本来ならば独立しているはずの寮の各部屋をひとまとめにして使っていたのだが、ひとつ使いかたに違いがあった。壁は完全に取り払わず、戸をつけることで、各部屋は区切ったままにしてあったのだ。

　その各部屋を仕切る戸を雪ゆき花はなが開けると、例の音はいよいよ激しいものとなる。

　どどどどど。どどどどど。

　もはや騒音といっていいレベルだ。

　見れば、その部屋の床は畳がすべて取り払われて、大きな穴が掘ってある。

　その穴から、どどどどど……という音はあがってきていた。

　近所迷惑および二階に住む耕太たちへの配慮からか、部屋の壁や天井や扉はぶ厚い防音材でびっちりと埋めつくしてある。そうして音が閉じこめられた密室のなか、雪花は騒音の元となる床の大穴を覗のぞきこんだ。

　ひょいっ、と闇やみに満ちた穴のなかへ、飛びこむ。

　どどどどど。どどどどど。

　どどどどど。どどどどど。

　あとは間断なく音が響くばかり。

　どどどどど。どどどどど。

　どどどどど。どどどどど。



    

  
    
      


　二、あかねとたゆらの夢冒険
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　な、なんだあ、これ……？

　たゆらは目の前に広がる光景の、そのあまりのありえなさに呆ぼう然ぜんとなった。

　呆然となって、立ちつくす。

　なにも考えられない。頭が働かない。思考回路はショート寸前。いますぐ会いたいよ。それくらいに凄すごかった。あまりに凄すぎて脳の処理限界を超えてしまうくらいに、たゆらの眼めに飛びこむ映像ときたらとんでもなかったのだ。

　あ？　ああ？　あああ？

　たゆらは、切りたった崖がけの上にいた。

　そこから、地上を埋めつくす広大なジャングルを見つめていた。

　そう、ジャングルだ。

　緑が濃く生い茂るなかを、くねくねと細い川が流れるジャングルである。ぎしゃーぎしゃーとなにかの生き物の鳴き声が聞こえ、空気は暑く、空には雲ひとつない。

　ぱっと見、アマゾンの熱帯雨林に思えなくもない。

　しかし違う。

　だって、アマゾンにあんな生き物はいねーだろ？

　たゆらの眼めは、その生き物に釘くぎづけとなって離れない。

　姿は、トカゲが近いといえば近いだろうか。

　やたら首が長くはあったが、とにかく爬は虫ちゆう類るい系の姿ではあった。

　が、大きい。

　やたらめったら大きい。

　遠く離れた崖がけの上からでも、その生き物の巨大さときたらわかる。なぜって、姿が見えるからだ。地上はすっかり緑で覆われているというのに、その生き物は見える。つまり、その生き物は地上を覆う木々よりも背が高かったということだ。頭と身体の一部がひょっこりと覗のぞくくらいに、大きい。

　そんな、樹きよりも巨大な爬虫類なんて、アマゾンに存在しただろうか？

　いや、いない。

　アマゾンどころか、いまの地球のどこを探したって、そんな生き物は存在しないだろう。

　ああ、そうだよ、とオーバーフローしてまだぼんやりとした頭で、たゆらは思う。

　いねーよ、あんなバカでっかいトカゲなんて。

　いまの地球にはな。

　たしかに、いまの地球にはあんな生き物はいないだろう。だがしかし、過去にはいた。はるか古代には、あんな生き物が大地をうようよしていたのだ。



　恐竜って名の、生き物がさ――。



　イヤイヤイヤイヤイヤ。

　自分でそこまで考えておいて、即座にたゆらは否定する。

　とっくに恐竜は絶滅してますから！　ウン千万年前に！　いやでも、どう見たってあれはなんとかザウルスにしか……ナイナイナイ。ありえない。お、葉っぱ、食べてる……なんだかキリン見てーだなー、すげーなー。って、イヤイヤイヤイヤ。

「なんなんだよ、これっ！」

　と、思わずたゆらが叫びかけた瞬間、それをさえぎるように目の前をカラフルななにかが飛んでいった。

　おおっ!?

　ぎょっとしつつも、たゆらがその飛び去った姿を眼で追うと、身体に極彩色の毛を生やした、なにやら鳥のような生き物だった。鳥の『ような』というのは、どうもたゆらの知っている鳥とは違う姿かたちをしていたからだ。飛びかたも、鳥のようには羽ばたかない。ただ翼を広げて、まるでムササビのように空を滑ってゆくばかりだ。

　よ、翼竜……？

　とぼしい恐竜の知識のなかから、たゆらはそう見当をつけてみる。

　これって、夢か？

　それともだれかに幻覚でも見せられてんのか？

　だっておれは、ついさっきまで朝あさ比ひ奈なと……と、自分の頬ほおをつねろうとしたところで、はっ、とたゆらは思いだした。

　自分の背後に立つ、あかねの存在を。

　振り返れば、あかねはたゆらの後ろで、きっと衝撃からだろう、すっかり顔色を無くしていた。たゆらが見つめても、目の前の光景に意識を奪われたまま、反応ひとつしない。

　その姿は私服だ。

　あたりはクソ暑いなかの、ぶ厚い冬服だった。

　フードつきのコートを羽織って、下のスカートこそ短めながら、足を覆うのは黒いストッキング、靴はブーツ。肩からは肩掛けのバッグを提げている。

　もっとも、冬服なのはたゆらだっておなじだった。

　上は黒いブルゾンに、下はジーンズ、足にはごっつい靴といった格好である。

　当たり前だ。

　なぜならたゆらとあかねは、二月の上旬、まだ肌寒い冬の季節に、ふたりっきりでデートなんてしていたのだから。だから寒かったんだ、ついさっきまでは！

　そうなんだよな――。

　デートしてたんだよな、おれたち――。

　なのに。

「なんだって……こんなことになっちまったんだ……？」

　そうだ、ことの始まりは――。
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　たゆらが〈玉ノ湯〉から戻った、その翌日。

　つまり、たゆらが耕こう太たとともに悪の首領、三み珠たま未み弥やによってさらわれた姉、ちずるを助けだすべく彼女が囚とらわれの身となった地へ意気揚々とのりこんでみたら、すべては狂言で、じつはちずるは母である玉たま藻もが営む温泉旅館〈玉ノ湯〉でもって耕太との子を生んでいて、なんだかなー、と思いつつもだらだらと十日ばかり居続けて――だって冬の温泉って最高だし――でも学校もあるし、とようやく家に戻って、その翌日、日曜日のこと。

　たゆらは、バス停であかねを待っていた。

　そわそわ、きょろきょろ、もぞもぞしながら、待っていた。

　ジーンズのポケットから携帯電話をとりだす。ディスプレイの時間を確認する。現在の時刻、九時十分。待ちあわせの時間、十時ジャスト。あと五十分もある。あと五十分しかない。そわそわ、きょろきょろ、もぞもぞ。

　あー！　たまらねー！

　たゆらは叫びだしたかった。もちろん我慢した。

　落ちつかない。落ちつかない。

　そりゃそうだ。

　だって初めてのデートなんだもん！　朝あさ比ひ奈なとの、初デートなんだもん！

　だからバッチリ決めてきたぜ！　下着だっておろしたてだぜ！

　はあはあはあ。湧わきあがってきた興奮をどうにか静めて、たゆらはブルゾンのポケットに両手を突っこむ。そうして、目の前の道路を睨にらんだ。

　日曜日だからか、大きな道路ではあったが、車の交通量は少ない。

　それはたゆらが落ちつきなく立つ歩道もおなじで、人の姿はまばらだ。

　その行き交う人々のなかに、あかねの姿はないかとたゆらは眼めを凝らす。発見できなくて、ぐにぐにと唇を噛かむ。最後にジーンズのポケットから携帯電話をとりだし、現在の時刻を確認する。一分しか経過していない。まったく、進みの悪い時計だ！

　じーっとたゆらは携帯のディスプレイを眺めて、なんとなく、ボタンを操作してみた。

　電話の発信履歴を表示させる。

　その先頭に映しだされた『朝比奈あかね』の文字を、見つめた。

　電話した日付は、昨日。

　すなわち、〈玉ノ湯〉から帰って、その日のうちだ。

　たゆらは思う。

　よく電話したよなあ、おれ――。

　自分で自分を褒めたい気分になった。

　なぜ、たゆらは突然あかねをデートに誘うだなんて、無茶な行動がとれたのか？

　その一因として、耕太とちずるの娘の存在があるのは否定できない。

　もちろん姉のいきなりすぎる出産に、弟として思うところはメチャクチャあった。いまさら耕太との関係をどうこういうつもりはなかったが、それにしたって順番がアレじゃね？　つーかナニ？　処女懐胎？　〈神〉の子でも作る気？　ああ、そういえば〈神〉さま同士だったんだっけ……それにしてもさあー！　いきなり叔父さんってさあー！

　しかし、とにかく、娘が、姪めいであるまどかがかわいすぎて！

　その愛らしさときたら、たゆらに『自分も愛する女と、いつか家族を……』と思わせるに充分な威力があったのである。もうそう思っちゃったら、いてもたってもいられない。姪の笑顔に背中を押されて、たゆら叔父ちゃんは〈玉ノ湯〉から戻るなり、愛する女へとテレフォンコールしたのだった。

「も、もしもし!?　お、おおお、おれ、おれなんだけどッ！」

「……ええと、源みなもと？　オレオレ詐欺をやるんだったら、非通知じゃなきゃ意味ないわよ」

「あう!?　あう……あうあうあー！」

　正直、自分がなにを話したのか、たゆらはあまり覚えていない。

　なんとなく、朝あさ比ひ奈なは呆あきれていたよーな？　だが、とにかく、結果はこれだ！

　自分は朝比奈あかねと、いまデートしているッ！

　相手はまだ来ていないが、それでもデートなのである。まぎれもなくデートなのである。なぜって、相手を待つ時間もまたデートなのだからッ！　時間は愛を裏切らないッ！　愛もまたしかりッ！

　ふっふっふっふっふっ。

　たゆらは笑う。

　こみあげる歓喜を抑えきれず、笑い声として唇からこぼす。

　おっと、いけないいけない。

　これじゃアブナイ男に見られちゃうぜ……たゆらは口を手の甲で押さえた。

　その手の甲の感触で気づいた。

　唇、かっぴかぴやん。

　冬なので乾燥しているということもあるだろうが、おそらく、緊張からか無意識のうちに唇を舐なめてしまっていたのだろう。たゆらはこんなこともあろうかと用意しておいたリップクリームを唇にぬりぬりしながら、思った。

　まったく、このプレッシャーは〈葛くずの葉は〉とやりあったときに匹敵するぜ――。

　だが決める。絶対に決めてみせる！　失敗は許されないのだ。考えてみればあかねがデートの誘いを受け入れてくれたこと自体が奇跡のようなもの。以前、文化祭のときにデートらしき状況にはなったものの……こんな本格的なデートは初めてであった。このチャンス、つぎにつなげなくてはならない。つぎにつなげなくちゃいけないんだッ！　まちがっても、逆に嫌われたりなんかは……うあああああ！

「やべっ、なんか怖くなってきた。どうしよ、やめちゃおっかな？　いまならまだまにあうよな。電話して、ちょっと身体の調子が悪くなったっていえば……って、なにをいってるんだおれは！　なにをヘタレたことをヌカしてるんだ源みなもとたゆら！　男だろ!?　男なんだろ!?　に、逃げたらダメだ……ダメなんやー！　ダメなんやたゆらはーん！」

　ぬりぬりぬりぬりぬり。

　たゆらはひたすらリップクリームを塗りたくる。ぬりぬり。

「……なにを叫んでるの、源？」

　ぬりっ!?

　背後からの声に、たゆらの時間は止まった。

　おそるおそる振りむく。

　そこには、呆れ顔のあかねの姿があった。

　いつものようにあかねは、おでこをつるんと剥むきだしにしたショートカットの髪型だった。そのおでこの下、ハーフリムの眼鏡の奥に潜む眼めは、不審げに細く尖とがって彼女の内心を余すことなく伝えてくる。レンズごしで大きく見えるぶん、破壊力は高い。

「あ、あああ、ああ、朝比奈!?」

　かわいかった。

　あかねの格好ときたら、きっちりと前のボタンをぜんぶ留めて着ているフードつきのコートに、なんだかいつもより短く感じるスカート、おみ足を包む黒いストッキング、もこもこしたブーツ、肩から提げる大きめのバッグと、もうなにもかもかわいくってたまらなかったのだが、しかしいまのたゆらにじっくりと観賞する余裕はなかった。

　見られちゃった！

　のっけからヘンなところ、思いっきり見られちゃった！

　失敗は許されないのに……とあたふたしていたら、はあ、とあかねがため息をつく。

「男だとか、逃げちゃダメだとか、なんとか……なんか途中から中途半端に関西弁？　京都弁？　になってたし……だいじょうぶ？　まだ風か邪ぜ、ちゃんと治ってないんじゃないの？　ダメよ、風邪は治りかけがいちばん危ないんだから」

「あ……か、風邪!?　そう風邪！　あははは、まだ熱あるのかなー、あははは！」

　たゆらは心の底から安あん堵どした。

　どうやら、あかねはさっきの奇行を風邪のせいだと思ってくれたらしい。

　よかった、風邪を引いていたことにしておいて！

　というのも、耕太、ちずる、八や束つか、砂さ原はら、乱らん、桐きり山やま、澪みお、熊くま田だなど、まどか誕生にかかわって十日ばかり〈玉ノ湯〉に滞在していたものたちは、たゆらもふくめてみな、学校を休む理由をタチの悪い風邪にかかったからということにしていたのだ。新型のインフルエンザだったりしたらいけないので、休んでいるあいだは面会謝絶。そうしてのんびりと温泉の湯を堪たん能のうしたあとは、「ただの風邪でしたー」と学校に復帰する予定になっていた。だから昨日、たゆらがあかねを電話でデートに誘ったときにも、いままで休んでいた理由は風邪だと答えておいたのだが、それが功を奏したかたちだ。

「ねえ……本当にだいじょうぶなの？　唇……ひどいことになってるけど」

「え？　あ、おおっ!?」

　たゆらの唇のまわりは、みごとなまでにネットネトになっていた。

　完全にリップクリームの塗りすぎである。

　あわてて、こんなこともあろうかと用意しておいたティッシュを使って、たゆらは拭ぬぐう。

　拭いつつ、最初っからミスかよ……と思ったらなんだか泣きたくなってきた。失敗は許されないっつーのに、これが恋愛ゲームなら確実に好感度は下がってるぜ……あ、ダメだ。泣くなおれ。泣いちゃダメだ。泣くな泣くな……うう……。

「まったくきみってひとは、病みあがりだというのにこんな早く来て……約束は十時だったはずでしょう？　寒いなか無理して、風邪がぶり返したらどうするのよ」

「ご、ごめんなさい……」

　あはは、怒られてるよ、おれ。

　初デートなのに出会って一分でおれってば説教されてるよ！

　こらえきれなくなって、ぐすっ……とたゆらは鼻をすする。すすって、あれ？　とここでひとつ疑問に気づいた。

「でも……朝あさ比ひ奈なもけっこう早く来てね？　ほら、まだ時間、九時二十分で……」

　ジーンズのポケットから携帯電話をとりだして時刻を見せると、なぜだろう、かーっ、とあかねの頬ほおは紅あかく染まった。んん？　なんだ？

　不思議に思って見つめていたら、突如、あかねはくるっと背を向ける。

「わたし、帰る」

　すたすたと歩きだした。

「わー、わー、わー！　待った待ーった待ーった！　ごめん！　おれが悪かった！　正直なにが悪かったかよくわかってないけど、とにかく悪かった！　調子こいてました！　スンマセン！　だから機嫌を直してください！　押お忍す！　朝比奈センパイ、押忍押忍！」

　たゆらはあかねの前にまわりこんで、深く深く頭をさげる。

　いっそ地べたに土下座してもいいくらいの心境であった。

　深々と頭をさげ、あかねの足が止まったのを確認してから、ちら、と見あげてみる。

　あかねは、頬を赤らめたまま、ぶすっとしていた。そんな表情のあかねもたゆら的にはかわいすぎて余裕で死ねちゃうのだが、このままじゃ困る。なるべく哀れみをもよおさせるように、捨て猫のようなつぶらな瞳ひとみを作って様子をうかがってみたら、ようやく、あかねはそっぽを向きつつも、たゆらに対して口を開いてくれた。

「……どこへいくの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ハイ？」

「今日はこれから、わたしたちはどこへいくのかって訊きいてるの。昨日の電話じゃ、来てからのお楽しみだぜ～！　ウヒャヒャヒャヒャ～！　とか高笑いしていたけど」

　へえ、そんなバカみたいなことしてたんだー、おれ。

　だいぶ限界を超えてたんだなあ……と昨日の自分に想おもいを馳はせつつ、たゆらはブルゾンのポケットから折りたたんだチラシをとりだす。

　ぱん、とあかねの目の前で広げた。

　たゆらの広げたチラシを、あかねは眼鏡の位置をくいくい直しながら、覗のぞきこむ。

「大……恐竜展？」

　返事の代わりに、たゆらは朝、さんざんに磨きあげた白い歯を見せつけてやった。

　きらん☆



　　　２



　待ちあわせていたバス停から、たゆらとあかねはバスに乗る。

　揺られ揺られて向かった先は、郊外にある大型のショッピングセンターだった。

　日曜日ということもあるだろうが、乗車客はたゆらとあかねのほかにも多い。たくさんの家族連れに混じって、たゆらとあかねはバスの乗車口から降りた。

　ほとんどの乗車客を吐きだして、バスは走り去ってゆく。

　くっくっくっくっくっ……。

　去りゆくバスの力強いエンジン音を背に、たゆらはほくそ笑んだ。

　一夜漬けでこしらえたにしちゃ、なかなかのデートプランじゃないか？

　そう、じつは昨日、あかねをデートに誘った時点では、たゆらはなーんにもデートコースを決めてなかったのである。つまりはそれくらい、デートの誘いを受けてもらえるとは思ってなかったわけで……了承を得て、たゆらはデートスポットを探した。

　それはもう、必死で探した。

　このとき、パソコンを使ってのネット検索が、どれほど力になったことか。

　たゆらはとりあえず現在、街でおこなわれているイベントを調べた。『○○市　イベント』で検索して調べた。

　その結果、みごと発見したのが、いまたゆらとあかねが目の前に立つ大型ショッピングセンター内で催されている〈大恐竜展〉だったのである。

　朝あさ比ひ奈なが喜ぶものはなんだろな？

　やっぱアカデミックなもんじゃね？

　という条件に〈大恐竜展〉はぴったりそぐうものだったし、それに名前こそ〈大恐竜展〉なんてたいそうご立派ではあったが、どーせしょせんはショッピングセンターの催し、大したことはないだろう。つまりはすぐ見終わる。それでいい。いや、それがいい。〈大恐竜展〉なんて色気のないイベントはあくまでもデートの枕まくら、本題はショッピングセンターにあり！　そう、ショッピングさ！　服、アクセサリー、靴、ＣＤ、なんでもござれ。食事処どころだって和洋中と各種そろっている。もちろんスイーツだって！　うっわー、完かん璧ぺきじゃね？　あまりにも完璧すぎね？　怖いわー、自分の才能が怖いわー。

「源みなもとー。置いてくわよー」

「おれってやつはどうしてこう、素晴らしすぎるんだろう……って、え？　朝あさ比ひ奈なさん？」

　あかねはひとり、自動ドアをくぐってショッピングセンターに入るところだった。

「ま……ままま、待ってぇん！　あかねちゃん、待ってぇええん！」

　おれってやつはどうしてこう、すぐに調子にのるんだろーね、しかし！

　また好感度が！　好感度が下がるだろ！

　たゆらは自分を責めながらあかねのあとを追って、だから自動ドアに激突した。
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「ほえー……」

　たゆらは、天井近くまでそびえる恐竜の全身骨格に、思わず声を洩もらした。

　どうせヘボいだろうとばかり決めつけていた〈大恐竜展〉は、なかなかどうして、恐竜になんの興味もなかったはずのたゆらに感嘆の声をあげさせるだけのものがあった。

　ショッピングセンター内の催事場を使用しているため、スペース自体はそれなりである。

　が、展示されているものは意外と本格的で、いまたゆらがすこし首を痛くしながら見あげているような恐竜の全身骨格が、何体もならべてあったりした。その迫力ときたら、まったく大したものだった。

「はー……すごいわねー……」

　となりに立つあかねも、ため息ともつかない声を洩らした。

「まさに百聞は一見にしかずって感じ。恐竜が大きいっていうのは、もちろん知識としては知っていたけど、実際にこうして目の当たりにしてみると、もう、ちょっと言葉もでなくなっちゃうわよね」

「まったくだよな……いやあ、金ってのはあるところにはあるもんだよなー」

「そうそう、不景気なんていうのが嘘うそみたい……って、あの、源？　きみ、これだけのものを前にして、感想が、それ？　それなの？」

「だってさあ、これ、ぜったい金、かかってるって！　まさか本物の化石じゃねーだろーけど……っと、あ、ほらほら、ここに書いてある。やっぱり復元模型だ。でもそれにしたって、これだけの大きさだ。安くはないぜー？　入場料五百円で採算とれんのかなー？」

「み、源……きみってひとは……」

「ん？　どした、朝比奈？　あ、そっか、そうだよな」

「そうよ！　お金がどうとかじゃなく、もっとこう、太古の世界に想おもいを馳はせるとかね」

「だよなー、おれとしたことが……なんのためにショッピングセンターでやってるのかってことをまず考えるべきだった！　だってこの〈大恐竜展〉を見た客は、まさかそのまま帰ったりなんかしないもんな。せっかくショッピングセンターに来たんだ。普通はなにか買い物してくだろ。そのあたりを計算に入れれば、五百円でも充分に採算はとれる……損して得とれってやつか！　やるな、ショッピングセンター！」

「……」

　あれ？　なんでだろ、朝あさ比ひ奈ながジト目でぼくを見つめてるよ？

「ど、どうしたの、朝比奈？　なんかおれ、まだなにかわかってないこと、ある？」

「わかってないことだらけですっ！」

　落ちたあかねのカミナリに、たゆらはびくつく。

　ひいいっ。
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「なにをまちがえたんだろう……」

　たゆらはひとり、ぽつんと壁ぎわにたたずんで、つぶやいた。

　壁にはさまざまな恐竜が描かれたパネルが飾られてあったが、もちろん、そんな視覚情報はたゆらの脳には届かない。ひたすら、どこでどんな選択肢をまちがえたんだろう……と恋愛ゲームをやりすぎたために冒されたゲームの脳で考えこむのだった。

　ちら、と後ろを振りむく。

　怒ったあかねはひとり、ガラスケース内に置かれたアンモナイトの化石を眺めていた。

　その姿に、たゆらは切に思う。

　ああ、わたしは貝になりたひ。

　だって貝になれば、そして化石になれば、朝比奈にああやって熱心に見つめてもらえるだろー？　いまのおれは空気以下なのさー♪　そんなおれとくらべればー♪　まだアンモナイトの化石のほうがマシー♪　るーるるるー♪　るるるーるー♪

　知らず口からハミングを洩もらしながら、たゆらは視線を正面へと戻した。

　わずかでも切なさをまぎらわせようと、目の前にある恐竜のパネルへと意識を向けてみる。ウェットな心のまま、パネルの下に書かれてあった説明文に目を走らせた。

　ふむふむ……。

「へー？」

　恐竜って、恒温動物だったのか!?

　恒温って、アレだろ？　おれたちとおなじ、体温が気温で変わらない生き物だろ？　え？　恐竜ってたしか、爬は虫ちゆう類るいなんかとおなじ変温動物じゃなかったっけ？　トカゲとかワニみたいな。寒くなると体温も寒くなっちゃうやつ。えー？

「なんかおれの知ってる話と違うぞ……？　おおっ!?　な、なんだこれ!?」

　たゆらはとなりのパネルに描かれてあったイラストに、驚きょう愕がくの声をあげた。

「け、毛が生えてる!?　ウソォ！　だって恐竜ってトカゲのバケモンみたいなやつで……えええー!?　マジかよ……？　うわー……カラフルでキモーイなり……昔はもっと地味だったはずだろー……？」

　ちょっと見ないあいだに、ずいぶんと変わったもんだなー、恐竜！

　いや、ちょっと見ないあいだにとかいっても、たゆらの恐竜に対する知識なんて十年ほど前あたりから止まっているのだが――なにせ齢よわいウン十年の化ばけ狐ぎつねだ――それにしてもと、たゆらは古生物学のあまりの進歩っぷりにただただ眼めを見張るのだった。

　って、なにを楽しんでるんだ、おれは！

　たゆらは我に返った。

　自分はこの〈大恐竜展〉に、朝あさ比ひ奈なとデートするためにやってきたのだ。決してアカデミックな驚きを得るためではない。たしかにびっくりしたけど。昔、知ってたことと違っていてかなりたまげたけど。すっごくタメにもなったけど。

　意を決して、たゆらはあかねの元に向かう。

　えいやっ、といきおいよく振り返り、足早に進む。まだアンモナイトの化石なんかに夢中だったあかねの、その真後ろに立つ。

「あ、朝あさ比ひ奈な！　――さん！」

　たゆらの強い意気ごみは、あえなく敬語となって砕け散った。

　だって朝比奈の背中ときたら、やたら大きく見えるんだもん！　おれより小柄なはずなのに！　その凍いてついたツンツンぶりに、たゆらは永久氷壁を思った。

　そして案の定、返事はない。

「あのー、朝比奈……さん？　朝比奈さま？　朝比奈先生？　朝比奈大明神ー？」

「さっきから気軽に人の名前を連呼してるのは、どこのどちらさまですか？　わたし、あなたのことなんてちっとも覚えがないんですけど？」

　カ、カテエ！

　まさしく永久氷壁のように他人を寄せつけない朝比奈の背中！

「え、えっと、おれ、いや、ぼくはですね、源みなもとたゆらともうしましてですね」

「知らないわね、そんなひと！　デート相手を完全に放置して、ひとりで「おおっ!?」とか「け、毛が!?」とか「マジかよ……？」なんて楽しんでる男のことは！　自分からデートに誘っておいて！」

　あああああ。

　すっごい怒ってるぅううう。

　たゆらは、さきほどよりもさらに高く大きくそびえて見える永久氷壁なあかねの背中を前に、手を口元に当て、あわあわと怯おびえることしかできなかった。

　いや、ダメだ！

　あわあわしてないで、とにかく謝らなくっちゃ！　逃げちゃダメなのらー！

「ご、ごめん、許してくれ、朝あさ比ひ奈な！　おれってやつは、なんでか知らないんだけど、朝比奈の前だと妙に気がきかなくなっちまって……ほかのやつだと違うんだ。ほかのやつらならもっと、こう、手のひらで転がせるっていうか……と、とにかくスマン！　謝る！　カンベンしてください！」

　ぱんっ、と両手をあわせて、たゆらはひたすらあかねの背中を拝む。

　が、そうやって深々と頭をさげていたためか、たゆらはあかねがぼそりと洩もらしたつぶやきを、半分ほど聞き洩らしてしまった。

　え？

　まさか、とたゆらは思った。

　そんなまさか、「淋さびしかったんだから……」なんて、ねえ。朝比奈にかぎって。空耳、空耳。聞き違い、聞き違い。たゆらは打ち消した。

「もう、いいわ！」

　と、ここで突然のあかねの宣告だった。

　ひいいい、と泣きそうな思いで、たゆらはさげていた顔をあげる。

　デート、打ち切りですかああああ!?

　ところがどっこい。

　振り返ったあかねの口元に浮かんでいたのは、笑みだった。

「わたしも悪かったもの……わたしも、源みなもととおなじ。どうも源相手だと、ほかのひとより怒りっぽくなっちゃって……せっかくのデートだもんね。ケンカしてたってつまらない。楽しまなくっちゃ。ね？」

「そ、そ、そ……そうだよおおお、朝比奈ぁあああ」

　安あん堵どのあまり、たゆらはさきほどこみあげてきた涙をそのままこぼしそうになる。

「せっかくのデートなんだからさあ！　楽しまなくっちゃさあ！　……って、あれ？　デート？　ねえ朝比奈、さっきからデートっていってるけど、これってデートなの？」

　そうたゆらが問いかけたら、逆にあかねに尋ねられた。

「どうして？　違うの？」

「う……ううん？」

　たゆらは首を横に振る。

「ちっとも違ってなんかないよ？　そう……そう、デートさ、デートなんだよ、これは！」

　ひゃっほー！

　たゆらはあふれでる喜びのままに、思いっきりジャンプした。

「まあ、そうやってあらためて聞かれるとなんだか恥ずかしくなっちゃうけど、男女が前もって時間を決めて会うのはデートだって辞書にも書いてある以上、しかたないというか……って、ちょっと、源!?　なにやってんのー!?」

　だってジャンプした程度では、いまのたゆらの喜びはあらわしきれなかった。

　デートだ、デートだ、デートなんだあ！

　これは朝あさ比ひ奈な公認のデートなんだああああっほー！

　だからたゆらは、ジャンプした先にあったものにつかまった。つかまって、くるりと身体をひねって、その上に乗った。

　そう、ティラノサウルスの大型標本の上に、ひょいっと。

　うーららー！

　ターザンよろしく、たゆらはおたけびをあげた。

「源みなもとーッ！」

　たゆらのおたけびに負けないくらいの声量で、真下のあかねは怒鳴る。

「怒られるでしょうが、早く降りてきなさいってば、バカー！」

　しかし、あかねの声はたゆらの耳には届かなかった。

　たゆらはティラノサウルスの首の上、古代に想おもいを馳はせていたからだ。

　恐竜があたりを闊かつ歩ぽするジャングルのなかを、あかねとふたりでのサバイバル……ふたり、助けあって……ふたり、毛皮姿で……だからちらっと太ももなんか見えちゃったりして見えちゃったりしてー！

　でもって、夜。

　ぱちぱちと火の粉をあげるたき火を囲みながら。

　ふたり、見つめあって。

　身を寄せあって。

　夜のしじまに、たき火が作りあげるふたりのシルエットは重なって――。

　うーららー！

　興奮に耐えきれなくなって、たゆらはティラノサウルスの上から、また吠ほえた。

「源！　いいかげんにしないと、この……！」

　あかねが、下から投げつけるつもりか、自分の携帯電話を握りしめ、振りかぶる。

　その姿勢のまま、え？　と固まった。

　どうじに、ティラノサウルス上のたゆらも、正気に返っていた。

　正気に返るだけの驚きを、目の前に発見したからだ。

「だーあ？」

　赤ん坊が、たゆらが首にまたがるティラノサウルスの、その頭ず蓋がい骨こつの上に、いた。

　座って、だあだあとたゆらに向かって無邪気に笑いかけてくる。

「まどか……？　なにやってんだ、おまえ、こんなところで？」

　赤ん坊は、防寒対策と、あとはおそらくまだ消せない狐きつねの耳を隠すため、ネコミミ型のぴったりとした頭ず巾きんをかぶせられていた。

　が、たゆらは腐っても彼女の叔父さんである。

　目の前の彼女が耕太とちずるの娘、まどかであることは一いち目もく瞭りょう然ぜん、ひと目でわかった。

「あ、赤ん坊？　どうしてあんなところに？」

　下から、あかねの声が聞こえてくる。

　はっ、となってたゆらは真下のあかねを見た。

　ま、マズイ……！

　この赤ん坊が耕太とちずるの娘であることを朝あさ比ひ奈なに知られたら……と思ったとたん、「まどかー！　まーどかー！」と当の両親の呼びかける声まで聞こえてきた。

　マズイマズイマズイ、マズイって！

　耕太とちずるがこの場にやってきたりなんかしたら。

　そして愛まな娘むすめとの感動のご対面なんてことになったりしたら。

　バレるじゃん！　まどかが耕太とちずるの娘だってことが、朝比奈にバレるじゃん！

　バレたらどうなる？

　大騒ぎになるに決まってる！

　たゆらは眼めに見えるようだった。

『が、学生の身で……ああ、だからいったじゃないですか！　あれほど避妊には気をつけてくださいって！　セーフセックスだってぇー！　きー！　きー！　きー！』

　あああああ。

　いや、じつをいえば、べつにそんな事態になったところでたゆらとしてはかまわなかった。いつかバレることだろうとは思っていたし、あのふたりがあかねにお説教されるなんて、逆に愉快ですらあった。

　だからって、さあ。

　なにもこんなタイミングじゃなくったっていいじゃねーか！

　だっていまそんなお説教タイムが始まったら、まちがいなくデートなんて強制終了だよ!?　つーかもー、なんであのバカできちゃった婚ップル、家族連れでこんなひと目につくところに来てんだボケェー！　自分たちの立場わかってんのかー！

　ど、どどど、どうする？　どうするどうするどうする？

　そうだ、幸いなことに、まだ朝比奈の元には耕太とちずるの声は届いていないようだ。たゆらはたまたまティラノサウルスの上なんていう高いところにいたために聞こえたらしい。となれば、まずは耕太とちずるに携帯からメールを送って、ここに朝比奈がいることを知らせて……いや、その前に、ここから離れるべきか!?　だんだんと近づいてくる耕太とちずるの「まどかー！　まーどかー！」という呼びかけから逃れようと、たゆらはジーンズのポケットから携帯電話をとりだしつつ、目の前のまどかを抱えて、ティラノサウルスの標本の上から飛んだ。

「きゃっ!?」

　いきなり赤ん坊を抱えて標本から飛び降りたたゆらに、あかねが手で顔を覆う。

　そろそろと覆っていた手を外して、確認した。

　たゆらが無事に赤ん坊とともに自分の目の前に立っていたのを知って、はー、と吐息を洩もらす。もう！　と右手を振りあげた。

「なんなのよ、源みなもと！　きみってやつは！　きみってやつは！」

「ちょっと待った、朝あさ比ひ奈な、話はあとだ。とにかく、ここから……」

　と、焦ってしまったせいか、たゆらは手から携帯電話を落としてしまう。

　かつーん、と携帯電話は床に当たって跳ねた。

　たゆらは舌打ちして、携帯電話を拾おうとする。まどかを抱えたままで腰を屈かがめた。

　その瞬間のことだった。



　ユメ、カナエテアゲルネ――。



　響いた声に、たゆらは「へ？」と携帯に伸ばしかけた手を止める。

　屈めていた腰を伸ばして、あたりを見回した。

　しかし、きょとんとした顔のあかねや、さきほどたゆらが起こした騒動のせいだろう、こちらをちらちらと眺めてはざわめく家族連れのほか、まわりにはだれもいない。

　なんだ、いまの？

　夢を叶かなえてあげる、だと……？

　空耳か？　いや、たしかに聞こえた……女の声で、それも若い、かなり若い……とまで考えたところで、はっ、とたゆらは自分が腕に抱く存在に気づく。

　腕のなかの赤ん坊は、つぶらな瞳ひとみでたゆらを見つめ返しながら、ただ微笑ほほえんでいた。

「まさか……まどか、いまのはおまえなのか？」

「え？　源みなもと、その子のこと、知ってるの？　まどか？　え？」

「だあ！」

　いきなり、まどかがひと声あげる。

　ひと声あげて、その小さな両の手のひらをたゆらとあかねに向かって伸ばしてきた。

　力が放たれる。

　たゆらとあかねのまわりを、薄墨を刷いたような球状の力が包みこんだ。

　え？　と声をあげる間もなく、すとん、と落ちる感覚とともに、たゆらのまわりの光景は変化した。さっきまではたしかに〈大恐竜展〉だった。すぐそばにはティラノサウルスの標本があって、まわりにはそこそこお客さんもいた。

　それが突然、渦のなかへと変わった。

　まるで竜巻のなかにでもいるかのように景色がぐるぐるとうずまくなか、たゆらとあかねはどこまでも落ちてゆくのだった。どこまでも、どこまでも。

「うあああああああああ!?」

「きゃああああああああ!?」
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「まどかー！　まーどかー！」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、娘の名前を呼びながら〈大恐竜展〉のなかをひたすら捜し回っていた耕太とちずるは、ようやくに彼女の姿を見つけだすことができた。

「あ！　いた！　あそこにいましたよ、ちずるさん！」

　耕太は駆けだす。

　ティラノサウルスの復元模型の、その大きな足にちょこんと座っていた娘を抱きあげた。

　めっ、と叱しかる。

「ダメでしょ、まどか！　いきなりいなくなったりして！」

　しかし、ネコミミフードをかぶった愛まな娘むすめは、だう？　と首を傾かしげるばかりだった。

　そのあまりのかわいさに、耕太の威厳はあっさりと消え去る。

　いや、消え去るどころか、ふるふると震えだす。

　あ、ああ……。

　まどか、まどか、まどか、まどかぁ！

「はいはいはーい、はーい。耕太くんの発作が始まる前に、はーい」

　まどかたーん！

　そう耕太が心のなかで叫んだ瞬間、まどかはちずるによってとりあげられた。

「あ、あれ？　ぼく？」

　耕太はあやういところで理性を取り戻す。

　そんな耕太を、ちずるは「ふー」と安あん堵どの吐息をつきながら見つめるのだった。その胸元にはしっかりと娘を抱いて、なるべく耕太の視界に入らないよう、背を向けて隠しつつ。

　こうして、耕太とちずるは無事に娘との再会を果たした。

　まるで、お忍びでデートする芸能人のような格好でだ。

　といっても、服自体にはさほどおかしなところはない。

　耕太は、例のちずるお手製の黒いマフラーが少々いびつなかたちをしているほかは、ごく普通のブルゾンにズボン姿で、靴はスニーカー。

　ちずるだって、薄手のロングコートに、靴はブーツという普通の姿である。

　まあ、そのロングコートの前はボタンを留めずに大きく開いていたりするのだが。

　だから胸のかたちがくっきりとわかるタイトなセーターや、太ももにょっきりミニスカートなんかがすっかり覗のぞいていて、おまけにその長い脚線を覆うものはなにもない、いわゆる生足だったりもしたのだが。

　おかげでまどかを捜すあいだも、コートからはちらちらと生足が覗きまくりで。

　当然、まわりの男たちの視線も惹ひきつけまくり、ショッピングセンターにいたカップルや家族連れにトラブルの種を蒔まきまくることもしきりだったのだが。

「ちょっと……どこ見てるの!?」

「あなた……？」

　とかとかとか。

　しかし、ふたりの頭、そして顔にくらべれば、まだおかしくはなかった。

　耕太もちずるも、どちらも頭には目深に帽子をかぶっていたのである。

　さらに目元にはサングラスまでかけ、完全に自分の人相を隠していた。

　なぜ耕太とちずるは、こんな写真誌に激写された芸能人のような格好をしていたのか？

　もちろん、娘といっしょだったからである。

　いや、べつに耕太は娘の存在が知りあいにバレることを怖おそれていたわけではない。

　すでに覚悟はできていた。学校のみんなにだって、ちずると自分とのあいだに子供が生まれたことは知られたってかまわないと思っていた。きっとヘンなあだ名をつけられるんだろうなあ、とも思っていたけれど。ハイパーエロスクリエイターとか。

　問題なのは、ちずるにいわゆる妊娠の兆候がまったくなかったことだった。

　おなかが大きくなるなんてこともまったくなく、体調を崩したりもせず、なのに子供は生まれた……これでは奇妙に思われるに違いない。まだ薫くん風ぷう高校に籍を置く身、〈葛くずの葉は〉の方針である『妖よう怪かいの存在は極力隠す』には従いたい。つまり、なるべく耕太やちずるが人外のものであることは、隠しておきたかった。

　かくして、耕太とちずるは慣れない変装なんかしていたのだった。

　では、どうして耕太とちずるは、わざわざ変装までして、まどかを連れ、こんな郊外のショッピングセンターになんて来たのか？

　明日から、耕太とちずるはまた元どおりに学校へと通う予定だったからだ。

　もう学校を休んで、十日以上にもなる。

　さすがにもう休めなかった。

　が、学校へ通えば、当然、日中、まどかとは離ればなれになってしまう。

　それはとても耕太には耐え難いことだった。いや、まどか病に罹り患かんしていた耕太だけではなく、ちずるだっておなじだ。だから、せめて日常へと戻る前の最後の日曜日に、家族での思い出を作ろうと、親子水入らずでショッピングセンターへとやってきたのである。

　そうしたら、いきなり、まどかが消えてしまって。

　しっかりとちずるが抱いていたはずなのに、こつぜんと姿を消してしまって。

　どうも、まどかには不思議な力があるらしい。

　それは予想していたことだったので、べつに耕太は驚かなかった。なにせ〈神〉と〈神〉の子供なのだ。なにかしらの力があってもおかしくはないだろう。

　だから耕太は、まどかが消える能力を持っていたこと自体には驚かなかった。

　が、このタイミングでその力が発動してしまったことにはえらく驚いた。

　当然、消えた愛まな娘むすめを求めて、耕太とちずるはショッピングセンターのなかを捜し回る。

　そのとき、遠く、なにものかの「うーららー！」なる野生じみたおたけびを聞いて、あわてて声の先へと向かった。

　向かった場所にあったのが、この〈大恐竜展〉だった。

　入場料五百円を払ってなかに入り、そしてようやく、娘を発見したのであった。

「もう、パパとママ、すっごく心配したんだからねー、まどかー？」

　ちずるが、その発見した娘に向かって、話しかける。

「いきなりいなくなったあなたのことはもちろんだけど、万が一、あなたに手をだそうとしたヘンタイが、死ぬような目にでもあってるんじゃないかって……なんかヘンなおたけび、聞こえたし。たぶん狐きつね火びくらい、もうだせるんでしょうし。あ、べつにいいのよ？　そんなクズ、くたばったところでＣＯ２削減の観点からもオススメだし。ただ、なるべく娘には殺人なんていう重い十字架は背負ってほしくないなー。もしも背負うにしたって、なにもその若さで背負うことはないと思うなー。あのね、そういうときにはいってくれれば、パパとママが手は汚すから。わかった、まどか？」

「ち、ちずるさん……」

「うん？　なあに、耕太パパ？　わたし、なにかまちがってる？」

「いえ……まあ、大本では同意なんですが……」

　そりゃまどかのためなら、耕太は手なんていくらだって汚せる。

　だがしかしだがしかしー。

　どうも釈然としないものが残る耕太であった。

「あとはね、まどかー？　かくれんぼはこういうところでやっちゃダメなのよー？」

　またちずるが、娘に向かって話しかけだした。

　こんどは納得できる内容だったので、耕太も話にのる。

「そうだよ、まどか。こんなところで遊んだら、まわりの人に迷惑がかかっちゃうから」

「ほら、見なさい。ここに書いてあるでしょ、『手を触れないでください』って。なのにさっきみたいに標本の上にどっかり座ったりなんかしたら、怒られちゃうでしょ？　怒られるだけならべつにいいけど、弁償なんてさせられたら困るでしょ？　無駄な出費はなるべく避けたい主婦の心、わかってくれる、まどか？」

「ち、ちずるさん……」

「うん？　なあに、耕太パパ？　わたし、なにかまちがってる？」

「いえ……まあ、たしかにちずるさんのおっしゃるとおりなんですけど、なんといいますか、悪人だったらやっちゃってもいいとか、お金がかかるのは困るとか、すこし本音をぶつけすぎるといいますか……そうやってまどかに現実の世知辛さというものを教えこむのも大切だとは思うんですが、もうちょっと、こう、建前みたいなものも……」

「だって耕太くん、これほどの復元模型、ぜったい費用もハンパないよ？　弁償するとなったら、万単位でお金、飛んじゃうよ？」

「そのとおりなんですけどぉ～。っていうかこれほどの標本を見ての感想が、それなんですか～？　もっとこう、太古の世界に想おもいを馳はせるとか～」

「しっかし、よく五百円で採算がとれるよねえ、この〈大恐竜展〉ってやつ。あ、そっか、客寄せの意味もあるのか。なるほどねえ……っと、ん？　んん？」

　ひたすらロマンの欠片かけらもないことを述べていたちずるの眉み間けんに、ぎゅっと皺しわが寄る。

　なにか気になるものがあるらしい。

　ティラノサウルスの全身骨格の、その前にある床を、んー？　と見つめだした。

「ちずる……さん？」

　いっしょになって、耕太も床に近づき、眼めを凝らしてみる。

　なにやら、床にへこみがあった。

　それも、まるで土の上に大きな鉄球でも落として作ったかのような、やたら綺き麗れいな円形の、大きなへこみだ。

　しかし、ここは土の上なんかではないし、まわりに大きな鉄球も見あたらない。

「これ……なんですかね、ちずるさん」

「飾り……かな。床の飾り。あえてくぼませてるとか」

「それにしてはちょっと地味なような。ほかの場所でも見ませんでしたし。飾りなら、もっとほかの場所にあってもおかしくないですか？」

「だよねー。じゃあ、たまたまへこんでるだけ……？　でもそれにしてはなんか妙な」

「あ、ちずるさん、これ……」

　耕太は、奇妙なへこみのそばに、なにか転がっているのに気づいた。

　腰を屈かがめて拾いあげると、それは携帯電話だった。

「んんんー？」

　ちずるが、その携帯を睨にらむようにして見つめる。

　眉間に深く深く皺しわを刻みこみながら、いった。

「ねえ耕太くん。わたし、なんかその携帯にすっごく見覚えがあるよ？」

「奇遇ですねちずるさん。ぼくもなんか、この携帯電話にはすっごく見覚えがあります」

　耕太とちずるは、ふたり、顔を見あわせる。

　ここで、まわりの反応にも気づいた。

　やたら、周囲のお客さんがざわめいている。

　耕太とちずるを遠巻きにしながら、ひそひそとなにか言葉を交わしあっていた。

　最初は、目深にかぶった帽子にサングラスなんていう耕太とちずるの芸能人じみた格好や、あきらかに若いふたりなのに赤ん坊の親であることがまわりの興味を誘っているのかと思ったが、なにかが違う。

「んんんんんんー？」

　耕太とちずるは、また互いの顔を見やった。

　そして、その視線を、そのまま愛まな娘むすめへと向ける。

　娘はただあどけなく、だう？　と笑うばかりだった。
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「源みなもと！　ねえ、源、起きて、起きてったら！　源！」

　だれかが、たゆらの身体を揺さぶる。

　たゆらは、ん、んんー、とうなった。

　もうちょっとだけ……と寝返りをうつ。揺する相手に背を向けた。

　なにせ昨日は、ほとんど寝ていない。

　デートが楽しみだったからだ。ついつい興奮してしまって。シミュレートなんかもしてしまって。何十回仮想デートしただろーか？　ほとんど成功した。たまに失敗もした。でも何回かはキスしたんだ。あの娘の寝言も聞いた。ホントさ、たしかに聞いたんだ――。

「あん？」

　デート？

「そうだ、デートォ！」

　たゆらは飛び起きた。

　ぐるん、と真横を向くと、そこにはあかねの姿があった。

「おれと朝あさ比ひ奈な、デートォォォ!!」

「寝ぼけてないで、まわりを見て！」

「ひょへ？」

　自分のすぐ横に膝ひざをついて座っていたあかねに思わず叫んでしまったら、叫び返され、たゆらは戸惑う。

　よく見れば、あかねはひどく焦った顔をしていた。

　顔の色は白くなり、顔は引きつって、眼鏡の奥の瞳ひとみにもすがるような色が浮かぶ。

「早く！　まわり！　いいから見て！」

「まわり……？」

　と、まだ半分ボケた頭で周囲を見渡そうとしたら、その前に、しぎゃー、しぎゃーと鳥のような獣のような、妙な生き物の鳴き声が聞こえてきた。

　なんだあ……？

　ボケボケ頭で考えようとして、たゆらは肌に触れる空気もやたら熱いことに気づく。

　ちょっと暖房、効かせすぎじゃね……？

　そう思いながら、たゆらは身体を起こそうと床に手をついた。

　床は〈大恐竜展〉のフロアーだった。

　たゆらのまわり、直径一メートルほどの円だけは、たしかに。

　が、その外側には、岩場が広がっていた。

「なにィ!?」

　岩場ァ!?

　そんなもん、〈大恐竜展〉のなかにはなかっただろ!?

　たゆらは立ちあがって振り返り、そして知る。

　自分たちが切りたった崖がけの上、アマゾンのジャングルにも似た森と、決してアマゾンのジャングルには棲息していないだろう、巨大な草食恐竜とを臨んでいたことを。

　つまり。

　自分たちは、〈大恐竜展〉のフロアーではなく――。

　はるか古代の世界へ――。

　恐竜が闊かつ歩ぽする世界へ――。
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「ねえ、源みなもと……？」

　と、ようやくあかねが言葉を洩もらす。

　しばらく、たゆらもあかねも声ひとつなかった。

　それほどまでに、目の前に広がる古代の世界ときたら圧倒的だった。

　崖の下を埋めつくす密林も、その密林のなかをゆったりと歩く大型の恐竜も、焼けるように熱い空気も、濃い風も、深い緑の匂においも、異様なまでに青い空も、なにもかもがたゆらとあかねを絶句させるだけの力があったのだ。

「ここ……どこ……？」

　あかねの問いに、たゆらは答える。

「どこって……さっきさんざん見たろ？」

「さっき……？」

「ほら、〈大恐竜展〉でさ……」

「ああ！」

　あかねは声をあげて、肩から提げていた大きなバッグを探り、なにやら小冊子をとりだした。

　それは、〈大恐竜展〉のパンフレットだった。

　パンフレットを開く。

「ええと……うーん、時代はわからないわね……。でも、ああ、あれ、もしかしたらアパトサウルス？　いや、スーパーサウルスかしら？　となると、ジュラ紀後期かも」

　さっきから、遠く、密林のなかで、巨大な恐竜が背の高い木々の葉をのんきに食べていた。その恐竜と手元のパンフレットとをあかねは交互に見やり、推理を始める。

「なーんか空気も違うような。濃いっつーか」

「うん。この時代――恐竜がいた時代は、いまより酸素も二酸化炭素も濃度が高かったんだって。ほら、ここに書いてある」

　あかねが指さしたパンフレットの箇所を、たゆらは読みあげた。

「なんだって……えー、酸素の濃度が高かったからこそ、巨大な恐竜が誕生し、二酸化炭素の濃度が高かったからこそ、植物がよく茂ったと……へー、なるほどねえ」

　たゆらはあらためて、地上の景色を眺める。

　けっこう高い崖がけの上からだったので、密林は先の先まで見渡せた。先の先まで密林は広がっていた。はるかかなたには山々の姿もうかがえる。だが、そこまでいくには、いったい何十キロ、何百キロ歩かなければならないのやら。

　たしかに、よく育っていた。

　生物も、植物も、なにもかもが。

「とりあえず……」

　たゆらはいった。

「脱ごっか、服」

「……は？」

　いっしょになって地上の景色を眺めていたあかねが、たゆらを見て、眼めをぱちくりさせる。

「な、なにいってるのよ、源みなもと！　こんなときに！」

「だって暑いだろ？　平気？」

　たゆらの指摘に、あかねは虚を突かれた表情となった。

「い、いわれてみれば……そうね」

　なにせあたりは真夏を思わせるような気候だった。

　なのにたゆらもあかねも、冬服姿なのだ。暑く感じないほうがおかしい。

　それでもいままでは、受けた衝撃があまりにも強すぎて暑さを感じる余裕すらなかった。ところが不思議なもので、暑さを意識したとたん、顔にはうっすらと汗が浮かびだす。

「暑い、暑いわ、すごく！」

「だろー？」

　あかねはいそいそと服を脱ぎだした。

　コートのボタンを外す。両肩をあらわにして、片腕ずつコートを抜きとった。

　と、ここでたゆらの姿に気づく。

　頬ほおを赤らめ、視線を逸そらした。

　その逸らした視線をちらちらと向けながら、いう。

「ちょ、ちょっと、源みなもと……」

「ん？　だって暑いんだからしかたないだろ？　脱いじゃえば？　朝あさ比ひ奈なもさ」

「そこまで脱げるわけないでしょっ！」

　たゆらはすでに上半身、裸だった。

　引き締まった胸元やおなかをあらわにして、あとはジーンズ、靴だけという姿で、手には脱いだブルゾン、長なが袖そでシャツを持ち、あかねへと軽口を叩たたく。

「もう……」

　軽く頬をふくらませつつも、あかねはブラウスを脱ぎ、上はティーシャツだけとなった。

　下も、ストッキングは脱ぎ、スカートとブーツだけの姿となる。

「さあ、脱いだわよ！　つぎはどうすればいいの？」

　脱いだ服を小こ脇わきに抱えて、あかねはたゆらに尋ねた。

　尋ねながら、おでこの汗を手の甲で拭ぬぐう。

「さあて……どうすりゃいいんだろうね？」

　たゆらの回答に、汗を拭うあかねの手の動きが止まった。

「ちょっと、源……！」

　たゆらに詰めよりかけて、あかねは立ち止まる。

　いぶかしげに、眼鏡の奥の眼めを細めた。

「もしかして……これって、源のしわざじゃないの？」

「なんでそう思ったわけ？　おれにできるわけねーじゃんか、こんなこと」

「それは……まあ……そうなんだけど……でも……だったら！　なんなの、これ？　わたしたち……いったいどうなったの？」

「もしかしたら……幻覚でも見せられてんのか、それとも」

「それとも？　なに？」

「タイムスリップでもしちゃったかな？」

「源、きみねえ……」

　呆あきれた様子で、あかねが自分の腰に両手を当てる。

「これが幻覚っていうのもちょっとどうかとは思うけど、タイムスリップって……本気でいってるの？　そんな、漫画や映画じゃないんだから」

「いやいやいや、正直に答えてみ、朝比奈。じつは未来から来たタヌキ型ロボットと同どう棲せい生活なんてしてない？　机の引きだしからあらわれたやつ。タヌキのくせしてどらやきばっかり食べて。押し入れが寝床で。おなかのポケットから不思議な道具をだしてさ」

「同どう棲せいなんてだれともしてません！　きみのお姉さんや義弟おとうとさんじゃないんだから……第一、それはタヌキ型ロボットじゃなくって、ネコ型ロボットでしょ！」

「あ、そうだっけ？」

　あっはっはー。

　たゆらは笑った。

　頭の後ろに片手を当てて背を反らし、太古の空を見あげながら、豪快に笑って見せた。そうやってバカ笑いを装って、たゆらは内心の動揺をごまかす。

　たしかに、とたゆらは思った。

　そう、たしかに、タイムスリップなんて漫画や映画の世界の話だ。

　だがしかし、その漫画や映画の世界の出来事を現実のものにできるかもしれない存在に、たゆらは三人ばかり心当たりがあったのだ。

〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉の転生体、小お山やま田だ耕太。

〈八岐大蛇やまたのおろち〉の肉体を持つ、源みなもとちずる。

　そして、そんな〈神〉の力を持つ地上最強のバカップルの、娘――。

　いわば〈神〉の子である赤ん坊、まどか。

　耕太とちずるはまだ籍は入れてないはずなので、娘の名前が小山田まどかになるのか、源まどかになるのか、たゆらは知らない。たぶん本人たちも知らない。

　なんにせよ、だ。

　今回、たゆらとあかねがこんなことになってしまった――ショッピングセンター内の〈大恐竜展〉から、こんなリアル恐竜が歩き回る世界へと飛ばされてしまった――原因は、ほぼまちがいなく、最後のまどかにあった。

　だってまどかは、あのふたりの、〈神〉の子なのだ。

〈神〉の子ならば、〈神〉の力を受け継いでいても不思議ではない。

　なによりまどかは、あの場所にいた。

〈大恐竜展〉のティラノサウルスの復元模型の上にいて、抱きかかえて降りたたゆらに向かって、こう告げたのだ。



　ユメ、カナエテアゲルネ、と――。



　あああああ～！

　たゆらはその場にしゃがみこんで、頭を抱える。

　違う、違うんだよぉ、まどかちゃ～ん！

　たしかにあのとき、たゆらはあかねとふたり、恐竜があたりを闊かつ歩ぽする密林のなか、サバイバルな生活を送りたいと夢想した。

　だが、それはあくまでも夢想だ。

　妄想といってもいい。

　本気でそんな世界に飛ばしてくれだなんて、頼んじゃいない。

「ああ、でもなあ……赤ん坊だもんなあ……本気かどうかなんて、わっかんねえよなあ……あれ？　じゃあこれ、おれのせい？　そうなるのか？　おれが？　あんな妄もう想そうしなければ？　南国あたりでリゾートとか考えてれば、いまごろハワイに……え～？」

「ちょ、ちょっと、源みなもと、どうしたのよ、いったい」

　直前まで豪快なバカ笑いをあげていたのに、突然、その場にしゃがみこんで頭を抱えたのを不審に思ったのだろう。あかねがたゆらに向かって問いかけてくる。

「い、いや……なんでもない、なんでもないんだ、朝あさ比ひ奈な……」

「なんでもないって……なんかぶつぶついってたけど？」

「それは……えっと、あの、ほら、あれだ、うーんと、えーっと、あ、そう、こたつ！　こたつのスイッチ、消したかなあって！」

「きみねえ……こんなときに、なにのんきなこといってるのよ。無事に元の世界に帰れるかどうかもわからないってときに」

「そ、そうだよな。そんな場合じゃないよな」

　ははは、はは。

　たゆらは笑った。

　こんどはさきほどの豪快なバカ笑いと違って、力のない笑いしかこぼせなかった。

　はは、は……。とうとう途中で消えてしまう。

「――で？　消したの？」

「え」

「こたつのスイッチよ。ちゃんと消したの？　どうにかして元の世界に戻ったら、家、火事で無くなってましたなんて、シャレにもならないわよ」

「あ、朝比奈……」

「な、なによ」

「朝比奈って、やさしい！　なんてやさしい子なんだあ、朝比奈はあ！」

「ひゃ!?　や、やめ……やめなさい！　頭を撫なでるなあ！」

　たゆらは飛びつき、あかねの頭をなでなでした。

　げしげしと抵抗の肘ひじ撃うちを腹に受けてもやめない。

　それだけ嬉うれしく、そして心が痛かった。

　こんなことになったのは、もしかしたら自分のせいなのかもしれない。

　そう思うと、もうたゆらは泣きそうだった。

　ごめんよ、ごめんよう、朝比奈ァ～！

　なでなでなでなで。

　髪の毛をわしゃわしゃわしゃわしゃ。

「いいかげんに――」

　いよいよ渾こん身しんの一撃をたゆらに叩たたきこまんと、あかねが肘を思いっきり引く。

　ところが、「ひっ」と声をあげるなり、その動きを凍りつかせた。

　一撃をみぞおちに叩たたきこまれることを覚悟していたたゆらは、突如凍りつき、その表情も強こわばらせたあかねに、「ん？」と彼女の視線をたどる。

　ゆっくりと振りむいてみた。

「ひっ」

　思わず声がでた。

　背後にいたのは――。

　なんだ？

　種類は、恐竜にくわしくないたゆらにはよくわからない。

　とにかく、恐竜だった。

　そしてとにかく、でかかった。

　大きな後ろ足で立ち、前傾姿勢となって、小さな前足は所在なさげにぶらんとさせる。

　そんな二足歩行の姿勢だけなら、ちょっとエリマキトカゲに近い。

　もっとも、目の前の生き物にエリマキはなく、大きさも、ビルほどはあった。

　そう、ビルだ。

　目の前の恐竜は、三階建て、四階建てのビルほどの大きさがあったのだ。

　ゴジ……ラ？

　そんなビルほどの大きさを持つくせして、恐竜は音もなく、いつのまにかたゆらとあかねの背後に迫っていた。迫って、そのバカでかい顎あごを近づけていた。

　人なんか、簡単に丸まる呑のみにできるほど大きな口だ。

　ならぶ歯は、肉を噛かみきるためだろう、鋭く尖とがったものばかり。

　体内からこぼれる匂においはけっこうな悪臭だった。

　うわあああ。

　食われたくねええええ！

　たゆらは心からそう思った。

　に、逃げなくては。

　早く逃げなくては！

　しかし身体は動かない。

　完全に射すくめられていた。

　へ……ヘビににらまれたカエルって、こんな感じなのカナー……。

　などと、たゆらがぼんやり思った、そのときだった。

　おが？

　リトル・ゴジラが、首を傾かしげる。

　もしもエリマキトカゲがそんなしぐさをしたのなら、さぞかしかわいいのだろう。が、ビルほどの大きさを持つリトル・ゴジラではただ単に恐ろしいだけだ。

　しかし、おかげで緊張状態は解けた。

「あ、お、い、う、え……」

　ぎゃー！

　たゆらとあかねはどうじに悲鳴をあげる。思いっきり声を振り絞ってあげる。

　必死であげた悲鳴に、リトル・ゴジラはびくついた。

　ぎゃー！　ぎゃー！　ぎゃー！

　その隙すきに、たゆらとあかねは悲鳴をあげながら逃げだす。

　あたふたとそれぞれ駆けだしたが、なにせあかねは女性だし、鞄かばんや服など、荷物も多い。

　だからたゆらはあかねを抱きあげた。

「きゃっ!?　み、源みなもと……」

　いまは緊急事態だ。一刻を争うのだ。

　たゆらは返事をせず、お姫さま抱っこしたまま、全力でダッシュした。

　自分とあかねの服、鞄を抱えて、走って走って走って走って――。

「源！　前！　崖がけ！　崖崖！」

　わかってらー！

　だけどしかたねーじゃねーか！　後ろにはリトル・ゴジラがいるんだからー！

　たゆらは飛んだ。

　あかねと荷物を抱えて、崖から下のジャングルへと、決死のダイブを敢行した。

「うおおおおおおおおお！」

「いやああああああああ！」

　ほんのすこしだけ、たゆらは、このまま、時をかける少年少女になれればいいなあ、と思いながら飛んで――やっぱり落ちる。



★



「し、し、し……死ぬかと思ったわよ！」

「まあまあ……死ななかったんだから、いいじゃんか」

　すっかり涙目のあかねをなだめながら、たゆらはシダの茂みのなかをゆく。

　リトル・ゴジラから逃れての決死のダイブは、盛大に木の葉を散らし、多くの枝をヘシ折り、すこしばかり自分たちの身体に擦り傷や切り傷をつけて、どうにかこうにか成功した。たゆらとあかねは、崖の上から地上のジャングルへと、無事に降り立つ。

　降り立ってみると、地面はすっかりシダで覆われていた。

　たゆらの脚がすっかり埋うずまってしまうほど、シダの茂みは深く、濃い。

　これでは、とてもあかねはまともに歩けないだろう。

　そのため、とりあえずシダの茂みが薄くなるまで、たゆらはあかねを引き続きお姫さま抱っこすることにした。そうやってあかねと荷物を抱えて、ひとり、がさがさとシダの茂みをかきわけ、進む。

「あのねえ、源みなもと、きみねえ」

「だってさ、あのままおとなしく食われるわけにもいかないだろー？　イヤだぜおれは。あんなリトル・ゴジラのランチになるだなんて」

「リトル・ゴジラ？　いや、あれは……」

　あかねは例の〈大恐竜展〉のパンフレットをとりだし、眺めだした。

「もしかしたらだけど、さっきのあれって、あのティラノサウルスだったかもしれないわよ？　あ、でも、もしここがジュラ紀だったとしたら、時代があわなくなっちゃうのか……となると、アロサウルスだったのかな？」

「へー、あれがティラノ？　だったらサインでももらっておけばよかったかな？」

「でしたらご遠慮なく、いまからでもどうぞ。さっきの場所に戻って、もらってくればいいじゃない。なんならメモ帳とペン、貸しましょうか？　ついでに写メも撮ってもらったら？　きっと価値がでるわよ～？」

「デートするのに、メモ帳とペン、わざわざ持ってきてんのか……さっすが委員長。しっかりしてるねえ」

「な、なによ。持ってきてちゃ悪い!?」

「褒めてるんだろー？　朝あさ比ひ奈なはしっかりしてるんだってさ」

　しかし、あかねはぷいっ、と顔を背ける。

　たゆらは苦笑した。

　その表情を引き締め、ジャングルのなかを進む。

　早く、シダの茂みが薄くなるところまでいかなくてはならない。こんな足下では、さっきのようなティラノ……アロサウルスだっけ？　とにかく肉食恐竜に襲われたら、逃げるのが難しくなってしまう。

　そう、本当だったら、早くシダの茂みから抜けでなくてはならないのだ。

　だが、たゆらは急ぐ気になれなかった。

　だって――。

　だって、初めて朝比奈をお姫さま抱っこしてるんだもん！

　お姫さま抱っこをしている以上、たゆらはあかねの身体に密着せざるを得ない。

　身体を支えるため、背中や膝ひざの裏に腕を回さざるを得ない。

　手で肩や膝に触れざるを得ない。

　となれば感触を味わわざるを得ないし、ぬくもりだって伝わざるを得ないし、ほら、暑いから、汗かいてるから、匂においだって立ちのぼらざるを得ないわけで……。

　あれ？　これって天国じゃね？

　ありがとう、まどかちゃん！

　たゆらは遠く未来でだあだあいっているだろう姪めいっ子に、感謝を告げた。

　う、うっわー……。

　やわらけー……。

　まさにサーロインだぜ……。

　あかねの肉体の感触を、たゆらは精一杯堪たん能のうする。

　もちろん、たゆらはいままで女性の身体に触れたことがないわけではなかった。それなりに経験はしていた。ほら、妖あやかしだから。齢よわいウン十歳の化ばけ狐ぎつねだから。

　だが！

　だがしかし！

　あまりにも格別だった。

　やはり愛する女性の身体は、あまりにもあまりにも格別だったのだーっ！

　ぬはははははーっ！

　と。

「源みなもと……？」

　なぜだろう、朝あさ比ひ奈ながボクチンを睨にらんでいるよ？

　真っ赤な顔で、あかねはたゆらを鋭く鋭く睨みつけていた。

　なぜだ。

　おかしい。

　まさか、たゆらがあかねの肉体をお姫さま抱っこしながら味わいつくしていたのがバレたのだろうか。そんな。

　たしかに、堪能するのに夢中で、立ち止まって恍こう惚こつの表情を浮かべていたかもしれない。

　ちょっとだけ、指先をわさわさと動かしてしまったような気もしないでもない。

　でも、だからって。

　バレるわけがない、とたゆらは信じたかったので、こういった。

「だ……だいじょうぶだって！　重くなんかないって！　ぜんぜん！」

　とたんに、あかねの赤かった顔が、すーっと白くなる。

「――悪かったわね。重くて」

　声まで冷たくなった。

　あ、あれ？

　またおれ、選択肢、失敗した？

　気づいたときにはもう遅かった。

　お姫さま抱っこされたまま、あかねが手を振りあげる。

　ぺちーん。

　ジャングルに、小気味のいい音が響き渡った。

　その音に驚いたのか、ぎしゃーぎしゃーと鳥なんだか獣なんだかよくわからない生き物が飛び去ってゆく。

「うう……」

　たゆらの鼻の奥は、つーん、となった。

　涙がこみあげてくる。

　ずすっ、とたゆらは鼻をすすった。

　なにせ、あかねをお姫さま抱っこするので両手を使っているため、ぶたれた頬ほおを押さえることもできない。痛む頬を、たゆらはくーっ、と歯を食いしばって、こらえた。

「もう……助けてくれたことにはお礼をいうけど」

　そのじんじんと痛む頬に、あかねが手を伸ばす。

　ぺとりと、手のひらを当ててくれた。

「あ、朝あさ比ひ奈な……」

「さっきの、ティラノサウルスだか、アロサウルスだかに襲われそうになったとき、助けてくれたこと……いま、こうしてわたしを抱っこして運んでくれてること……感謝してるわ。ありがとうって思ってる。だけどね！」

　ぎゅにっ。

　いきなり、つねられる。

　あかねの手のひらのぬくもりで、たゆらは頬の痛みなんかすっかり消し飛んでいたところだったので、これは効いた。すんごく効いた。

「ぎょへー！」

　たゆらは飛びあがる。

　脚がすっかり埋うずまるほどに深かったシダの茂みから、完全につま先が抜けだすほどに高く飛びあがった。

　そのまま落ちて、たゆらは泣く。

「な、なにひゅんの……？」

　身体はぷるぷると震え、涙はぽろぽろとこぼれた。

「スケベ」

「な、なにがぁ!?」

「わかってるのよ……わたしの身体、抱っこしながらいろいろやってたこと」

　あらん、バレてたのね～！

　どどど、どうしよう～！

　どうしてなのか自分でもわからないが、たゆらの顔には笑顔が浮かんだ。あかねに頬をつねられ、眼めからはぽろぽろと涙をこぼしながら、それでもにんまりと笑ってしまった。どうも、焦りが限界に達すると、自然に笑ってしまうものらしい。

「あ、あのね、朝比奈、これはね」

「ま、べつにいいんだけど」

　あかねが、つねっていたたゆらの頬から指先を離す。

「でも、こそこそとやるのはやめなさいよ。やるんなら、本人に許可をとって、堂々と！　そのあたりは……お姉さんを見習うべきね」

　ち……ちずるをぉ!?

　あかねの発言に、たゆらは耳を疑った。

　いや、もはや五感を、それどころか自分の意識自体を疑った。

　これは本当か？　世界は本当にあるのか？

　我思うゆえに我あり！

　うん、自分は本当にいるみたい！　ありがとデカルト！

　でも……ちずるを見習えって……つまり、いきなり押し倒したりとか、キスしたりとか、まさぐったりとか、挟んだりとか、いっしょにお風ふ呂ろに入ったりとか、尾てい骨を舐なめしゃぶったりとか、そーゆーことをしてもいいってことですかぁああああ!?

　ま、まさかあ。

　しかし、万が一ということもある。

　だからたゆらは訊きいてみた。

「あ、あのー……じゃあ、朝あさ比ひ奈なさんに許可をとったら、いいんですかね？　いろんなこと……してしまっても」

「いいんじゃない？　本人が許可したのなら」

「で、でしたら、その、き、キス……」

「なんですと!?」

　くわっ、とあかねの眉み間けんに、皺しわが深く刻みこまれる。

　恐ろしい形相で睨にらみつけられて、たゆらは「ひいっ！」と声をあげてしまった。

「す、すみません！　じゃ、じゃあ……その、ぎゅっ、と抱きしめたり、なんて」

「ダメ。許可しません」

「そ、それでは……手をつなぐ……なんてのは？」

「うーん……まあ、そのぐらい、なら……」

　あかねの発言とどうじに、たゆらの背中にはぞくっ、と寒気が走る。

　その寒気に従って、たゆらは駆けだした。

　ずざざざざ、とシダの葉をかきわけ、ぶちぶちぶち、と茎を引きちぎりながら、ふたりで自由に身動きができるなだらかな地面を目指す。

「ちょ、ちょっと、源みなもと……なにもそんなにあわてなくたって！」

　あまりのいきおいに、あかねはたゆらにしがみつきながらいった。

　たゆらは答えない。

　無言で、ひたすら走る。

　あかねをお姫さま抱っこしながら、ジャングルを一陣の風となって駆ける。

「源ー！」

　ようやく、シダの茂みのない場所にでた。

　恐竜が行き交う、いわゆる獣道なのだろうか。左右に伸びる道の地面は踏み固められ、生えているシダなども、背丈は低い。これならあかねも歩けるだろう。

「も、もう……そんなにわたしと手をつなぎたかったの？」

「朝比奈」

　あかねを下ろして、たゆらはいった。

　その視線は、あかねには向けていなかった。

　たゆらは、シダの茂みを見ていた。

　ついさっき自分が通りぬけてきたシダの茂みのなかへ、注意深く視線を向ける。

　ここでようやく、あかねも異変に気づいた。

「な、なに？　もしかして……さっきの？」

「違う」

　手を広げてあかねを後ろにかばいながら、たゆらは答える。

「もっともっと小さい――」

　と、ここまで説明したところで、茂みのなかから小さな影が飛びだしてきた。

　小さいながらも鋭い牙きばを覗のぞかせ、まっすぐにたゆらたちへと襲いかかってくる。

　あかねは悲鳴をあげた。

　その悲鳴を耳に、しかしたゆらは落ちついていた。

　へっ……と小さく笑って。

「うりゃあああああ！」

　かけ声とともに、右腕を振るった。

　迫る影に、たゆらの右手はみごとに当たる。

　当たって、小さな影は吹っ飛んだ。

　まるでピンボールの球のようにたゆらの右手に弾はじき返された影は、青く燃えあがりながら、茂みのなかへと消え去る。

　ぎしゃー、ぎしゃー！

　茂みのなか、断末魔の叫びをあげた。

「み……源みなもと……？」

　あかねが、戸惑ったような声をあげる。

　その彼女の視線が、自分の右腕に注がれていることを、たゆらは痛いほど感じていた。

　たゆらの右手は燃えていた。

　青白い炎に包まれて、ゆらり、ゆらりと燃えあがっていた。

「そ、それって……」

　ま、しかたねえよな。

　たゆらは唇の端を曲げ、笑みを浮かべた。

　どうしても、頬ほおが引きつったような笑みになってしまうのはしかたがない。

　まさか、こんなかたちで正体を明かすことになるなんて……だが、事態が事態だし、それに、こんなことになってしまった理由は自分にある。

　だから……だから！

「来な。おれたちがエサじゃないってことを、思い知らせてやるよ」

　せめて、怖がらないでくれよな、朝あさ比ひ奈な――。

　たゆらは、自分の妖よう気きの流れを活性化させた。

　ぐるんぐるんと身体中を巡らせる。普段、人の姿になっているときはなるべく抑えているものを、激しく回す。たゆらの身体は熱くなった。そして、頭頂部や尾てい骨の部分は、さらに燃えあがるように熱くなった。

　まず、黒かった髪が銀髪へと変わる。

　灼しゃく熱ねつの頭頂部からは、髪の毛とおなじく銀毛の狐きつねの耳が、尾てい骨部からは、狐のしっぽがふた振り、生える。

　たゆらは化け狐の姿へと変化した。

　妖あやかしとしての正体をさらして、まわりの敵に吠ほえる。

「さあ、来やがれ！　エサ代わりにくれてやる！　化け狐特製、青い狐きつね火びをなァ！」

　たゆらの威い嚇かくとともに、目の前の茂みからつぎつぎと小さな影はあらわれた。

　小さいといっても、シェパードあたりの大型犬クラスの体格はある。

　身体はやたらカラフルな毛皮に覆われて、その牙きばは鋭い。

　もし〈大恐竜展〉での知識がなかったら、毛が生えている時点で、たゆらは相手を恐竜だとは見なさなかっただろう。なにかほ乳類の一種だと思ったはずだ。

　けっきょく、やることに違いはないのだが。

　化鳥音を発しながらつぎつぎに飛びかかってくる小型の恐竜たちに、たゆらは縦横無尽に狐火をプレゼントしてやった。

「うーらららららららららァ！」

　飛びかかってくる恐竜たちを殴って蹴けって、順番に青い狐火で包んでゆく。

　しっぽが二本に増えたことで、たゆらは両手だけではなく、両足からも狐火を発することができるようになっていた。いや、頭からもだ。ヘッドバッドで恐竜を燃やすことに成功した。その気になれば膝ひざや肘ひじでもイケルかな？

「きゃっ……！」

　そのとき、背後からあかねの悲鳴が届く。

　どうやら、背後に回った恐竜がいるらしい。

「はん……」

　たゆらは笑う。

　笑って、ぱちん、と指を弾はじく。

　襲いかかった恐竜があかねに鋭い牙を突きたてる寸前、その恐竜はびよーん、と弾き返された。

　弾かれてこちらへとやってきた恐竜を、たゆらはボレーシュートよろしく、蹴っ飛ばす。

　すでにあかねのまわりには結界を張ってあったのだ。

　何人たりとも近づくことはできない。

　とはいえ、この結界の力はつい最近、しっぽが二本になって習得した技なので、たとえば対象者のまわりに茂みなんかあったりすると使えなかったりする。だからあれほどあわてて、たゆらはシダの茂みから抜けだしたのだが。

「まだやんのか!?」

　たゆらは手のひらを上に向け、その手で燃えあがる狐きつね火びの火力を強くする。

　すると、気け圧おされたように、茂みのなかの恐竜たちはがさがさと遠ざかっていった。

　やがて、しん、と静まりかえる。

　念のためにたゆらが気配を探ってみると、完全にまわりから殺気は消えていた。

　ふう、とたゆらは息を吐く。

　周囲を見渡せば、ところどころ、ぶすぶすと煙があがり、肉の焼け焦げる匂においが漂っていた。毛が生えているからか、小型の恐竜はよく燃えた。ちょっと美お味いそう……とか思って、たゆらは失笑する。いまはそれどころじゃねーだろ……。

「びっくり……しただろ？」

　たゆらはあかねに背を向けたまま、尋ねた。

「え？」

「おれがこんな姿になってさ。いや、いいんだ。当たり前だよな。いきなりこんな、変身なんてされたらだれだってびっくりするに決まってる。ずっとただのクラスメイトだと思っていたのが……ちょっとばかりハンサムガイで、ハートだってナイスガイなクラスの人気者ガイが、こんな、髪の色は銀色になるわ、狐きつねの耳やらしっぽやらは生やすわ、あげく手から青い炎なんて……でもさ、聞いてほしいんだ、朝あさ比ひ奈な。おれは……」



    

  
    
      



    

  
    
      「べつにわたし、驚いてないわよ？」

「ああ、そのとおりさ。おれはニンゲンじゃない。朝あさ比ひ奈な、おまえとおなじ、ホモサピエンスじゃないんだ。おれは化ばけ狐ぎつねって呼ばれてる狐の妖あやかしで……って、え？　なんですと？」

「だから、そんなに驚いてないってば、源みなもと」

　逆にたゆらが驚いて、あわてて振り返る。

　あかねはさきほどたゆらが張った結界に、ぺたぺたと手を触れていた。

「ねえ、ちょっと、これ、どうすればでられるの？」

「あ、はい」

　たゆらは指を弾はじく。

　とたんに結界は消えた。

　結果として、その不可視の壁に触れていたあかねは支えを失って、バランスを崩す。

　転びそうになったあかねを、たゆらは両手で抱きとめた。

「あ、ありがと、源」

　たゆらに抱きとめられ、あかねは頬ほおを紅あかくする。

　しかしたゆらはそれどころじゃない。

「朝比奈……？　この姿を見ても驚かないって、どうして……？」

「どうしてって……だって、なんとなく、わかっていたから」

「ま、マジで!?」

「うん。っていうか、源みなもとのほうこそわかってなかったの？　わたしがなんとなく、きみたちのこと……源だけじゃなくって、小山田くんとか、ちずるさんとか、望のぞむとか、そこらへんが普通じゃないこと、気づいてるって」

「え、あ、いやー、どうなんだろ？　海の件とか、たしかにあったけどさ」

「海？　ああ、そうね。あのふんどし大魔神の件ね。それもあったし……だってきみたちって、あまりにヘンなんだもの。そりゃ気づくわよ。いくらわたしが鈍くたって」

「そ、そーなんだー」

「あとは、熊くま田だセンパイとか、桐きり山やまセンパイとか、長おさヶか部べセンパイとか。砂さ原はら先生や八や束つか先生もちょっと怪しいし、そうそう、養護教諭の雪ゆき野の先生だって匂におうわ。生徒でいえば、このあいだ転校してきた三み珠たまさんだってそう。あ、あとは忘れちゃいけない、蓮れんちゃん、藍あいちゃんだってね」

　ほえー、とたゆらはあかねを見つめた。

　感心しつつ、呆ぼう然ぜんとなっていた。

　ぜんぜん知らなかったー。

　そこまで気づかれていたなんて、ちっともー。

「な、なによ」

　たゆらに見つめられ、あかねは恥じらう。

　あかねはさきほどバランスを崩して、いまだたゆらに抱きとめられたままだった。

　そのため、たゆらの胸元に、ぺたん、と頬ほおを寄せる。

「い、いやあ、なんていえばいーのか……でもさ、なんで？　なんで、その……いままで、おれたちのこと、知らないふりしてくれたんだ？」

「隠してたってことは……知られたくなかったってことでしょ？」

　たゆらの胸に頬を寄せたまま、あかねはいった。

「わたしはね、人の隠しごとをわざわざ暴き立てるほど、恥知らずでも空気が読めないわけでもないのよ」

「あ、朝あさ比ひ奈な……」

「なあに」

「イイ女！　朝比奈って、すっごく、イイ女！」

「ば、バカ、なんなのよ、いきなり……は、離しなさいってば！」

「イイ女、イイ女ー！」

　たゆらはあかねを抱きしめる。

　ずっと抱きとめていたのをいいことに、背中に腕を回して、ぎゅむーっと抱きしめる。

「バカ、バカ、バカ……十センチの爆弾！」

　と、強烈きわまりないボディーブローが、たゆらのみぞおちへと突き刺さった。

　強く抱きしめられ、わずかな隙すき間ましかなかったのに、あかねは足、腰、肩、腕のひねりを最大限駆使して、爆弾というべき威力の拳こぶしを叩たたきこんだのであった。

「ぐぼあ！」

　たゆらはみぞおちを押さえる。

　たまらず、その場にしゃがみこんだ。

　ふん！　とあかねは胸の前で腕を組んで、そっぽを向く。

「そーゆーことをするときは、本人の許可をとるようにっていったでしょ！　ったく、すぐ調子にのるんだから！」

「ず、ずみばぜぇん……」

　たゆらは二本のしっぽをへろへろと震わせながら、謝った。

　銀毛の狐きつねの耳も、ぺたんとつぶれてしまう。

　ううう、おれってやつはー！　おれってやつはー！

　おなかを押さえて涙をこぼしながら、しかし、それでもたゆらは口元に笑みが浮かぶのを止められなかった。

　なあんだ……。

　正体、とっくにバレてたのか……！

　ずっと悩んでいたのだ。自分が妖あやかしであることを、いつあかねに明かそうか、たゆらはずっとずっと悩んでいたのだ。よかった、と心からたゆらは思う。正体を知られて、それでもドン引きされたりしないで、本当によかった……！　と、心の奥底から。

「ねえ、源みなもと？　これ……食べられるかしら？」

「うえ？」

　呼ばれて、たゆらは顔をあげる。

　見ると、あかねはそこらへんに落ちていただろう枝の先で、つんつんと黒こげになった小型の恐竜を突っついていた。

　たゆらの狐きつね火びでもってこんがりと焼かれ、奇妙にねじくれた恐竜が、突かれて揺れる。

「い、いやあ……どうかな？」

「やっぱり無理かしら。だって、ほら、わたしたち、助けが来るまではこの世界で生きていかなくっちゃならないんでしょう？　そのためには、まず食べものを確保しなくちゃいけないじゃない？　あとは飲み水と……塩？　岩塩とか、このあたりにあるのかなあ……」

　た、頼りになるなあ……とたゆらはあかねをまじまじと見つめた。

　いや、そんなことよりも、だ。

「た、助けが来るって、どうして？」

「うん？　小山田くんとちずるさん、助けに来るんじゃないの？」

「たぶん……いや、きっと来るとは思うけど、どうして？　どうしてそう思うわけ？」

「どうしてって……だってわたしたちがこんな恐竜のいる時代に飛ばされちゃった原因は、あの赤ちゃんでしょ？　〈大恐竜展〉にいた。源みなもとが『まどか』なんて名前を呼んでた」

　す、鋭い！

「だとしたら、小山田くんとちずるさんが助けに来てくれるでしょ。責任をとって、ね」

「せ……責任？」

「ええ、責任。まあ、どうしてあの赤ちゃんが問題を起こしたら、小山田くんとちずるさんが責任を感じるのかについては、まだいまは聞かないでおくわ。元の世界に戻ったら、じっくりと、本人たちから聞かせてもらうから」

　彼女のまわりに黒いオーラが揺らいだように見えたのは、たゆらの気のせいだろうか？

「さあ！　日が暮れる前にこのあたりを探索しましょう。食料や水、塩を確保するのはもちろん、住む家だって必要だし。下手すれば本当にこの恐竜……えーと、なにかしら、ベロキラプトル……？　いや、ベロキラプトルはもっと大きいのか……うーん、よくわからないけど、これ、食べなきゃならなくなるかもしれないわよ？」

　あかねはパンフレットを片手にしながら、持っていた枝の先で黒こげの恐竜を突っつく。

「そ、それはちょっと遠慮願いてーかな」

「でしょう？　肉食の獣はだいたい美お味いしくないものだし。臭みがあって、固くて」

「ああ、なるほど……いわれてみれば、豚も牛も草食だな？」

　うん？　とたゆらはここでひとつ疑問に思った。

「ずいぶんと……くわしいね？」

「なにが？」

「なんか、サバイバル的な知識ってゆーか」

「そう？　常識じゃない？」

「じょ、常識……かなあ？」

「常識よ。ほら、早く動きましょう。ここでは自分たち以外、だれに頼ることもできないんだから……食べものも、飲み水も、寝床も、自分自身で作らなくちゃ」

「そ、そーですね」

「というわけで、頼りにしてるわよ、男の子！」

　と、あかねがたゆらの腕に抱きつく。

　抱きついて、ふふっ、と微笑ほほえんだ。

「あ、あ、あ……」

　あー！

　たゆらは吠ほえて、あかねをお姫さま抱っこし、そして駆ける。

　妖よう狐こ化していたために身体能力は何倍にもなっていて、だからまさしくターザンのように、木々の枝から枝へと飛び回ることができた。

「み、源みなもと……！　ちょっと、落ちついて……！」

「うーららー！」

「ちゃんと食べものとか水を探して……こらー！　源ー！　バカ源ー！　バカたゆらー！」

「うーららー！」
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　たゆらは、柱のカレンダーを見つめた。

「むう……」

　うなる。

　カレンダーといっても、ただ木の柱に『正』の字を彫りこんだだけのものだ。

　それで充分だった。

　なにせ、学校の授業も週刊誌もテレビも、なにもない世界なのだ。曜日なんてなんの意味も持たない。

　ただ、この世界に来てからの日数だけがわかればそれでよかった。

　というわけで、一日が経たつたびに、柱に一画ずつ『正』の字を彫りこむ。五日経てば『正』の字が完成する。あとは線を数えていけばいい。

　その簡易カレンダーを、たゆらとあかねは自分たちの家の支柱に彫りこんでいた。

　家といっても簡素なものだ。

　適当な丸太を柱にして、そのまわりに円えん錐すい状になるように細く長い木の枝をならべる。あとは上からシダの葉を置くという、強い風でも吹いたらあっけなく壊れそうな家だった。

　こんな家でも、雨露はしのげる。

　もっとも、たゆらとあかねの住む場所では雨なんかちっとも降らなかったのだが。

　雨が降らない代わりに、いたるところに川は流れていて、水には困らなかった。

　なので、住むにはなかなかいい土地ではあった、が――。

　たゆらは、我が家の支柱に彫りこまれた『正』の字を、じっと睨にらみつける。

　彫りこまれた線の数は、七。

　つまり、この世界に来てからもう七日が過ぎていることをカレンダーは示していた。

「一週間か……」

　たゆらは両の腰に手を当て、ふー、とため息をつく。

　自分自身の変化を思った。

　この世界に来てから、格好自体は変わっていない。妖あやかしの正体を隠す必要がなくなったため、つねに銀髪、狐きつね耳みみ、しっぽを生やしたままでいる。上半身は裸で、下はジーンズだ。

　ただ、強い日ざしに焼かれて、肌は黒くなった。

　恐竜と闘ったために、いくつか傷もできた。

　ジーンズは、土やらなにやらで汚れ、裾すそもなにかに引っかけたか、すり切れていたりする。シャンプーやリンスなんかないので、髪は当然、ぼさぼさだ。木の灰を使って洗ってはいるが、やっぱりふんわりとはならない。整髪料だってないし。

「長いよなあ……一週間は」

　またため息をつこうと、たゆらが息を吸いこんだ、そのとき。

「源みなもとー？　ごはん、できたわよー？」

　外から、あかねの声が届く。

　おーう、とたゆらは元気よく返事して、木と葉っぱでできた家からでた。

　出入り口をくぐって外にでると、おだやかな日ざしの下、すぐ近くで、あかねが朝食の準備をしていた。

　ジャングルのなかなので、まわりには木々が立ちならぶ。

　いわゆる獣道だろう広場を使っていたが、まわりにはつねにたゆらが結界を張っていたので、家が巨大な恐竜に踏みつぶされる心配はなかった。

　あかねは、消えかけたたき火を囲んで、椅い子す代わりの小さな石に座っている。

　その姿は、やはりこの世界に来たときとおなじ、ティーシャツにスカート、そしてブーツという格好だった。

　たゆらといっしょで、肌は焼け、髪はぼさぼさになり、服はぼろぼろになっている。

　それも当たり前な話で、日中はたゆらとともにあたりを探索して、食べられそうなものを採っていた。あかねは、決して自分だけが家で待つということはしなかった。

「さーて、今日のメシはなにかなー？」

「わかってるくせに……自分で材料、採ったんでしょ」

　あかねは笑う。

　朝食は、いびつながらも粘土を焼いて作った皿の上にあった。

　あかねが作った皿だ。

　粘土質の土を見つけたあかねが、「これで食器でも作りましょうか」とこねこね、皿を作り、それをたゆらが狐きつね火びで焼きあげたのだ。

　その皿にならぶのは、昨日の戦利品の数々だった。

　まずは、川で泳いでいたのをたゆらが手づかみで獲った魚。

　昨夜、そのまま塩焼きにして食べてみたらクソ不ま味ずかったので、今朝は昨日のうちに燻くん製せいにしてみたものをならべてある。

　その脇わきに盛ってある白い豆は、松の実だ。

　あの松ぼっくりを笠かさが開く前に採って、皮を剥むき、あとはたき火にくべて、爆はぜたところに軽く塩を振る。これはすでになんども食べている。ほくほくしてなかなか美う味まい。

「では……」

「いただきまっす！」

　たゆらとあかねは、魚にかぶりついた。

　もちろん、手づかみだ。

「う……」

　ふたり、固まる。

「ダメね」

「ダメだな。泥臭くって食えたもんじゃねー」

「昨日の例があるから、覚悟はしていたけど……いぶしてもダメかー。どうしてかしら？　シーラカンスといっしょで、この時代の魚は食べられないのかしら？」

「せめて塩だけじゃなく、コショウとかあればな」

「コショウなんてインドにでもいかなきゃないわよ。いや、インドにいったって、この時代だとコショウの樹きなんてあるかどうか」

「そっかー。残念だなー」

「まあ、しかたないわ。いまのところはこれで我慢しましょ。今日、美お味いしそうなものたくさん採ればいいじゃない」

「お、おう」

　たゆらとあかねは、しばらく無言で松の実をつまんだ。

　食べ終え、ふう、とひと息つく。

　やはり粘土を焼いて作った器で、ふたり、水を飲み、喉のどをうるおした。

　ぐーっと水を飲み干して、たゆらは口元を拭ぬぐう。

「しかし……びっくりしちゃったぜ」

「うん？　なにが？」

「いや、朝あさ比ひ奈ながさ、こんなにサバイバル能力があるだなんてさ」

「なにいってるのよ。源みなもとのほうがよっぽどすごいでしょ。狐きつね火びにはどれだけ助けられたか」

「いやいや、だっておれ、松の実が食えるとかぜんっぜん知らなかったもん！　朝比奈の知識がなかったら大変だったぜ？　ほら、このあたりって、なんとなく、アマゾンのジャングルっぽいじゃん？　だからてっきり、そこらへんに極彩色の果物とかなってるんじゃないかなーって思ってたら……びっくりするほどなんにもねーでやんの！　まったくさ！」

「それはたしかにそうね。もうすこし食べものに関しては苦労しないかと思ってたけど……この時代、被子植物ってまだ誕生してないみたいね」

「ひ、ひし？」

「被子植物っていうのは、ほら、リンゴとか、クルミとかの、種のまわりに実がある植物のこと。でもまあ、綺き麗れいな水は豊富にあるし、塩だってけっこう簡単に手に入れることができたじゃない？　あれは助かったわー」

「ああ、塩の湖な？　あれはびっくりしたなー。湖のくせにまわり、塩で粉が吹いてるんだもん。舐なめたらすんげえしょっぱいし」

「わたしも塩湖は初めてみた」

「でさ……松の実以外にも、朝あさ比ひ奈なはこうして粘土から食器、作ったりしたじゃん？　あと、石を砕いて刃物を作ってみたりさ」

　たゆらは水を飲み干して空になった器を振って見せた。

　たき火のそばに置いてあった、黒い石を割って作ったナイフも示す。

「どうしたのよ、急に……褒めてもなんにもでないわよ？」

「本当に感心してるんだって」

「ふうん？　たゆらくんは口が上う手まいからなあ……」

「オーイオイ」

「冗談よ。あのね……」

「うん」

　たゆらは待った。

　が、なかなかあかねは続きを切りだそうとしない。

「朝比奈さん？」

「……笑わないでよね？」

「それは聞いてみないとわからないなー」

「だったらいわない」

「冗談だってば！　気になるじゃんか。教えてくれよ、な？　なな？」

　たゆらは両手をあわせて、あかねを拝んだ。

　あかねは、どーしよっかなー、とじらす。

　なんどかそんなやりとりをして、ようやくあかねは満足したらしい。

　あのね、と語りだした。

「どうしてわたしが、松の実の食べかたを知っていたり、粘土から食器を作ったり、黒曜石を割って刃物を作ったりできるかというと……」

「ふんふん」

「昔ね、山にこもって、ひとりで暮らそうと思った時期が……」

　たゆらの眉まゆが、片眉だけ、ぐいんとあがる。

「山ごもり……？　空手バカ？」

「ふははっ、バカよバカ、空手バカ！　って違うわよ！　べつに山にこもって修行とか、そんな修験者や格闘家みたいなことがしたかったわけじゃなくって……ただ、ひとりになりたくて……あー、もう、やっぱりいわなきゃよかった！　こんなこと！」

　あかねは自分で喋しやべって自分で恥ずかしがり、たゆらに背を向けた。

　その背に向かって、たゆらは尋ねる。

「いつごろ？」

「え？」

「だから、朝あさ比ひ奈ながひとりっきりになりたいと思ったのって、いつごろ？」

「中学、二年生のころ……」

「思春期まっさかりだねえ」

「そうよ。そのころのわたしは、いまとおなじくクラスの委員長で、まわりからは優等生だって見られていて……べつに、なにかに対して不満があったわけじゃないんだけど」

「不満がないことが不満ってやつだろ？　わかるよ。すっごく」

「わかるの？　源みなもとにも？」

「当たり前じゃんか。あのさ、妖あやかしにだって思春期みたいなものはあるんだぜ？　まあ、妖あやかしにもよるらしいけど……すくなくともおれにはあったな。なんかいらいらしてさ。世の中のすべてのことがムカツクっつーか」

「へえ……それっていつぐらいのとき？　源って何十年も生きてるんでしょ？」

「うん？　んー、それが……」

「どうしたの？　ズルイわよ、わたしはいろいろ正直に話したのに」

「いや……ついこのあいだまでっつーか……じつはいまもまだ、ちょっとっつーか……」

「なに、まだ思春期なの？　もう高校三年生になるのに？　まだ中二の気分？」

「や、やめてくれよ、そーゆーいいかた！　な、なんか中二病患者みたいで……う、うずかないからな！　おれの右手はうずかない！　第三の眼めだって開かない！」

　あわてるたゆらがおかしかったのか、あかねは声をあげて笑いだした。

　たゆらもつられて、いっしょに笑う。

「なーんだ……何十年も生きてる妖といったって、わたしとたいして変わらないんじゃない……おなじことで悩んで……まだ思春期のままで……」

　あかねは、笑いすぎてこぼれた涙をこすって拭ぬぐいながら、いった。

「そりゃそーだ。たしか玉たま藻もさんだったかな？　いってたんだけどさ。妖っていうのは、人のこぼした命が降り積もって生まれるんだって。人って、生きながら、あたりにすこしずつ命の欠片かけらをまいていて……それが物や獣に宿ることで、おれたちみたいなのはできるんだってさ。だから、まあ、ニンゲンに似てて当たり前っつーか」

「ふうん……」

　あかねは椅い子す代わりの小さな石に座ったまま、両肘ひじを自分の両膝ひざに置く。そうやって両の手を組んで、重ねあわせた手の甲の上に、顎あごをのせた。

「ねえ、ちずるさんって、やっぱり長生きなんでしょう？」

「うん？　まあ、その気になれば何千年と生きられるんじゃねーかな？」

　ちずるが〈八岐大蛇やまたのおろち〉であり、〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉であることはまだあかねには黙っていた。

　本質が〈神〉である以上、何千年どころか、無限に生きられそうな気もするのだが……あえてたゆらは口にはしない。

「じゃあ、どうするんだろ？　いつか、小山田くんとちずるさん、死に別れて……」

「ああ、そのあたりはだいじょうぶだろ？　ちずる、耕太といっしょに年をとるつもりだっていってたから」

「え？　そんなこと、できるの？」

「そりゃあもう……さっき、『その気になれば』っていっただろ？　その気にならなきゃ、自由に年をとれるし、いっしょに最後を迎えることだってできるのさ」

　やはり、耕太が〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉の転生体であることはまだあかねには黙っていた。

〈神〉の転生体である以上、もはや寿命はちずるのそれと同等な気もするのだが……やはり、あえてたゆらは口にしない。

「そうなんだ……」

　あかねが、すでに消えたたき火へと視線を落とす。

　料理をするのに火は使うし、朝はすこしばかり肌寒かったりもするので、毎朝、狐きつね火びでもって火は焚たいていた。だがすでに朝食は終え、日が昇ってきたいまは充分に暖かくもあったので、とっくに消していたものだ。

　その白い灰ばかりのたき火の跡を、あかねは黙って見つめる。

　たゆらは、そんなあかねの伏せた眼めを眺めていたら、なんだか身体がむずむずしてきて。

「――お、おれだって！　朝あさ比ひ奈なといっしょに年、とるつもりだぜ！」

　思わず、そんな言葉を口走ってしまう。

　ぱっ、とあかねが身体を起こした。

「そ、それって……」

　みるみるあかねの顔は紅あかく染まる。

　いや、顔だけではなく、首筋も、ティーシャツから剥むきだしの腕も紅く染まってゆく。

「あ、いや、その」

　たゆらは反射的にごまかそうとして、ぶるん、と首を横に振った。

　半分、事故で一歩踏みだしちまったが……踏みだしてしまった以上、止まるなァ！

「おれはァ、朝比奈のことがァ！」

　と、たゆらは大きく口を開いて叫んで、そして、ぱくぱくする。

　ぱくぱく、ぱく。

　口を、ぱくぱく、ぱく。

　こ、声がでねえ！

「あ、朝あさ比ひ奈なのことが……おれは……朝比奈が……おれは……おれはァ！」

　あああああ！

　なんてヘタレなんだぁああおれはぁあああああ！

　泣きたいくらいにたゆらは自分が情けなく思うが、どうしても続きが口からでてこない。

『好きだ』って――。

　あと、『好きだ』ってたったひとことなのに！

　されど、なれど、ぱくぱく、ぱく。

　たゆらの口はぱくぱくするばかり。

　にょおおおおおおお！

　そのとき、あかねが、すっくと立ちあがった。

　ああ！

　こんなヘタレは見捨てて、どこかへいってしまわれるおつもりですか!?

　たゆらが絶望の淵ふちに叩たたきこまれた瞬間、しかし、奇跡はおこった。

　あかねは、そっとたゆらのそばに近づいてきて、すとん、と腰をおろす。

　ぴとり。

　くっついた。

　あ……あああああ!?

　夢!?　夢なの、これ!?　なんなの？　なにがおこってるの!?

　ぱくぱくぱくぱく、酸欠状態の金魚のごとく口を動かすたゆらに、あかねがささやく。

「本当……ヘタレなんだから」

　どぎーん。

　たゆらの毛は全身、逆立った。もちろん、狐きつねの耳も、しっぽも逆立つ。ピンコ立つ。

「わたしからじゃなきゃ……ダメなのかな……？」

「あ、う……」

　そ、それって……？

　緊張のあまりがちがちと奥歯を鳴らしながら、たゆらは見下ろす。

　あかねは真っ赤な顔で、たゆらを見あげていた。

「もう、女の子にこんなことさせる源みなもとなんか、わたし、大ッ嫌いなんだから……！」

　そういって目つきを鋭くさせるあかねの、その眼鏡のレンズごしに覗のぞく瞳ひとみときたら、しっとりとうるんでいて――。

　たゆらは叫ぶ。

「ぱ……パブロ・ディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ファン・ネポムセーノ・マリア・デ・ロス・レメディオス・クリスピン・クリスピアノ・デ・ラ・サンテシマ・トリニダード・ルイス・イ・ピカソ！」

　突然の横文字に、あかねのしっとりとうるんだ瞳はぱちくりとなった。

「え？　な、なに？　なんなの突然？」

「ピカソの名前！」

「ど、どうして？　どうしてこんなときにピカソの名前を？」

「朝あさ比ひ奈な！」

「は、はい！」

「ほ、ほ……本官は愛を語るより口づけをかわしたいであります！」

「い……いちいち許可なんかとるなバカモノ！」

　決死の思いで敬礼して許可を求めたたゆらに対して、あかねはトマトのような真っ赤な顔で、許可を与えた。

　気がついたら、ふたり、立ちあがっていた。

　たゆらは、あかねの両肩に、手を置く。

　びくん。あかねは身体を震わす。

　互いの鼓動が空気を伝わって聞こえてるんじゃないかと思うほど、大きな脈動が、たゆらの耳じ朶だを打った。

「あ、朝比奈……」

　たゆらは、あかねに顔を近づけた。

　あ、とあかねが声をあげる。

「歯、磨いてない……」

「おれもだ。嫌か？」

「源みなもとが……平気なら……」

「朝比奈だったら、たとえグーパンチだって美お味いしくいただけちゃうおれなんだぜ？」

「やだ、それってヘンタイよ……」

「ヘンタイは嫌か？」

「もう、知らない」

　あかねはまぶたを閉じた。

　たゆらもまぶたを閉じて、でもちょっとだけ開ける。だってキスするところ、見たいじゃん見たいじゃん見たいじゃん！

　んー……。

　薄目を開けたまま、たゆらは唇を伸ばして――。



　むちゅー、と触れる瞬間、電子音が鳴った。



　ぴりりりり、ぴりりりり。

　その電子音はじつにそっけない。が、それだけによく聞こえた。

　キスする寸前だったたゆらとあかねは、思いっきりびくつく。

　ぱっ、と身体を離した。

「な、なんだ？　なんだなんだ？」

　ふたり、あたりを見回す。

　その視線は、そろっておなじところで止まった。

　家だ。

　あの、丸太を支柱にして枝を張り、シダの葉をかぶせただけの簡素な家から、この古代の世界にあり得るはずのない電子音はあがっていた。

　ぴりりりり、ぴりりりり。

　すこしくぐもった響きで、しかし電子音は止やまない。

「……」

　たゆらとあかねは、無言でお互いの顔を見た。

　うなずいて、自分たちの家へと向かう。

　入り口をくぐって、なかへと入った。

　薄暗い円えん錐すい状の家のなか、脱いだ服といっしょに隅に置いてあった荷物から、電子音は聞こえてくる。

　正確な場所を探すまでもなかった。

　服以外の荷物といったらあかねの肩かけバッグしかなかったし、なにより、そのバッグからは音だけではなく、光まで洩もれていたのだから。

　あかねが、震える手で、自分のバッグを開く。

「きゃっ！」

「うおっ！」

　バッグのなかから、光があふれた。

　あかねは、さらに震えを増した手を伸ばして、鞄かばんのなかから光と音の元をとりだす。

　それは携帯電話だった。

　あかねの携帯電話は、黄金の輝きを放ち、そしてぴりりりり、ぴりりりりと着信音を鳴らしていたのだった。

「ど、どうして……？　とっくに電池なんか切れてるはずなのに！」

　輝く携帯電話のディスプレイに、あかねは眼めを凝らす。

　表示されていたのは、『源みなもとたゆら』の文字だった。

「おれ……ここにいるんだけどな」

　いっしょに画面を覗のぞきこんでいたたゆらは、自分でも無理があると思いながら、へへ、っと笑った。残念ながら、あかねの顔に笑みが浮かぶことはなかった。

　ぴりりりり、ぴりりりり。

　携帯電話はひたすら鳴り続ける。

「と……とりあえず、でてみようぜ？　鬼がでるか蛇じやがでるか……おれ、でようか？」

「ううん。自分ででるわ」

　あかねは、通話ボタンを押して、携帯電話を耳に当てた。

「も、もし、もし……？」

『その声は……あかねさん？　あかねさんね？　朝あさ比ひ奈なあかねさん、違う？』

「え？　あ、あの、わたしあかねですけど、ど、どちらさまですか？」

　携帯電話にぴったりと耳を寄せて、聞き耳を立てていた――文字どおりに狐きつねの耳をぴこんと立てていた――たゆらは、声で相手の正体にすぐさま気づく。

　思わずあかねから携帯電話を引っつかんで奪って、叫んでいた。

「もしもし！　もしもし！　玉たま藻もさん、玉藻さんだろ!?」

『あらやだ、たゆらさんったら、そんなに大きな声をださなくったって聞こえるわよ？　あと、玉藻さんじゃなくって、お義か母あさんって呼んで？』

「お義母ざーん！」

　素直に応じたたゆらの横で、やはり携帯電話にぴったりと耳を寄せていたあかねが、「玉藻さん……？　ちずるさんと源みなもとのお母さん？」とつぶやく。

「で、でも、どうやって？　玉藻さん、どうやって電話を？」

『それはもう、娘夫婦の〈神〉さまパワーを使ってよ』

「か、〈神〉さまパワー？」

『そう。いま、すぐ横でね、ちずると耕太さんがふたりひとつになって、懸命に力を注いでくれてるわ……一億五千年の時を越えて、たゆらさんの携帯電話とあかねさんの携帯電話をつなぐためにね』

「い、一億五千年……」

　たゆらは絶句した。

　もちろん、自分たちがいる時代がかなりの昔であることはわかっていた。なんたって恐竜が現役であたりをうろついているのだ。はるか昔に決まってる。

　が、こうして実際の数字を叩たたきつけられると、遠い。あまりに遠くて永い。

　ちょっと想像すらできないくらいの時間の遠さに、たゆらは自分の足下が消え去ったかのような感覚を味わう。それはすぐそばで聞き耳を立てていたあかねもおなじようで、不安そうに、たゆらに身を寄せるのだった。

　ふふふ……。

　受話器の向こうで、玉藻が笑う。

『どう？　タイムスリップした感想は？　時をこえた少年少女さん』

　たゆらとあかねは、言葉もなかった。



★



「でも、よかったよ……」

　気をとりなおして、たゆらは安あん堵どの吐息をつく。

「助けが来るって信じてはいたけどさ、なにせ、もう一週間だろー？　正直、ちょっとばかり焦ってたりして……」

『え？　一週間？　それは……』

　と、なにか玉たま藻もがいいかけたところで、電波の状態が悪いのか、声がとぎれた。

「ちょ、ちょっと!?　玉藻さん!?　玉藻さーん!?」

『……もしもし、もしもーし？　ああ、ごめんなさい。なにせ一億五千年でしょう？　さすがに〈神〉さまパワーでも不安定で……そもそも、一億五千年というのも適当だし』

　聞き捨てならない言葉が玉藻から飛びだす。

「て、適当……？」

『それはそうよ。時を越えるだなんて、さすがのわたしもやったことなんかないわけだし……となれば、ねえ？　なんとなーく、勘でいってみるしか、ねえ？　でもだいじょうぶよ。わたしの勘がよく当たるのはたゆらさんだって知ってるでしょう？　それに、正確な年代なんかわからなくったって、こうしてうまく携帯はつながってるんだし』

「よ……よくそれで、携帯をうまくつなげられたなー！」

『自分の携帯電話に感謝することねえ』

「け……ケータイ？」

『ほら、たゆらさん、現場に携帯電話、落としていったでしょう？』

　たゆらはタイムスリップする直前、自分がショッピングセンター内の〈大恐竜展〉のフロアーに携帯電話を落として、そのままだったことを思いだした。

「あ……」

『本当、あの携帯電話が無かったら、いまごろどうなっていたことか』

「え？　そ、そうなの？」

『そうよ～？　ちょうどね、あなたたちがタイムスリップした、ええと〈大恐竜展〉だっけ？　そこに耕太さんとちずる、そしてまどかちゃんもいたんだけど』

「あ、それは知ってます……」

『ああ、そう？　じゃあタイムスリップした原因も？』

「まどか……ですよね」

『正解～。ぴんぽんぴんぽ～ん。そうなのよ、まどかちゃんなのよ。びっくりしたわよねえ、まさかまどかちゃんにそこまでの力があるだなんてねえ？』

「ええ……まったく」

『でね、えっと、あ、そうだ、ちょうどあなたたちがタイムスリップした直後に、耕太さんとちずるも、あなたたちが消えた場所に来たのね？　で、なにか異変が起きたのはわかったけど、具体的になにが起こったのかはわからなくて……そのとき、たゆらさんの携帯電話を見つけてね？　履歴をたしかめたら、あかねさんに電話してるじゃない？　ははーん、これはこっそりとデートしてやがったなって目め処どをつけてね』

　その後、耕太とちずるがおなじ〈大恐竜展〉を見ていたまわりのお客さんに話を聞いたら、ちょうどたゆらとあかねが消える瞬間を目撃していたものたちがけっこういた。

　それから耕太とちずるは、たゆらとあかねが消えた先を探したのだが……。

『まさか、そーんな昔にタイムスリップさせられていただなんて、ねえ？　想像もつかないじゃない？　右往左往したあげく、最後は耕太さんとちずるが合体して、〈神〉さまパワーを最大限使って、たゆらさんの携帯電話からあかねさんの携帯電話の場所を感知して……ようやく時空を越えたんだって、なんとかわかったってわけ』

「そ、そーなんだー」

　よ、よかったあ～！

　携帯電話、落としていて！

　たゆらは、安あん堵どと恐怖が入り混じって、ぷるぷると震えた。

「あ、あれ？　でもどうして？　どうしておれの携帯から、朝あさ比ひ奈なの携帯の場所が？」

　うふふふふふふ……。

　なぜか、玉たま藻もは楽しげに笑いだす。

『どうしてかしら、たゆらさんの携帯電話から、あかねさんの携帯電話への、なんていえばいいのかしら、想おもい？　が、とーっても強くってねえ。想いは時空を越えるのねえ……一億年と五千年前からなんとやら、かしら？』

　あ、う。

　こんな状況なのに、たゆらの顔は、かーっと熱くなった。

　朝比奈が聞いてるのに！　すぐ横で聞き耳を立ててるのに！

「そ、そそそ、そーいえば、どーして耕太とちずるは合体して!?　たしか耕太ひとりでも、〈神〉さまパワーは使えたと思ったんだけどッ！」

『ああ、それはね、たしかに耕太さんひとりで〈神〉さまパワーは引きだせはするけど、まだ使いこなすところまではいかないのよ。だから合体して、ちずるに細かな力の操作は任せて、耕太さんは〈神〉さまパワーを引きだすことに集中してるってわけ』

「な、なるほどねー！」

　たゆらは、そういえば耕太が光の剣やら盾やらは使えるものの、術なんかはぜんぜん使えなかったことを思いだす。

　術のひとつも使えりゃ、あの三み珠たま未み弥やとの闘いも苦労せずにすんだろーに……。

「っと、まあいいや！　細かい話はあとあと！　早くおれたちのこと、助けてくれよ！　ほら、タイムスリップさせたときみたいにさ、ぱぱっと〈神〉さまパワーでさ！」

『あ、それは無理』

　あまりにもあり得ない、玉藻の返事だった。

　たゆらの思考はしばらく停止する。

「……は？」

『あのね、本人がタイムスリップするならともかく、他人をタイムスリップさせるっていうのはね、いってみればボールを投げるようなものなのね。近くなら手を伸ばせばボールはとれるけど……あんまり遠くに投げてしまえば、手なんか届かないでしょう？』

「だ……だったら、取りにきてくれよ！　ダッシュしてさ！」

『残念だけど……いったでしょう？　正確な年代がわからないって。仮に一億五千年といったけど、実際は一億年なのか、二億年なのか、ぜんっぜんわからないのよね～？　そんなことじゃあなたたちを迎えになんていけないでしょう？』

　はあ、と玉たま藻もがため息をつくのが聞こえた。

『せめて、百年前ぐらいに飛ばされたんならねえ……』

「ま、待ってくれよ！　だったら、おれたちは――」

『ごめんなさい。もういちどタイムスリップして元の時代に戻るのは、あきらめて』

　きっぱりと、玉藻は告げた。

　告げたとたん、通話は切れた。

　ぷつん、と切れて、どうじに携帯電話を包んでいた光もまた、消え去る。

　たゆらは、輝きを失った携帯電話を手に、立ちつくした。

「も、元の時代に戻るのはあきらめてって……どういう意味だよ、玉藻さん！」

　思わず叫ぶ。

　叫んで、はっ、と真横に立つあかねの存在に気づいた。

「あ、朝あさ比ひ奈な、いまのは……」

　あかねは、黙って首を横に振る。

「聞いてた。ぜんぶ」

　たゆらには、かける言葉がなかった。
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　たゆらは、家の柱に刻んであるカレンダーを、じっと見つめた。

　その『正』の数は、六。

　つまり三十日――ちょうど一ヶ月が経過したことを示していた。

　たゆらは柱に六つならんだ『正』の字を眺めながら、自分の顎あごを撫なでる。じょりじょりとした感触があった。たゆらはそれほど体毛が濃いほうではなかったが、さすがに一ヶ月も手入れなしだと、それなりに無ぶ精しょう髭ひげが伸びてしまう。

　肌はさらに焼けた。

　銀色の髪だってさらに伸びた。

　長いのは邪魔なので、たゆらは余計な髪は後ろで束ねて縛っていた。縛るための紐ひもは、蔓つるを乾燥させて作ったものだ。穿はいてるジーンズもすっかりぼろぼろで、膝ひざのあたりが軽く裂けてしまっている。灰を使ってなんども洗ったせいか、すこし色あせしていた。

「源みなもとー？　ごはん、できたわよー？」

　外から、あかねの声が届く。

　おーう、と返事をして、たゆらは家の出入り口をくぐった。

　頭上を茂る木々の葉から、さわやかな朝の木漏れ日が落ちる。そんななか、あかねはすっかり朝食の準備を終えてたゆらを待っていた。

　その姿は、以前のティーシャツにスカートではなく、ワンピースである。

　恐竜の毛皮をなめして作った服だ。

　毛の生えた恐竜の皮を使ったので、手触りはじつにやわらかい。

　しかし、皮をなめすというのはなかなかに大変な作業だった。

　皮を剥むいで、肉を削って、そのあといろいろいろいろ、本当にいろいろあって、血やなにやらにまみれる作業を経て、ようやく完成する。ぶっちゃけかなりキツイ作業だったので、あかねも作成方法を知識としては持っていたが、実行をためらっていたほどだ。

　靴も、以前のブーツとは違う。

　いいかげんブーツだと暑苦しいということで、あかねは蔓つるを使って編みあげたサンダルを使っていた。ちなみに編んだのはたゆらだ。これでも裁縫は得意ジャンルであった。

　そして、あかねの髪も、やはり伸びている。

　いつもはぴっちりと整えられていた黒髪が、いまはすこし、ぼさぼさとなっていた。いつもはかっちりと出していた耳も半分ほど隠れてしまっている。眼鏡もうっすらと傷ついていた。しかし顔色は明るい。生き生きとした表情で、たゆらに微笑ほほえみかけてくる。

「なによ、源みなもと。人の顔、じろじろと眺めて」

「うん？　いや、今日も綺き麗れいだなって思ってさ」

「はいはい、早くごはん、食べてね」

　ちぇ、とたゆらは軽く舌打ちしつつ、食卓に腰をおろした。

　今日の朝食は、まずイチョウの実だ。

　たぶん、イチョウなんじゃないかな……？　という但し書きつきではあったが、外皮は例の臭いがあったし、味はギンナンぽかったので、たゆらとあかねのあいだではイチョウの実ということで決着がついていた。食べられれば、細かいことはよかった。

　続けて、ザリガニを茹ゆでたもの。

　昨日のうちに川で獲って、陶器で作った壺のなかに水といっしょに入れて生かしておいたものを、今朝になって茹で、塩を振ったものだ。すこし離れた場所にある調理場には、石を積みあげて作ったかまどがあり、その上にザリガニを茹でた鍋なべがそのまま置いてある。鍋はやはり粘土を焼いて作った。

　あとは、サラダの代わりとして、シダの若芽を茹で、水で冷やしたもの。

「へえ？　今朝はずいぶんとごちそうじゃんか？」

「今日はちょっと遠出するでしょ？　だからしっかり体力をつけておかなくちゃと思って」

「なるほどなるほど。じゃ、いっただきまーす！」

　さっそくたゆらは皿の上のザリガニに手を伸ばす。

　皮を剥き、かぶりつくと、まだザリガニには茹でたときの熱がけっこう残っていた。弾力のある身を噛かみしめると、汁がじゅわっと口のなかにあふれてきて……ンマーイ！

「塩、だいじょうぶ？　足りる？」

　あかねが、小皿にとった塩を示した。

　たゆらは手を振って充分だと答え、白い身をむさぼり食らう。

「いやー、やっぱりザリガニはうめーなー！」

「最初はちょっと抵抗、あったけどね」

「ロブスターと思えばさ。ぜんぜん臭みなんかないし。ぷりっぷりで。ほくっほくで」

　がつがつと食らうたゆらに、あかねは、ふふっ、と微笑ほほえんだ。
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　太陽が、沈む。

　深いジャングルのなかなので、沈む太陽の姿はあまりよく見えないのだが、届く光は一億五千年後の現代とさほど変わりがないようで、やっぱり、赤い。

　そんな夕日を木々のすきまから浴びながら、たゆらとあかねは家路へと向かっていた。

　ふたりの背には、今日の成果が山積みとなったカゴがある。

　カゴは、やはり乾燥させた蔓つるを編んで作ったもので、その中身は、はるばる塩湖までいって塩水を狐きつね火びでもって煮詰めてとりだした塩や、道中、拾った松の実やシダの若芽、川で獲ったザリガニに淡水魚、そしてたゆらが途中で出会ってしとめた小型の草食恐竜の、足の部分などだった。

「ふー……さすがにちょっと疲れたなー」

「ふふっ、そうね。でも、遠出してみただけあって、なかなかの成果じゃない？」

「あー、かなりの大漁だよ！　範囲を広げてみて正解だったなー」

　ここで、あかねは立ち止まり、ふー、と息を吐く。

「ん？　どした？」

「ううん……源みなもとのいうとおり、すこし疲れちゃったみたい……」

「だいじょうぶか？　荷物、持とうか？」

「平気、平気。家まではあとすこしなんだし……ただでさえ源のほうが多く持ってるじゃない。わたしだってこのぐらいはね」

「あんまり無理するなよ……身体が資本なんだからさ。マジで」

「うん、わかってる」

　よいしょ、とあかねは背中のカゴを背負い直した。

　しかしそのまま、んー、となにごとか悩みだす。

「でも、そうね……うん、ねえ、源？　ひさしぶりに、おふろ入りましょうか？」

「おふろ？　いいぜ、もちろん」

「いっしょにね」

「うんうん、いっしょに……って、ハイッ!?」

　まじまじと見つめるたゆらの前で、あかねは、にっこりと笑った。
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　たゆらとあかねの家のほど近くに、お風ふ呂ろ場ばはあった。

　お風呂場といっても、川べりに穴を掘って、かたちが崩れないように石を敷きつめただけの簡単なものだ。当然、水は冷たい。ではどうやってお湯を沸かすのかというと、まず川から水を引きこむ。そうやって溜めた水に、たゆらが狐きつね火びを落としこむ。そうすれば、あっというまにお湯は沸いて、ハイ、おふろの一丁あがりというわけだった。

　な、なんだ……？

　どーゆーことだ？

　たゆらは沸かしたてのお湯につかりながら、自問自答をくり返す。

　ちら、と後ろを見た。

　すぐ近く、まさに背中あわせの状態で、あかねはたゆらとおなじ湯船につかっていた。

　なにせひとりで入ることしか想定していなかった。

　湯気がふうわりとあがるなか、肩までお湯につかっていたあかねは、タオル代わりの布――元はティーシャツだった――を使って、顔を拭ぬぐう。まわりにはちゃんとたゆらが結界を張ってはいたが、念のため、あかねは眼鏡はかけたままでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのあかねが、顔を拭ぬぐってから眼鏡をかけ直して、ふー、と息を吐く。

「ああ……いいお湯よねー……」

「う、うん、そうだね！」

　たゆらはあわてて正面を向いた。

　ばっしゃばっしゃとお湯を顔に叩たたきつけ、ふー、と自分も息を吐く。

　なんで、今日にかぎって……？

　家のそばに湯船を作って以来、いままでなんどもお風ふ呂ろには入っていた。

　が、いつだってふたり、べつべつで入っていたのだ。

　たまに、たゆらから「いっしょに入っちゃおうかな～？」と冗談交じりで許可を申請することはあったが、あかねからは「どうぞ？　ステゴザウルスとなんか、素敵だと思うわよ？」と素っ気なく退けられていた。

　なのに、なぜ？

　今日にかぎって、こんな湯けむりスナイパー？

「ねえ、源みなもと……」

「は、ハイ!?」

　たゆらは派手にびくつき、湯面を波うたせてしまう。

「もう、今日で、一ヶ月になるのよね……」

　あ。

「あ……ああ……。おれたちがこの世界に来てから……」

　たゆらはうつむく。

　あれから、連絡はいっさいなかった。

　たゆらたちは携帯電話を肌身離さず持ち歩くようにしていたが、そんな努力もむなしく、うんともすんとも鳴りやしない。

　連絡ぐらい、くれたっていいじゃねーかよ！

　たとえ――ああ、たとえ！

　この先を思うとき、たゆらの心は痛む。

　そう、たとえ――元の世界には戻れないんだとしてもさ！

「あのね……わたし、じつは源にいっておかなくちゃならないことがあって……でも、どうしてもいえなくって……だけど、もう一ヶ月にもなるし……だから、なんていうの、裸のつきあいっていうんじゃないけど、こうして、お互いに裸だったら……どうにかいえそうな気がして……」

　どきっ、とした。

　たゆらは、あかねが自分になにをいいたいのか、わかったような気がした。

　だから先に謝った。

「ごめんなさい！」

　ばしゃっ、と頭をさげ、お湯に顔面を叩きつける。

「み……源みなもと？」

　ぶはっ、とたゆらはお湯から顔をあげた。

　そのままだらだらとお湯を髪から垂らしながら振り返り、あかねへと向き直る。

「こんなことになっちまった原因は、朝あさ比ひ奈なが勘づいてるとおり、おれにあるんだ！　いや、たしかにおれたちをこの世界に飛ばしたのは、あの赤ん坊なんだけど……あのとき、おれ、朝比奈と恐竜がいる時代でデートしたいなとか、そんなこと考えちまって！　そんなヨコシマな考えを読んだ赤ん坊が、余計な気をきかせてくれたわけで……だから、おれが悪いんだ！　許してくれ、朝比奈！　いままで、どうしてもいえなくって……いわなくちゃと思ってはいたんだけど、元の世界に戻れないとわかったら、なおさらいえなくなっちまって……すまん！　どんな償いでもする！」

　たゆらは、あかねに向かって頭をさげた。

　距離が近いので、深々と腰を曲げることはできない。なので、首だけを下に曲げて、ちょうどうつむくような格好となってしまった。

　うつむいて、たゆらはぎゅっ、と眼めをつぶる。

　どんな反応が返ってくるか、怖くってしかたがなかった。

　もちろん、どんな罵ののしりだって、怒りだって、嘆きだって、悲しみだって、たゆらは受けとめるつもりでいる。それが自分の責任のとりかただって、わかってはいる。

　それでも、怖かった。

　ほかのだれでもなく、あかねからそういった負の感情をぶつけられるのは、怖く、辛つらかった。

　ぎゅーっと眼を閉じて、たゆらは待つことしばし。

　しかし、あかねから返ってきた反応は、罵りでも怒りでも嘆きでも悲しみでもなかった。

「ふ、ふふ、ふふふふふ、ふふ……」

　あはははは。

　あかねは、笑いだす。

　あはは、あははは、あはははははと笑って、ぽかんとするばかりのたゆらの見ている前で、目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

　こつん、とたゆらの胸元に、頭を寄せる。

「違う……違うのよ、源。違うの」

「な、なにが違うんだ、朝比奈？」

「源が……いえ、源だけが、責任を感じる必要はないのよ」

「え？」

「だって……」



　わたしも、考えてたから。



「あのとき、〈大恐竜展〉をいっしょに見ていたとき、わたしも……ふたりっきりで、こんな世界で暮らしてみたいって……」

「え？　ええ？」

「そのとき……あの赤ちゃんの、『ユメ、カナエテアゲルネ』なんて声が、聞こえて」

「えええ？　えええええ？」

「だけど、どうしても源みなもとにはいえなくて。だって、わたしのせいでこんなことになっただなんて……そうこうしているうちに、帰れないってわかって。そうなったら、なおさらいえなくなっちゃって。ふふ、ふふふふふ……」

　あかねが、顔をあげた。

　その眼めからは、涙があふれていた。

「源も、いっしょだったなんて……あはははは」

　あかねは、笑いながら泣く。泣きながら笑う。

「あ、あ、あ……朝あさ比ひ奈な！」

　たゆらは、あかねを抱きしめた。もちろん許可なんかとらなかった。

　あかねも、おずおずとではあったが、たゆらの背中に腕を回して、抱きしめ返した。

　湯船のすぐ近くを流れる川のせせらぎが、ふたりを包む。

　たゆらは、すべての謎なぞが解けたように思った。

　どうして元の世界に戻れないとわかったとき、あかねは平然としていたのか？　嘆きもせず、怒りもせず、淡々としていたのか？

　責任を感じていたからだ。

　ずっと、自分が悪いと思いこんでいたからだ。

　たゆらとおなじく――。

　だから、平然と日々をすごした。内心の罪悪感を押し殺して。

「ごめん、ごめんな、朝比奈、ごめん」

　たゆらはあかねを抱く腕に、力をこめた。

「なによ。なに謝ってるのよう、源ぉ」

「気づいてやれなくて……辛つらかったろ？　おれってダメなやつだよな。あれだけいっしょにいたのに、すぐそばにいたのに、なんにも朝比奈の辛さ、わかってやれなかった。それどころか、すこし楽しいな、とか思っちまって……ホント、ダメだ。おれはダメだ」

「なにいってるのよう。わたしだって源の辛さ、ちっともわかってなかったダメ女じゃない。わたしだって楽しかったし。だんだん楽しくなってきちゃってたし！」

「いや、おれのほうがダメだ。ダメ夫だ。丸出だめ夫だ！」

「じゃあわたしは丸出だめ代です！」

「いやいやいや、朝比奈は優秀なんだから。だから……」

「うるさい！　バカ、黙れ！」

「ハイ！　黙ります！」

　返事して、びしっ、とたゆらは背筋を伸ばす。

「さっき源みなもと、いったわよね？　どんな償いでもするって」

　あかねは涙で濡ぬれた顔でたゆらを見あげて、いった。

「え？　あ、うん。もちろん。どんなことでも。でも、なるべく痛いのはヤダなー」

「だったら……」

「だったら？」

　ぷいっ、とあかねは顔を逸そらす。

「わたしたち、ほら、なんていうの？　この時代には存在しないはずの生物なわけで、いってみれば地上初のホモサピエンス……つまり、アダムとイブというわけで、こうなってしまった以上、ふたりで生きていかなきゃならないわけで、あのう、そのう」

　下を向いて、ごにょごにょといった。

「よし、わかった！」

「え？　わかったの？　って、きゃっ!?」

　たゆらはあかねを湯船から抱きあげる。

　お姫さま抱っこして、宣言した。

「子供、たくさん作ろう！」

「はああ!?」

「おれ、アダム！　朝あさ比ひ奈な、イブ！　おれロミオ、朝比奈ジュリエット！　おれ貫一、朝比奈お宮！　お金なんかはちょっとでイイのだ！」

「な、なーんかどこかで聞いたことのあるようなフレーズだけど……でも、まあ、いいわ。よろしい。許可します」

「え？　オッケーですか？　マジで？」

「どーせ……こうなっちゃったら、遅いか早いかの違いだし……あ、で、でも、なるべくなら痛いのはヤダな……」

「え、鋭意、努力します！」

「じゃあ……」

　あかねが、まぶたを閉じる。

　たゆらも、こんどこそはまぶたを閉じた。

　んー……。

　お姫さま抱っこしたあかねの唇へと、たゆらは唇を伸ばして――。



　むちゅー、と触れる瞬間、またも電子音が鳴った。



　まるで計ったかのようなタイミングに、たゆらの唇はあかねの顔の横を滑って、そのままもろともに湯船へと、どぼーん、沈みこむ。

「なんなんだ、もう！　まるでどこかで見ているかのようなこのタイミング……いや、見てるな！　これは絶対に見てる！　くの……！」

　たゆらはざばりと顔をあげ、湯船からでた。

　ぺたぺたと素足で歩き、近くの岩場に脱ぎ捨てた服といっしょに置いてあったあかねの携帯電話をとる。携帯電話は、前に連絡が来たときのように光り輝いていた。やはり、画面に映しだされているのは『源みなもとたゆら』の文字だった。

「ハイ！　もしもし！　こちら一億と五千年前ですが！」

『もしもし～。って、あら、なんだかおかんむりね？　どうしたの？』

「どーしたもこーしたも……なんだって三週間も放置プレイだったんですかね！　そりゃあ、元の世界に返る術すべを失ったあわれなカップルにかける言葉も見つからないってのはわかりますよ？　だからって無視するこたーねーじゃねーですか！　あげくの果てに、こんなタイミングで……！　もう！　もうもう！」

『んー……どうもいろいろと誤解があるみたいねえ』

　と、玉たま藻もの口調ときたら、あくまでもマイペースを保っていた。

「なにが誤解なんですかー!?」

『まずひとつ。わたしたち、三週間も放置した覚えはないわよ？』

「は？　だったらなんですか？　こちらの頭がおかしくなったと？　あー、そりゃーそうでしょうね、なにせ孤独なもんでね！　淋さびしくってね！」

『ちょっと落ちつきなさいな、たゆらさん』

「こっちだって落ちつきたいですけど！」

『あのね、さっき電話が切れて、すぐにわたしはかけ直してるのよ？』

「……え？」

『だから、切れてから、すぐにかけ直したの。時間でいったら数秒かしら』

「だ……だったら、どうしてこちらじゃ三週間も？」

『なにせ一億年以上もの時を越えて通話しているんですもの。それぐらいのタイムラグはあり得る話じゃない？　ほら、メールなんかも、すぐに届くときもあれば半日ぐらい遅れるときがあるでしょう？　そんな感じ？　たぶん』

「ず……ずいぶんとスケールの大きな遅延だなあ……」

『そもそも、さっきの電話だって……えーと、あなたたちの基準だと、もう三週間前の電話になっちゃうのよね？　覚えてるかしら？　三週間前の電話のとき、たゆらさん、連絡が来るのに一週間も待たされて、ちょっと焦ってたっていってたわよね？』

「え、ええ、いってましたね」

『そのときだって、わたしたちが電話したのは、あなたたちが消えてから、三日後』

「マジっスか！」

『マジっス。こうして一億年以上もの時を越えて会話できてるってだけでもけっこう無茶なんだから、それぐらいの時間のズレは、まあ、しかたないものと思ってもらわなくちゃ』

「は、はあ……」

『で、誤解のふたつめ』

「は、はい……」

『あなたたちを元の時代に戻す方法……ちゃんとあるわよ？』
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「なーにー！」

　たゆらは思わず絶叫した。

　その叫びを聞きつけたあかねも、「なに？　どうしたの？」とタオル代わりの布で身体を隠しながら、ぺたぺたと足音を立てて近づいてくる。

「た、助かる方法、あるんだって！　おれたち！　玉たま藻もさんが！」

「え？　なに？　どういうこと？」

「だから……えーい、玉藻さん！」

　たゆらは携帯電話に向かって吠ほえた。

「ほ、本当なんだろーな！　また例の時と場合を選ばないタチの悪いジョークじゃないだろうな！　もしそうだったら、たとえ親とはいえ、おれは……！」

『安心なさいな。ちゃんとこっちに戻れるわよ。九きゆう尾びの狐きつね、ウソつかない』

「お……おお……」

　携帯電話に耳を寄せていたあかねも、ようやく理解したのだろう。信じられないといった表情で、たゆらを見つめてきた。

　たゆらは、無言であかねを抱きしめる。

　あかねも、無言でたゆらに抱きつく。

　しばらくそのまま、互いの体温を確かめあった。

『もしもーし、もしもーし？』

「――っと、も、もしもし、玉藻さん？　あのさ、でもさ、前の電話だと……あきらめろって、玉藻さん、そういったんだぜ？　もういちどタイムスリップするのはあきらめろって……だからおれたち、てっきり」

『ああ、たしかにいったわね。タイムスリップするのは無理よって』

「そうだよ。そこで電話が切れたもんだからさあ」

『ふふふふふ……いったとおり、たゆらさんとあかねさんをタイムスリップさせるのは難しいわ。でもね、ヒントはＳＦ小説に転がっていて……つまりね、たゆらさんとあかねさんはべつに異世界にいるわけじゃないでしょう？　おなじ地球にいて、ただ単に一億年だか二億年だか前にいるだけでしょう？　だったら、そのまま一億年だか二億年だかすごしてもらえば、ほら、黙っていても現代に戻れるわけじゃない』

　なるほど、玉藻のいうとおりではあるが。

「あ、あのー、さすがに妖あやかしのおれでも、一億年を生きるのはキツイんですが」



    

  
    
      



    

  
    
      『だれが長生きしなさいっていったの。コールドスリープって、知ってる？』

　あ、とたゆらとあかねはそろって声をあげる。

『現代の医学じゃ治せない病気を持った患者さんなんかを、冷凍保存して、未来へと送り届ける技術のことね。それを利用すればいいのよ』

「で、でも、おれたち、そんな技術、持ってないよ!?」

『あなたがやるのよ、たゆらさん』

「お、おれェ!?　いやいやいや、無理ですって。雪女でもなし、おれには……」

『できなきゃたゆらさんとあかねさんで、アダムとイブにでもなってもらうしかないわねえ。かなり歴史が変わっちゃうでしょうけど……あらやだ、これじゃ本当にＳＦだわ』

「アダムと、イブ……」

『なあに？　どうしたの？』

「い、いや、なんでもないっス！」

　たゆらは、ついついさっきまでのあかねとの会話を思いだしてしまっていた。

「だけど……おれ、本当にそんな力はないし……」

『力なら耕太さんとちずるが貸すわ。この携帯電話経由で、〈神〉さまパワーをね。それを使えば、たゆらさんにも使えるはずよ……殺生石の術がね』

「殺生石の術？　玉たま藻もさんの？」

『ええ。知ってのとおり、殺生石と化してしまえば、よほど偉いお坊さんか聖者にでも解いてもらわないかぎり、何億年経たったって変化することはないわ。変わることなく、時を流れてゆくことができる……あとは現代に来たところで、わたしたちが発掘してあげるから。殺生石と化したたゆらさんとあかねさんを、ちゃんとね。どう？』

「どうって……やるしかないんだろ？　だったらやるよ！」

『よろしい。さすがは男の子。では、さっそく』

「っと、待った！」

　たゆらは、ちらりと横のあかねを見る。

　いままでそれどころじゃなかったために確認していなかったが、あかねは生まれたままの姿だった。その小さなタオル代わりの布で精一杯に身体を隠した格好は、まさにイブにふさわしい。ぜんぜん隠せてなかったし。湯あがり玉子肌が、おうおうおう。

「あの……一時間ぐらい、待ってはいただけないでしょうかね？　あ、いや、三十分でも、なんなら三分ぐらいでもどうにかできる自信はあるんですけど」

「バカ」

　湯あがり玉子肌のイブに、たゆらは耳たぶをつねられた。

「そんなこと、帰ってから……ゆっくりとすればいいでしょう？」

「ゆ、ゆっくり？」

「ホント、バカなんだから」

　イタタタ。

　そのまま耳たぶを強く引っぱられて、たゆらは涙をこぼす。もちろん嬉うれし涙だ。

『そうねえ……こちらとしてはべつに待ってあげても構わないんだけど、でも、また電話が切れちゃったりしたら、こんどはどれくらいタイムラグがあるかわからないわよ？　下手すれば十年後くらいにつながったりして……』

「いますぐやりましょう！　〈神〉さまパワー、お願いします！」

　たゆらの言葉に、玉たま藻もの声は笑いながら遠ざかっていった。

　代わりに、耕太とちずるの声がやってくる。

『いくよ……（いくわよ……）たゆらくん……（たゆら……）』

　と、ふたりの声は重なって響いた。

『死なないでね……（死んだらゆるせ……）』

「って、ナニ？　死ぬ？」

　聞き返す間もなく、携帯電話の輝きは増した。

　その光はあたりを日中のように照らしだし、もはやたゆらは直視することもできない。付近に潜んでいた恐竜がたじろいだのか、おたけびをあげながら逃げだしてゆく。

　そして携帯電話をつかんでいたたゆらの手からは、力が入りこんできた。

「う……おおおおおおおお!?」

　激しい、あまりにも激しい力の奔流だった。

　身体全体が焼けつきそうな苦痛に、たゆらは吠ほえる。

「源みなもと!?　源!!」

　耐えきれず携帯電話を離しそうになったとき、あかねの声が届いた。

　携帯電話の輝きがまぶしくて、あかねの表情はうかがえない。だが、どんな顔をしているのかなんて、声を聞けばわかった。

　だーいじょうぶだって……。

　たゆらは、にぃっと笑う。

　不思議なことに、あかねの声を聞いたとたん、たゆらの身体には力が湧わいてきていた。

「うらぁ！」

　叫びとともに、すべての力はたゆらの肉体に収まる。

　つぎの瞬間、しっぽのつけ根がとんでもなく熱くなった。

　そして生まれたのは七本の金色のしっぽだった。

　元からある二本の銀毛のしっぽとくわえて、たゆらは計、九本のしっぽとなる。

　仮ながら九きゆう尾びの狐きつねになったとたん、たゆらの脳裏には殺生石の術の使いかたが浮かびあがってきた。玉たま藻もが〈神〉さまパワーといっしょに送りこんできたのか、それとも九尾の狐になると自然に使いかたがわかるようになるのか、とにかく準備はできた。

「朝あさ比ひ奈な……」

「源……」

　たゆらは、あかねに手を伸ばす。

　そっと抱きよせ、そして唇を重ねた。

　きん、という金属的な響きとともに、ふたりの身体は黒ずんだ石へと変わってゆく。

　たゆらの意識はとだえた。
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　朝がきた。

　二月の寒々しい空の下を、たゆらはとぼとぼと歩く。

　今日は、日付的には月曜日である。

　だから、おなじく通学路をゆくまわりの生徒たちの顔つきも、たゆらといっしょであんまり陽気なものではなかった。むしろ暗い。なにせ風は肌寒いし、空は曇っているし、おまけに長い一週間の始まりを告げる月曜日なのだ。明るくなれというのが無理ではあった。

　もっとも、たゆらの憂鬱の理由は、ほかにあったのだが。

　はー……。

　たゆらは深くため息をつく。

「おはよう、源」

　と、そのとき、背中から挨あい拶さつをされて、たゆらの心はどきんと震えた。

「おう……朝比奈」

　震える心を隠して、たゆらはあえてゆっくりと振りむく。

　後ろに立つあかねは、制服姿で、うん？　と首を傾かしげた。

　その肌は決して日に焼けて黒くはなく、髪もぼさぼさと長くはなっていない。いつものようにこざっぱりとして、おでこはつるんと剥むきだしにしていた。もちろん眼鏡のレンズには傷ひとつない。

　あかねは普通だった。

　そしてそんな普通のあかねを見たとたん、たゆらの胸はうずきだすのだった。

「どうしたの？　朝だっていうのにずいぶんとテンションが低いけど。なにかあった？」

「いーや……べつに？」

「あ、わかった。昨日、日曜日だからって夜更かししたんでしょう。まったく……また授業中に眠るつもりね！」

「寝たりなんかしないよ……だいじょうぶさ」

「んー？」

　あかねが、たゆらの顔を下から覗のぞきこんでくる。

「本当に、どうしたの？　ヘンよ、源みなもと？」

「な……なんでもねーって！　あは、あはははは！　ちっくしょう、おもしろいと思ったんだけどなー、昨日の深夜映画！　これがまたクソつまんなくってさあ！」

　たゆらは笑った。

　笑って笑って笑いまくったら、涙が目め尻じりからあふれてきた。

　だからどうした。たゆらはひたすらに笑う。

　あはははは、あはははは、あはははは！
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　たゆらが眼めを覚ますと、目の前には耕太がいた。

　耕太は、全身、黄金色のオーラで身を包んで、頭からは狐きつねの耳を、腰からはしっぽを生やしていた。しっぽの数は一本。頬ほおからは左右三本の髭ひげ。そんなちょっとカワイイ姿で、仰あお向むけになっていたたゆらの横に正座して顔を眺めて、よかった……と声を洩もらす。

「なんだ……ここ……耕太？　え……？」

「まだ動かない！」

　身体を起こそうとして、たゆらは耕太に止められた。

　ただしその声は、耕太ではなく、ちずるのものだった。

「そ……そうだよ、たゆらくん。たゆらくんは、一億年以上も旅をしてきたんだから……」

　一億……？

　なにいってんだ、いったい？

　こんどは耕太の声で「一億年以上も旅をしてきた」と告げられ、たゆらはまだぼんやりとした頭で考えこむ。

　一億……一億……一億……一億年？

　ぱっ、と記憶が戻った。

「朝あさ比ひ奈な！　朝比奈は――あだだっ！」

　いきおいよく身体を起こしたとたん、ばきびきぼき、とたゆらの肉体のいたるところから異音が発せられる。

　あぐ、あご、あげ……たゆらはふとんの上でうめいた。

「ホンットにバカね、おまえは……。一億年以上も石になってたのよ？　いきなり身体を動かしたりなんかしたら、そうなるに決まってるじゃない」

　耕太に憑ひよう依いしたちずるが、呆あきれた口調でいう。

　そういいつつも、耕太の手からは治癒の力を放っているらしく、だんだんとたゆらの身体の痛みは薄れてきた。

「あ……朝比奈は……？」

「こちらです、たゆらさま」

　雪ゆき花はなの声が届く。

　その声に、たゆらは横になったまま、慎重に顔の向きを変えて、見た。

　あかねはたゆらのとなりで、ふとんに寝かせられていた。

　学生寮を勝手に改築して作った耕太とちずるの部屋で、たゆらとあかねは殺生石の術を解かい呪じゆさせられていたらしい。術を解くのはあかねが先だったようで、胸元までかけられたシーツから覗のぞく顔や首筋や肩口は、すっかり生気を取り戻していた。

　はー、とたゆらは安あん堵どの吐息をつく。

「よかった……って、おお!?」

　たゆらは、自分の眼めを疑った。

　ほっとしたとたん、あかね以外の姿もたゆらの眼には入ってくる。その入ってきたものの姿が、たゆらにはあまりにも信じられなかった。

　あかねのすぐそばには、玉たま藻もが正座して座っていた。

　その玉藻の姿は、なぜか、薫くん風ぷう高校の制服姿だった。

　あのブレザーとチェックのスカートだけではなく、中に着る白いブラウスや首もとのリボンまで、すっかり完かん璧ぺきな姿である。そんな高校生以外には許されない格好をした玉藻は、なぜかおでこ剥むきだしの髪型をして、眼鏡をかけ、その頭には葉っぱをのせていた。

「お帰りなさ～い、たゆらさ～ん」

「あ……た、ただいま、です」

「うん？　この格好？　どう、似合うかしら？」

　玉藻は、にこやかに腕を広げて制服を見せびらかしてくる。

　たゆらは、あは、あはは……と乾いた笑い声をあげるしかなかった。

「あ、あのー、どうしてそんな、薫くん風ぷう高校の制服なんて……？」

「玉たま藻もは、あかねの代わりをしてたんだよ？」

　答えたのは玉藻の横で蓮れん、藍あいの双子とともにあかねを見守っていた、望のぞむだった。

「朝あさ比ひ奈なの代わり……？」

　すぐにたゆらはその意味を理解した。

「そっか、そうだよな。いきなり一ヶ月も行方不明になっちゃ、大騒ぎになっちまうもんな。って、こっちじゃ三日しか経たってないんだっけ？　まあ、三日だって騒ぎにはなっちまう……朝比奈の代わり、ありがとうございました、玉藻さん」

　たゆらは頭をぺこりとさげる。

　なるほど、玉藻の頭の葉っぱは、あかねに化けるためのものだったのだ。

「こちらこそ、とても楽しかったわ。一週間ほど高校生活を味わってみるのも」

　しかし、どんな高校生活を送っていたのだろう……朝比奈の評判に傷がついていなければいいけど……と、たゆらはちょっとばかり不安も覚えた。

　と、ここで首を傾かしげる。

「ん？　一週間ほど？　三日じゃなくて？」

「ええ、一週間よ。だって、たゆらさんとあかねさんが一億年以上前にタイムスリップしたのが、先週の日曜日。それから三日後の今週、水曜日にあなたたちとは携帯電話で連絡がとれて、でもって、殺生石になったと。それからさっそく、たゆらさんたちを発掘するために、アメリカはコロラド州まで移動して……」

「あ、アメリカ!?　コロラド!?」

「そう、コロラド州。そこへ合体して〈神〉さまパワー全開の耕太さん、ちずるが太平洋をはるばる飛んで、横断して」

「飛んで横断したの……？　大陸弾道弾ならぬ、大陸弾道〈神〉さま……？」

「急じゃ飛行機のチケットもとれないし、時間がかかってしまうもの。まあ、すこし迷っちゃって一日かかって、現地に到着したのが木曜日と。それから掘りだすのに意外と時間がかかってしまったみたいで、金曜日と。なにせ一億年。けっこう深いところまで潜っちゃってたみたいよ～？」

「そ、そうなんだ……」

「で、こちらへと戻ってきたのが土曜日ね。それからたゆらさんたちの殺生石化を解いたり、病気やら寄生虫やらのチェックをしたりなんだりで、もう日付的には日曜日ね……。そのあいだ、耕太さんもちずるも、不眠不休でがんばってたんだから。お礼をいうなら、ふたりにね」

　玉藻にうながされて、たゆらは耕太へと視線を向けた。

　耕太自身か、それとも憑ひよう依いしているちずるか、三本髭ひげの少年は、えへへ、と笑う。

「つーか……おれと朝比奈がタイムスリップしちまったそもそもの原因は……」

「ええ、わたしたちの娘よ！」

　ちずるの声とともに耕太の身体は腰をひねり、腰から伸びる狐きつねのしっぽを振るった。

　黄金色のオーラをまとった太いしっぽに、たゆらの顔面は打たれる。

「ぶはっ！　そ、それが反省する態度ォ!?」

「ち、ちち、ちずるさん！」

　耕太は自身の身体のコントロールを奪い返して、頭をぺこぺことさげた。

「ごめんなさい、ごめんなさいたゆらくん！　娘ともどもごめんなさいー！」

「くっ……！　父親はともかく、なんて母親だ！　まさしくモンスターペアレント！」

「そして、我らは」

「お留守番してた」

「まどかの見張り」

　と、なぜか蓮れん、藍あい、そして望のぞむが、むん、と胸を張って見せる。

　たゆらは、ゆっくりと身体を起こして、ばりばり頭をかいた。

「まあ……原因がどうあれ、助けられたことには違いないもんな……ありがとよ。礼をいうよ。みんなに。おれも朝あさ比ひ奈なも、助かった。マジで。ありがとう」

　深く頭をさげる。

「そ、そんな、たゆらくん……」

　玉たま藻もが、はいはい、と手を叩たたいた。

「さあさあ、耕太さん、ちずる、あともうひとふんばりよ。あかねさんの処置を終えれば、あとはゆっくり休めるわ。がんばりましょう」

「朝比奈の、処置……？」

　たゆらはさげていた頭を起こす。

「なんだよ、まさか、朝比奈の身になにか！」

「落ちつきなさいっての！」

　問い詰めようとしたら、がす、とちずるが憑ひよう依いした耕太の身体で蹴けってきた。

「こ、耕太の身体で蹴るなよ！　ちずるの身体ならともかく！　ショックが大きいから！」

「安心しなさいよ、たゆら。ただ単に、記憶の改ざんのしあげをするだけだから」

「ああ、なーんだ、記憶の改ざんね……って、なに!?　改ざん!?」

「そうよ、記憶の改ざん。まさかタイムスリップしちゃっただなんて、あかねに覚えていられちゃ困るでしょ？　だから記憶を書き換えるの。あかねの代わりに母さんに学校にいってもらったのだって、あかねの不在を隠すのが半分、もう半分の理由はあかねに偽の記憶を移すためなんだもの。母さんが体験した日常生活の記憶を、うまくボロがでないように変えて、ね」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ……そんなことしたら……そんなことしちまったら……」

「な、なに？　どうしたの？」

　そんなことしちまったら。

　あの瞬間は？

　ふたり、心が通じあった、想おもいが通じあった瞬間は!?

「よくわかんないけど……もう記憶の改ざんはほとんど終わっちゃってるのよね」

「え」

「ごめんなさいね～、たゆらさん？　わたしがあかねさんとしてすごした、ここ一週間ばかりの記憶は、すでにあかねさんのなかへ移してしまっているのよ」

　玉たま藻もが、すまなさそうに告げた。

「ふえ」

「あとは身体の日焼けあとを消して、伸びた髪も整えて、服を着替えさせて、完かん璧ぺきに痕きず跡あとを消したら、あかねの自宅に送り届けるだけで……あー、まだけっこうある……服とか靴とかはもう買ってあるんだっけ？　雪ゆき花はな？」

「すでにすべて用意してあります。眼鏡もあたらしく」

　ちずるの問いかけに、雪花はよどみなく答える。

「そっか……じゃあ耕太くん、もうひとふんばり、がんばろー」

　ちずるは自分が憑ひよう依いした耕太にそう語りかけ、とんとんと肩を叩たたきながら立ちあがって、あかねの元へと向かった。

「ま、待ってくれ……頼むから待ってくれよ……」

　たゆらの訴えに、狐きつね耳みみ、しっぽを生やした耕太の身体が立ち止まる。

「なあ……おれとすごした、あの恐竜がいる時代での、一ヶ月間の記憶は……？」

　耕太と玉藻が、顔を見あわせた。

「ごめんなさい」

　ふたりそろって頭をさげる。

　雪花もあわせて頭をさげ、遅れて蓮れん、藍あいもさげた。ただひとり、望のぞむだけは、ん？　と首をひねる。

　あ、あああ……。

　あああああああー！



★



　けっきょく、とたゆらは朝の通学路をゆくあかねの、その背を後ろから見つめながら思った。

　ぜーんぶ、儚はかない夢だったんだよな。

　だって記憶、無いんだもの。

　朝あさ比ひ奈なったら、あの古代の世界での記憶、ぜんぶ失なくしちゃってるんだもの。

　覚えてないんなら、無いのとおなじだろ？

　たしかに、あの瞬間、あかねとたゆらの心は通じあった。

　が、それはあの状況があったからこそなのだ。まわりは恐竜だらけという、お互いのほかにはなんら頼るもののない過酷な生活を一ヶ月も続けていたからなのだ。あの濃密な時間があったからこそふたりは通じあえた。アダムとイブになれた。

　そしていま、あの一ヶ月は無い。

　すべては消え去った。

　時の海に消え去ってしまった――。

「ああ……」

　たゆらは盛大にため息をつく。

　ため息ときたら、ついてもついても喉のどの奥からこぼれてくるのだった。

「本当にどうしちゃったの、源みなもと？」

　前方を歩くあかねが、立ち止まって振りむく。

「寝不足っていうより、なんだか調子自体がすっごく悪そうに見えるわよ？　あんまり無理しないほうがいいんじゃない？」

「調子？　調子ね……」

　たしかにたゆらの調子はよくなかった。とくに心の調子が。

「いや、なんていうかさ……とても大切なものを失なくしちまってさ……」

「大切なもの？　なあに、おサイフ？」

「うん、お金は大切だよね。でも、そうじゃなくて、いわゆるハート的な」

「なんだかよくはわからないけど、失くしたのなら、また手に入れればいいんじゃない？」

　まったくもっておっしゃるとおりであった。

　しかし、いちどは手に入れたというのが大きいのだ。手に入れてしまっただけに、それが幻になってしまったとわかったときの喪失感ときたらもうハンパない。ペットロス症候群ならぬ、これはラブロス症候群である。

　でも……。

　たゆらは、眼鏡にかかった眉まゆをいぶかしげに曲げるあかねの顔を、じっと見つめた。

「そう……だよな。また手に入れればいいんだよな」

　ペットロスとは違う。死に別れてしまったわけではない。

　生きているのだ。目の前に、彼女は存在しているのだ。

「そうよ。落ちこんでるなんて、源らしくないわよ」

「うんうん……落ちこんでるだなんて、おれらしくないよな！　そうだよ、またがんばればいいんだよ。逆に考えてみれば、いちどは成功したんだ。つぎだって……」

「そうそう。もういちどイブの心を手に入れるために、がんばりなさいな、アダムさん」

「おう！　おれ、がんばる！」

　元気を取り戻したたゆらを見届けて、あかねは前へと向き直る。

　ぺろ、と小さく舌をだした。

　もちろんたゆらは気づかない。

「うおおおおお、がんばるぞー！」



    

  
    
      


　三、のぞむの名探偵





　　１、事件前夜



「じゃあ、いきますよ、ちずるさん……」

「ん……」

　パジャマ姿の耕こう太たは、ちずるの両肩をつかむ。

　やはりパジャマ姿だったちずるは、そっとまぶたを閉じた。

　まぶたを閉じたちずるに、耕太は唇を近づけてゆく。

　すぐ横では愛まな娘むすめのまどかがきょとんとした顔で見あげるなか、おそろいのパジャマ姿だった耕太とちずるは、口づけを交わそうとして――。

　唇が重なる瞬間、突然、玄関のドアが開く。

「ごはんー。ごはんー。にくー。にくー」

「あー、おなかぺこぺこですー」

「疲労困こん憊ぱいですー」

　望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人が、ぞろぞろと入ってきた。

　薫くん風ぷう高校の制服姿だった三人は、玄関に靴を脱ぎ捨てかけて、固まる。

「お」

「あ」

「わ」

　耕太とちずるは、ちょうど三人の真正面にあたる部屋で、互いに膝ひざ立だちとなってキスする寸前だった。

　ぱっ、と耕太はちずるから離れる。

「――あ、あの、これはですね！」

　しかし追いかけてきたちずるに、耕太は抱きしめられた。

「やだー、なあにー。いいところなんだから邪魔しないでよー」

　内側からパジャマを押しあげる、ちずるの胸のふくらみ。その険しいちずる峡谷に、耕太の顔面はすっかり埋うずまってしまう。

　むにむに、むに。

　ぷはっ、と耕太はどうにか抜けだした。

「な、なにいってるんですか、ちずるさん、違うでしょ！　これは、またまどかがまわりに迷惑をかけたりしないように、力を封印するために……」

「え？」

「まどかの力、封印するんですか？」

　まだちずるに抱きつかれながらの耕太の訴えに、蓮と藍の眼めはぱちくりとなる。

　抱きついたままのちずるは耕太に向かって、ぶーぶーと唇を尖とがらせた。

「もう。耕太くんったら、すぐバラしちゃってー」

「こ、こんなの騙だましてどうするんですか……」

「あーあ、せっかく望のぞむに見せつけてやろうと思ったのになー。そうよ。わたしたち、まどかの力を封印するために合体しようとしてたの。ほら、まただれかを過去やら未来やらに飛ばされちゃったら大変でしょ？　後始末するのはわたしたちなわけだし……たゆらとあかねのときには、そりゃーもう苦労させられたし」

「だから、まどかがきちんと力をコントロールできるようになるまでは、封印しておこうって……でも、まどかの力ってスゴイでしょ？　封じるためにはそれなりの力が必要で」

「ああ、なるほど」

「だからパパとママは合体して、例の〈神〉さまパワーを使おうとしたんですね」

　蓮れんと藍あいは、納得したようにうなずく。

　うなずいて、耕太とちずるの横で、畳の上にちょこんと座っているまどかを見た。

　金髪のおかっぱ頭で、頭頂部から狐きつねの耳を生やした赤ん坊は、だう？　と蓮と藍を見返して、小首を傾かしげてみせる。とたんに、蓮と藍の表情はとろんととろけだすのだった。

　いや、蓮と藍だけではなく、耕太の表情までとろけだした。

　さっ、とちずるは耕太から離れ、まどかを抱きあげる。耕太の視界から奪った。

「ってゆーか、あなたたち、いままでなにをやっていたの？」

　ちずるは娘を抱きしめてよしよししながら、壁の時計を示す。

　時計の針は、すでに夜の九時を回っていた。

「なーんか最近、妙に帰りが遅くない？　学校が終わってから、こんな時間まで夕食も食べずに……よく望、我慢できたわね？　ひと十倍は燃費の悪い身体なのに」

「ハードボイルドだから、しかたない」

　ちずるの問いに、なぜか望は、ふっ、と鼻で渋く笑って、答える。

「そうですよね、ショチョー……」

「ハードボイルドは、やせ我慢が大切なんですよね、ショチョー……」

　蓮と藍まで、ふっ、と鼻で笑った。

「は、はーどぼいるど？　ショチョー？　なんなの、それ？」

　しかし三人は、ふっ、ふっ、ふっ、と鼻で笑うばかりで、ちずるの問いには答えない。

　ちずるは眼めを、すっ……と細くさせる。

「ちょっと、あなたたち……？　考えてみれば、なんだか冬休みからずーっとあなたたち三人はつるんでるんだっけ。こら、なにをこそこそとやってる？　正直に答えなさい」

　やっぱり三人は答えなかった。

「ふっ……それはヒミツなんだよ、ちずる」

「ふっ……なぜなら」

「ふっ……カッコイイからなのです！」

　ふっふっふっ……こんどは望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人は、渋く低い声で笑いだす。

「あのねえ」

「ちずるなんか、今日も学校をサボったくせに！」

　びしっ、と望に指さされ、「うっ」とちずるは自分の胸を押さえた。

「だ、だってそれは、昨日、たゆらとあかねを元に戻すので本当に疲れきったから……しかたないでしょう？　わたしたちだって学校にはいきたかったもん！　ね、耕太くん？」

「ああ……まどかたん……まどかたん……」

「ええ!?　いつのまに!?」

　耕太はちずるが抱きあげて視界から隠したはずの娘の前に立って、惚ほうけた顔つきをしていた。ぶつぶつと娘の名をつぶやき、その口の端からはよだれをたらす。

　あわててちずるは身体をひねって、まどかを隠した。

　しかし耕太は素早いカニ歩きを駆使して、すぐさまちずるの前方へと回る。

「まどかたん！」

「やだ！　進化してる!?　いや、悪化してる!?」

　わー、きゃー、とちずるがわめくなか、望、蓮、藍は玄関から室内へとあがりこんだ。

　部屋の真ん中にあったちゃぶ台を囲んで座り、合唱を始める。

「ごはんーごはんー」

「おなかぺこぺこですー」



    

  
    
      



    

  
    
      「ぐーぐーですー」

　その合唱を聞き届けたのか、ぱこん、と下から畳が開いた。

　一階にて玉たま藻もに仕えているはずの雪女たちが、メイド服姿で顔を覗のぞかせる。

　メイド服姿の雪女たちはぞろぞろと床下からあらわれ、勝手に耕太たちの部屋の台所を使いだした。勝手に冷蔵庫を開けて食材をとりだし、勝手にとんとんとんとなにかを刻み、勝手にコンロの火をつけて調理しだす。

　やがて、料理はできあがった。

　メイド服姿の雪女たちが持ってきたのは、特大オムライスだった。

　望のぞむの前に置かれたものは五人前、蓮れんと藍あいの前に置かれたものでも二人前ほどの大きさがある。ご丁寧にもそのオムライスの上にケチャップで望、蓮、藍の名前を書いてから、メイド服姿の雪女たちはまた床下へと帰っていった。

「耕太くーん！　正気に戻ってー！」

「まどか！　まどか！　Ｍ・Ａ・Ｄ・Ｏ・Ｋ・Ａ、ま、ど、かー！」

「ああっ、ついにオリジナルの振りつけで奇妙なダンスまでっ！」

　ちずるの嘆く声がとどろくなか、望、蓮、藍の三人は、遅い夕食をとるのであった。がつがつがつと、一心不乱にオムライスを食らう。

「耕太くーん！」



　　２、事件発生



　めざまし時計が、鳴る。

　もぞり、とちずるは寝床のなか、身体を動かした。

　むにゅ……とつぶやき、枕まくらのすぐそばで懸命にベルを打ち鳴らす時計を見つめる。

　手を伸ばし、つかんで、止めた。

　止めて、枕に突っ伏す。

　しばらくそのままの体勢でいたが、やがて、むくりと身体を起こして、ふあああああ、とあくびした。「んー……！」と声を洩もらしながら背筋を伸ばして、視線を窓へ。目め尻じりに浮かんだ涙を指先で拭ぬぐって、カーテンごしに朝の光を見た。

「……もう一日、サボっちゃおうかな……？」

　にこっ、と笑みを浮かべる。

「よし！」

　ちずるは起きあがった。

　となりのふとんで眠りこけている耕太に、起きる気配はない。

　それどころか、ちずるに抱きついて眠っていた蓮と藍や、耕太のとなりであたかも犬が眠るかのように丸くなっていた望にも、目覚める様子はなかった。

　ふふっ、とちずるは笑って、そっと立ちあがる。

　部屋の隅に置いてあったベビーベッドへと静かに歩きだした。

「今日はみんなで、学校はお休みっと……さあ、まどか、どうするー？　どっかいっちゃおうか？　力も封印したことだし、また〈大恐竜展〉にでもいっちゃう？　あのときはとてもゆっくり見てられなかったし……」

　と、ほとんどひとりごとのように小声でつぶやきながら、ちずるはベビーベッドのなかを覗のぞきこむ。

　その笑顔が、固まった。

　ぶん！　ぶん！　と首がもげそうないきおいでちずるはあたりを見回す。

　横長の部屋の四方、隅々までを見た。

「あ、あ、あ……」

　もういちどベビーベッドのなかをたしかめて、そしてちずるは震えだす。

　小刻みにかたかたと震えながら、だんだんと口を開いていった。

　悲鳴が、その開いた口の奥から、ほとばしった。



★



　ちずるのあげた悲鳴に、耕太のみならず、全員が眼めを覚ました。

　望のぞむ、蓮れん、藍あいはもちろんのこと、天井裏やら窓やら床下やら押し入れやらタンスやらに潜んでいたらしい玉たま藻も配下の雪女軍団や、その頭領である雪ゆき花はなが、室内に飛びこんでくる。

「――なにごとですか！　ちずるさま！　ちずるさま！」

　と、ちずるにいきおいよく尋ねる雪花は、かわいらしいパジャマ姿だった。

　雪だるま模様の黄色いパジャマで、おまけにちょっとサイズが大きい。

「きゃー！　きゃー！　きゃー！　きゃああああ！」

「ちずるさん！　どうしたんですか、ちずるさん！」

　耕太が揺さぶると、ようやくちずるは正気を取り戻した。

「こ……耕太くん？」

「いったいどうしたんですか、ちずるさん？」

　あらためて尋ねると、ちずるは震える手で、そばにあったベビーベッドを指さす。

「ま、まどかが……まどかが……」

「まどかが？　いったい――」

　耕太はベビーベッドのなかを見て、固まった。

　いない。

　ベビーベッドのなかは、空っぽだった。

　しわくちゃのシーツを残して、あとはなにもなかった。

　耕太は、かたかたと震えだす。

　震えながら口を開いて、その奥から、悲鳴をほとばしらせた。



★



「わー！　わー！　わー！」

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

「わー！　わー！　わー！」

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

　耕太とちずるは悲鳴をあげながら、ふたり、手と手をとってその場をくるくると回る。

「わー！　わー！　わー！」

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

「わー！　わー！　わー！」

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

「――って、うるさい」

　ぱここーん。

　耕太とちずるは、玉たま藻もに頭を叩たたかれた。

　玉藻は頭にナイトキャップをかぶったセクシーなネグリジェ姿で、手にはさきほど耕太とちずるの頭を叩いた黄色いメガホンを持っていた。

「だ、だってだってだってですね、玉藻さん！」

「そうよ！　だってだってだってなのよ母さん！」

「わかってるわよ。まどかがいなくなっちゃったっていうんでしょう？　朝っぱらから近所迷惑なんだから、ちょっと静かになさい」

「し、静かになんて、玉藻さん！」

「できるわけないでしょ、母さん！」

「だからって、そうやってぎゃーぎゃー騒ぎながら手に手をとって、らんたったーらんたったーとダンスを踊ってればまどかの居場所はわかるの？」

「わかるわけないじゃないですか、玉藻さん！」

「わかるわけないでしょーが、母さん！」

「だったらすこし落ちつきなさい！」

　ぱここーん。

　またも耕太とちずるの頭は玉藻に叩かれた。

　うー、と耕太とちずるは叩かれた自分の頭を手で押さえる。

　その眼めに、じわっと涙が浮かんできた。

「わーん！　まどかー！」

「あーん！　まどかー！」

　こんどはふたり抱きあって、盛大に泣きだす。

　おーいおーいと泣くばかりの耕太とちずるを見て、はあ、と玉藻はため息をついた。

「雪ゆき花はな。あと、望のぞむさんに、蓮れんちゃん、藍あいちゃん？　部屋のなかを捜してくれる？　まどかはもう歩けるようになっていたから……もしかして、どこかへ入りこんでしまったのかも。きちんと戸締まりはしていた以上、外にでるとは考えにくいしね」

　その言葉に、「はっ」と雪花は返事して、配下の雪女たちに指示をだす。

　望も「おうっ」と元気よく答えた。

　蓮と藍は、突如発生したまどか行方不明という事態や、その結果、すっかり錯乱した耕太とちずるを前におろおろしていたが、冷静な玉たま藻もの言葉でもちまえの強さを取り戻す。力強くうなずき、室内を捜索する望たちにくわわった。

　完全にダメになっていた耕太とちずるも、ここにきてさすがに立ち直る。

「ち、ちずるさん、ぼくたちも！」

「そ、そうね、耕太くん！」

　うおおおお、と押し入れに向かい、いきおいあまって戸を突き破った。



★



「捜したけどどこにもいないじゃないですかー！」

「ぜんぶ捜したのにー！　ぜんぶー！　あーん！　母さんのうそつきー！」

　懸命の捜索にもかかわらず、まどかの姿を見つけだすことはできなかった。

　部屋の隅々まで捜したため、押し入れやタンスの戸は開けっぱなしで、その中身はぜんぶ外にだしてある。結果、ふとんやらシーツやら、服やらぱんつやらぶらじゃーやらが積み重なって山となっていた。その前で、耕太とちずるは、びえーんと抱きあって泣く。

「おかしいわね……」

　玉藻が、自分の頬ほおに手を当てて、うーん、と考えこみだした。

「だって力は封印してあるんだから、術でどこかへ移動なんてできないはずだし、となれば自分の足で移動できる範囲にしかいけないはずよね？　そして戸締まりはきちんとしてあった……なのに、この部屋のどこにもいない……」

「だれかにさらわれたんだ……」

　そのつぶやきを発したのは、耕太だった。

「そうだ、そうだよ、耕太くん……きっとそう……だってあれだけかわいいんだもん……そりゃさらうよ……わたしだってさらう……」

　ちずるもつぶやきだし、うふふふふ、と笑う。

　耕太もちずるも、もう眼めの焦点がどこにもあっていなかった。

「いや、耕太さま、ちずるさま、だれであろうと、この部屋に侵入することは――」

　ここで、雪花がなにか説明しようとする。

　しかし、玉藻に止められた。

　玉藻は微笑ほほえみながら自分の唇に人差し指を当てて見せ、雪花を黙らせる。

　その上で、あーあ、とわざとらしくいった。

「こうなった以上、名探偵に頼むしかないかしら～？」

「……名探偵？」

「……それって？」

　変わらず焦点のあっていない耕太とちずるの眼めが、玉たま藻もへと向く。

　玉藻はにこやかな笑顔で答えた。

「いるじゃない。そ・こ・に」

　と、指さす。

　指さした相手は、望のぞむだった。

「……は？」

　耕太とちずるの口は、ぱかんと半開きとなったまま、閉じない。

　しかし望は、ふっ、と渋く鼻で笑った。

「バレちゃしかたない……蓮れん、藍あい」

「ハイ、ショチョー」

「この依頼、受けましょう！」

　望の横で、やはり渋く、ふっ、と蓮と藍が鼻で笑う。

「……は？」



　　３、依頼受諾



「……は？」

　耕太とちずるは、目の前の建物を前に、やはり口をぱかんと半開きにした。

　建物といっても、プレハブ小屋である。

　あの耕太とちずるが住む学生寮から、外にでて、学校へと向かう。その通学路の途中にある商店街――あの耕太と望が初めて出会ったスペアリブ屋がある通り――の、奥の奥、小道を進んでいった先、ほとんど外れにある空き地に、このプレハブ小屋はあった。

　このとき、状況が状況なので、耕太とちずるはジャージ姿だった。

　ジャージの上にブルゾンやコートを着ただけの格好で、耕太とちずるは口を半開きにしたまま、目の前のプレハブ小屋の、その看板を見つめる。

　看板にはこんな文字が書かれていた。



　犹えぞ守もり望探偵事務所、と。



「い、いつのまに……？」

「こんな……？」

　耕太とちずるは、ほとんど物置小屋にしか見えない犹守望探偵事務所の前で、ふたり、呆ぼう然ぜんと立ちつくすのであった。

　そんな耕太とちずるを見て、望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人は、ふっ……と渋く笑う。

　その望たちの格好は、ジャージに防寒具な耕太たちとは違って、ちゃんと薫くん風ぷう高校の制服姿だった。もっとも、昨夜耕太たちの部屋に泊まった蓮と藍はほかに着替えは持ってきていなかったので、制服を着るほかしかたなかったのだが。

「――いやあ、助かってるよぉ、すっごく！」

　突然の登場だった。

　声とともに、プレハブ小屋の陰から中年の男が飛びだす。

　男は、白いコック帽にコックスーツなんて格好をしていた。そんなコックの格好で、むふふんと得意げに笑う。

　耕太は、「あ」と声をあげた。

「す……スペアリブ屋のおじさん!?」

　突如あらわれたこの中年男性は、あの耕太と望が出会うきっかけとなったスペアリブ屋の主人だった。主人は驚く耕太とちずるの前で、いかに犹えぞ守もり望探偵事務所が優秀なのかを、だれも尋ねてなんかいないというのに語りだす。

「迷い猫や犬を捜しだしたりね！」

「落としものをたちまちのうちに見つけだしたり！」

「タチの悪いチンピラを追い払ったこともあった！」

「忘れちゃいけない、商店街を活性化してもくれたんだよぉ！」

　ひとつ語るごとに、主人は耕太とちずるにぐいぐいと迫った。

　迫られた耕太とちずるは、のけぞりながら「は、はあ……」と返事をする。

「――こんな感じでいいかな？」

　語り終えるなり、スペアリブ屋の主人は望、蓮、藍の側へと向き直った。

　ぐー、と三人は親指を立てる。

「いい説明だった」

「いままでの我々の業績が、わかりやすく語られてました」

「さすがはスペアリブ屋の名物おじさんです。だてに長く客商売はやってないです」

「いや、わたしはあくまでも肉屋の店主であって、スペアリブは調理して売ってるだけなんだけどね？　でも、うん、満足してもらえてよかった！　連絡を受けてすぐにここの陰に隠れていた甲か斐いがあったよ！」

　じゃ、わたしは仕事があるからこれで！

　と、スペアリブ屋の主人ならぬ、肉屋の店主は帰っていった。

　帰り際に、「あ、これ食べてね」とパックに入ったスペアリブを望たちに手渡す。望たちは喜んで受けとり、去ってゆく店主の背に手を振るのだった。

「では、耕太、ちずる」

「我らが犹守望探偵事務所へ」

「よーこそ！　歓迎します！」

　望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人は、プレハブ小屋の入り口へと耕太とちずるをうながす。

　その手にはさっそくスペアリブを持ち、はぐはぐと食べながら。

　ああ、そっか……ショチョーって、所長のことだったんだ……とつぶやきながら、耕太とちずるは蓮と藍が開けた戸をくぐって、事務所のなかへと入った。

「待っていたぞ……きさまら」

　入ったとたんに、声が飛ぶ。

　声は事務所の外ではなく、なかからだったので、耕太とちずるはぎょっとなった。

　それは声をかけた当人もおなじだったようで、その三角形の眼めを大きく見開く。

「小お山やま田だ……源みなもと……おまえら、こんなところでなにをやっている？」

「せ、先生、それは……」

「こっちのセリフよ、八や束つか！」

　待ち受けていたのは、耕太とちずるが通う薫くん風ぷう高校の教師であり、退魔の組織〈葛くずの葉は〉の一員でもある八束たかお、そのひとだった。

　いつものように、八束は上下黒のスーツ姿でいる。

　髪型はオールバックで、その眼は鋭く、手には竹刀しないを持っていた。

　そして、そんな八束のとなりに、もうひとり、こんどは女性がやってくる。

「おひさしぶりね～。小山田くん、源さ～ん？」

　と、丸眼鏡をかけ、太い房の三つ編みを背にたらした女性は、にこやかに微笑ほほえんだ。

　その紺色のスーツを着た女性の姿に、耕太とちずるの眼は丸くなる。

「さ……砂さ原はら先生!?」

「幾いくまで……どうして？」

　八束とおなじく、薫風高校の教師であり担任であり、退魔の組織〈葛の葉〉のけっこう偉い人である砂原幾は、ふふっ、といたずらっぽく笑って、首を小さく傾かしげてみせた。

「ふむ……」

　そんな八束と砂原の姿を、望、蓮、藍の三人は、ぽかんとする耕太とちずるの背後から、じっと眺めている。

　三人でそろって、骨だけにしたスペアリブを、ぺろりと舐なめた。



　　４、営業妨害



　犹えぞ守もり望探偵事務所のなかは、外見からは想像もできないくらいにしっかりとしていた。

　まず、入ってすぐに、外からは依頼者の姿が見えないよう、くもりガラスのしきりが置いてある。その向こうにあるのは来客用のソファーで、小さなテーブルを挟んで、向かいあわせのかたちでならべてあった。テーブルの上には電話。そして事務所の奥には小さいながらも台所があり、お茶を淹いれることすら可能であった。

　そんな犹えぞ守もり望のぞむ探偵事務所のなかに、ちずるの怒声は響き渡る。

「――なーんですってー！」

　ちずるは耕太とならんで、来客用のソファーの腰をおろしていた。

　その正面のソファーには、八や束つかと砂さ原はらがならんで座る。

　つまり、耕太とちずる、八束と砂原は小さなテーブルを挟んで、向かいあうかたちで座っていたのだった。事務所の所員であるはずの望、蓮れん、藍あいの三人は、隅のデスクにならんで腰かけている。椅い子すではなく、デスクの上に座って、足をぶらぶらさせていた。

「もういちど！　もういちどいってみなさいよ、八束！」

　ちずるはソファーから身をのりだして、八束に迫る。

「そうですよ！　もういちどいってみてくださいよ、八束先生！」

　耕太もちずるを制止したりせず、いっしょになって迫っていた。

「だから、こいつらのくだらん探偵ごっこはこれで終わりにさせると……なぜだ？　なぜおまえらがそんなに憤る？　小山田、源みなもと、おまえらもこの探偵ごっこの一員なのか？」

「探偵ごっこなんてそんな恥ずかしいこと、するわけないでしょーが！」

「そうですよ！　しませんよ！」

「だったらなんでそんなに怒ってるんだ！　意味がわからんぞ！」

　耕太、ちずるに負けじと、八束も顔を突きだす。

　三人、顔を突きあわせて、ぐるるるる、とうなった。

　その横で砂原幾いくは、ずずっ……とひとりのんびりお茶をすする。

　はあ、と満足げな吐息をついた。

　隅のデスクに腰かけて足をぶらぶらさせていた望、蓮、藍も、すっかり他人事のような顔で、肉屋の店主からもらったスペアリブにかぶりつきだしている。そうして耕太、ちずる、八束の戦いを、黙って見守っていた。

「ど……どうしてなんですか……」

　耕太はうつむき、ぷるぷると震える。

「どうして望さんたちに探偵の仕事、辞めさせようとするんですか!?　いいじゃないですか、だってみなさんの役に立ってるんですよ！　迷い猫や犬を捜しだしたり！」

「そうよ！　落としものをたちまちのうちに見つけだしたり！」

「タチの悪いチンピラを追い払ったこともあったって！」

「忘れちゃダメダメ、ここの商店街を活性化だってしたんだから！」

　耕太とちずるは、ついさきほど肉屋の店主から教えてもらった望たちの成果を、つぎつぎにならべあげていった。

　すぴー、と鼻息を荒くする耕太とちずるを前に、はー、と八束は深く息を吐く。

「知ってるよ。こちらでも調べたからな。だから辞めさせにきたんだ」

「なんで、そんなこと――！」

「ぜんぶ、妖よう怪かいとしての力を使っているからだ」

「……え？」

「犹えぞ守もりはな、いまおまえたちがならべあげた依頼ぜんぶ、人じん狼ろうとしての能力を使って解決してるんだよ」

「ま、迷い猫や犬……？」

「人狼は犬や猫と意思を通わせることができる。どこへ消えたか、犬は犬に、猫は猫に尋ねればすぐに見つけだせるだろう」

「お、落としもの……？」

「人狼の鼻は警察犬以上に効く。匂においをたどれば簡単だな」

「ち、チンピラ……？」

「犹守の強さはおまえたちだってよーくわかってるはずだな？　これに関しては七な々な尾お蓮れん、七々尾藍あいの両名も同罪だ。退魔の技はチンピラなぞに振るうためにあるわけではない。おなじ〈葛くずの葉は〉に属するものとして、到底、許せることではないな」

「だ、だったら、街おこしはどうなんですか!?　商店街の活性化！」

「そ、そうよ！　まさか商店街の活性化に、人狼の力なんて……！」

　懸命になって訴える耕太とちずるに向かって、八や束つかはスーツの内ポケットから数枚の写真をとりだした。

　ソファーとソファーのあいだの小さなテーブルへと、その写真を放ほうる。

「あ」

　写真に写っていたもの、それは、狼おおかみの耳としっぽを生やした、人狼姿の望のぞむだった。

　それだけならともかく、なんと望は、その人狼としての正体を明かした姿で、普通に商店街の通りを歩いていた。

　ほかの写真を見ると、虎柄の水着姿をした蓮と藍の姿もいっしょに写っている。

　去年の文化祭のとき、熊くま田だたちはコスプレカフェをおこなった。そのカフェでやった、虎娘のコスプレ姿であった。

「ま、まさか……」

　耕太とちずるは人狼姿の望が写った写真を手に、わなわなと震える。

「そのまさかだよ。ここの商店街に来れば、リアルな狼っ子のコスプレが見られると評判になったんだそうだ。リアルだって？　当たり前の話だな。なにせ本物の人狼なんだからな！　まったく……信じられんことをする！」

　これでわかっただろう、と八束はいった。

「妖よう怪かいの存在が一般には知られぬよう、さまざまな手段を使って隠すのが我々〈葛の葉〉の仕事のひとつなんだ。その〈葛の葉〉に属するものとしては、犹守望、七々尾蓮、七々尾藍の暴挙は見過ごすわけにはいかん。本来ならば犹守は捕縛して妖怪用の収容所送り、蓮、藍は実家へ戻して蟄ちつ居きよさせるところだが、なにせ、この三名には〈葛の葉〉としてはちょっと引け目があるからな……。負けに負けて、このふざけた探偵事務所を畳むだけですませてやろうというんだ。むしろ感謝してほしいぐらいだぞ、〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉に〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉どのよ」

　その〈神〉の名は、本来ならば耕太とちずるが嫌う名だった。

　しかし耕太とちずるは、怒りもしなければとがめもしない。

「お、お、お……お願いします！」

　ふたりそろって頭をさげた。

　写真の広がったテーブルへ、思いっきり突っ伏す。

「な、なにィ？」

　突然の誠心誠意の訴えに、八や束つかは眼めをぱちぱちとなんどもしばたたかせた。

「あと一日！　せめて一日だけ、猶予をください！」

「そうよ、お願い！　なんだったら半日だけでもいいから！」

「な……なんだっていうんだ？　いったいどうした？　なあ、小山田、源みなもと。なぜおまえたちは、そこまでして犹えぞ守もりたちに探偵事務所を続けさせたい？」

「じ、じつは……」

　かくかく、しかじか。

　耕太とちずるは、事情を説明する。

「なんだと……？　おまえたちの娘が？」

「そう……なんです……だから……」

「人じん狼ろうの鼻でもなんでも使って、居場所を捜してもらわなくっちゃ……」

「わーん！　まどかまどかまどかー！　ちゅっちゅしたいよおー！」

「あーん！　まどかまどかまどかー！　おっぱいあげたいよー！」

　耕太とちずるは互いに抱きしめあって、泣いた。

　むう、と八束は低くうめく。

「さらわれた……？　いや、そんなはずは……あれだけ厳重に……」

「まあ、ともかく」

　八束のとなりで、ずっと黙ってにこにことお茶を飲んでいた砂さ原はら幾いくが、ここで突然、喋しやべりだした。

「事情が事情ですからね～？　ここは特例として、一日、犹守さん、蓮れんちゃん、藍あいちゃんには猶予を与えるということで……どうですか～、たかおさん？」

「む……たしかに緊急事態ではあるが……」

　八束は悩むそぶりを見せて、はっ、と真横を向く。

「幾！　人前でたかおと呼ぶな！」

「あら～？　ごめんなさい、たかおさん」

「だからな……！」

「なにをいちゃついとるかー！」

　ちずるがキレてツッコミを入れた。

「そうですよそうですよいちゃつくのは帰ってからにしてくださいよ中年バカップルの八束先生！　許可をだすなら早くだしてくれないと事態は一刻を争い！」

　耕太もばんばんとテーブルを叩たたく。

「……中年、バカップルだと？」

「たかおさん、また怒られますよ～？」

「いや、しかしだな、まさかおれたちは傍はた目めからはそう見えているというのでは」

「はーやーくー！」

「はーやーくー！」

　ばんばんばばん、ばんばばん。

　耕太とちずるはテーブルを叩きまくった。

　手を止め、ぱっ、と振りむく。

「の、望のぞむさん！　蓮れんに、藍あいからも！」

「そうよ！　あなたたちからも頼みなさいよ！　本当だったらこれはあなたたちの問題なんだからね！　どーしてわたしたちだけがこんな必死になってるのよ！」

　しかし、隅のデスクに腰かける望、蓮、藍の三人は、動かなかった。

「ふっ……どんなことでも、いつか、終わりはくるんだよ、耕太、ちずる……」

「ふっ……そうです、パパ、ママ……」

「ふっ……それが、早いか遅いかです……」

　遠くを見つめながら、そんなことをいう。

「……はあ？」

　耕太とちずるの口は、そろってぱかんと半開きになった。

「いいよ」

　ひょいっ、と望が、腰かけていたデスクから降りる。

　蓮と藍も続き、三人そろってすでに食べ終えたスペアリブの骨を、ゴミ箱に放ほうった。

「いいって……なにが？」

「辞める。人じん狼ろうの力を使ってハードボイルドライフは、もうおしまい」

「ぬなっ……！」

　耕太とちずるは、ソファーから立ちあがる。

「じゃ、じゃあ、ま、まどまどまどまど、まどかは」

　あわわわわ、とふたり抱きあって、がたがたと震えだした。

「心配ご無用」

　ちっちっちっ、と望は立てた人差し指を左右に振ってみせる。

「人狼の力は使わず、まどかを捜せばいいだけ」

　力強い宣言だった。

　宣言だったが、耕太とちずるは、尋ねる。

「……どうやって？」



　　５、行動開始



「本当にどうするつもりなんだ？　人じん狼ろうとしての能力を使わないということは、つまりその鼻も使わんということなんだぞ？　人狼の優れた嗅きゆう覚かくも用いず、どうやって小山田と源みなもとの娘を捜す？」

「そ、そうよそうよそうよ！　どーするつもりなのよぅ！」

「の、望のぞむさぁん……」

　八や束つかは疑わしげに眼めを細め、ちずるはわめく。

　耕太はすっかり涙目となっておろおろするなか、望は、にこっ、と笑った。

　事務所の角にならんだ三台のロッカーを、いきおいよく開く。

　蓮れん、藍あいのふたりも、ほかの二台のロッカーをそれぞれともに開いた。そうして三人がロッカーからとりだしたのは、まるで某銭形警部が着るような、くたくたのトレンチコートだった。

　そのコートを、薫くん風ぷう高校の制服の上から着こむ。

「いくぞ、マーロウ、ハマー！」

「らじゃー、アイジン所長！」

「いえっさー、アイジン所長！」

　寒風吹きすさぶ事務所の外へ、コートの裾すそをはためかせながら飛びだしていった。

「……まーろう？　はまー？」

「フィリップ・マーロウに、マイク・ハマー……どちらも有名なハードボイルド小説に登場する、私立探偵の名だよ。決して推理小説系に登場する探偵の名ではないところが、自分たちというものをよく理解しているといえばいえるが……」

　はてな？　と首を傾かしげた耕太とちずるに、八束が説明をする。

「はー、なるほど……」

　耕太とちずるは納得した。

「ところで、みなさん、ついていかなくていいんですか～？」

　砂さ原はらが、事務所の玄関脇わきにあるコートハンガーから、自分のコートを外し、着ながら尋ねてくる。

「あ」

　耕太たちは事務所を飛びだした。

　あわてて、すでに小さくなりつつあるトレンチ三人組の背中を追った。



★



「え？　なんだって？」

　最初に望たちが訪れたのは、すぐそばの商店街の通りの、あのスペアリブ屋ならぬ肉屋の店主だった。

「よーし、わかった！　まかせといてくれよ！　町内をあげて、えっと、まどかちゃんだっけ？　その子の行方、捜させてもらうよ！」

　通りに面したカウンターから手を伸ばし、望のぞむとがっちり握手する。

　ついでに、スペアリブが入ったパックを蓮れんと藍あいに手渡した。

「これ、食べて！　特製スタミナスペアリブ！　捜査には体力がなくっちゃね！」



★



「――望さんの頼みとあれば、断れませんね」

　つぎに訪れたのは、クラブだった。

　綺き麗れいなお姉さんとお酒を呑のむクラブではなく、ずんどこずんどこダンスミュージックの重低音が響くなか踊る、若者向けのクラブである。

　繁華街のビルの地下に、そのクラブはあった。

　クラブの奥にある、ＶＩＰルーム。

　そこでトレンチコート姿の望、蓮、藍の三人は、ぎらぎらしたスーツ姿で、その首筋や手首からタトゥーなんか覗のぞかせる青年と、向かいあっていた。

「まかせてください。なにかその子の情報が入りましたら、すぐに教えます」

　じゃあ例のものを、と青年が声をかける。

　すると、脇わきに控えていたごつい身体の男が、ファストフード店のハンバーガーが山ほど詰めこまれた袋を望たちに向かって差しだした。

「急だったもので、こんなものしか用意できませんでしたが……お口にあえば」



★



　かぽーん。

　ちろちろちろと水流が竹の筒に注ぎこまれ、限界に達するとその竹筒は傾き、なかの水を吐きだす。そうして傾いた竹筒が元に戻るとき、筒のお尻しりのほうで石を打つ。

　かぽーん。

　そんなししおどしの音が風流に鳴り響く日本庭園で、どこからどう見ても任にん侠きよう道どうを極めてますといった風情の初老の男性が、着物姿で庭の鯉にエサをやっていた。

「あんたたちにゃあ、いろいろと世話になってるからなあ……」

　後ろに控える望、蓮、藍の三人に向かって、つぶやく。

「そうでなくても、なにも知らねえ赤ん坊に手をだすたぁ、わしら以上の腐れ外道だ……ああ、まかせてくんな、犹えぞ守もりの。そんなクズ、もしも見つけたら、ただじゃおかねえ」

　そうそう、と振り返った。

「おみやげのほうは、本当にたこ焼きと焼きそばでいいのかい？　たしかにそっちはわしらの得意分野ではあるが、もっといいもん、用意できるんだがな？」

　望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人は、たこ焼きの詰まった口でパックに入った焼きそばをずるるる、とすすりあげることで、男の質問に答えた。



★



　がたんごとん、と電車が頭上の橋桁を走る、ガード下。

　そのガード下の道路に、黒塗りの高級車が近づいてくる。

　薄暗がりのなかで待っていた望、蓮、藍の三人の前で、高級車は停とまった。

　ういーん、と窓が開く。

「話は、うかがいました……」

　かっちりとしたスーツに身を包んだ中年男性が、にこやかに顔を覗のぞかせた。

「なにか情報が入りましたら、すぐにお知らせしましょう。約束しますよ」

　では、これ、おみやげです、と蓮、藍に手渡す。

　ばりばりと蓮、藍が包み紙を破ると、中身は街の銘菓、風谷まんじゅうだった。

　はもはもと望たちが食べるなか、車は去ってゆく。

「……いまのいったい、だれ？」

　邪魔にならないよう、耕太、ちずる、八や束つか、砂さ原はらの四人は、脇わきで待っていた。

　そのちずるの疑問に、八束が眉まゆをひそめながら、答える。

「知らんのか、おまえら？　さっきの男は、この県の知事だぞ？」

　ぶふっ、と耕太とちずるは噴きだす。

「け、県知事!?」

「どうしてそんなのと望が、知りあいなわけ!?」

「さあな……ただ、元は警察官僚出身だった男だ。当然、この街の警察なんかにもつながりはあるだろうな」

「はー、それにしても、犹えぞ守もりさんたちったら、ずいぶんとすごい人脈ですねえ～」

　砂原が、しみじみといった。

「まったくだ。商店街の人間や、街の不良どもあたりならともかく、ヤクザやら県知事やら、いったいなにをやらかして知りあったんだ？　まさか、〈葛くずの葉は〉でもつかめていない事実があるとでもいうのか……？」

　耕太、ちずる、八束、砂原がそれぞれの想おもいを胸に見つめるなか、トレンチコート姿の望、蓮、藍の三人は、ガード下で、おみやげのまんじゅうをすっかり平らげる。

「って、ゆーか……いいかげん、食べすぎよね」

　ちずるの声が聞こえたのか、三人は、けぷ、とゲップした。



★



　かくして。

　望のぞむ探偵の情報網を最大限に駆使した結果、夕方になって、郊外にて建設途中だった建物の、その事務所である仮設のプレハブ小屋にはパトカーが集結する事態となった。

「あー、犯人に告ぐ犯人に告ぐ。すでにまわりは包囲されている！　おとなしく子供を解放して、でてきなさい！」

　拡声器を使って、警官が懸命の説得を続ける。

　そのまわりには、黒ずくめのヤクザカーの姿もちらほらと見えた。クラブで出会ったタトゥー入りの青年も、遠くから双眼鏡で見守っている。さらには肉屋の店主まで、周囲でざわめく野次馬のなかにいたりした。

　その野次馬に混ざっていた八や束つかが、呆あきれたようにつぶやく。

「これはなんとも……言葉にならんな……」

「ああ、なんてことなんでしょう？　本来ならば相反するはずの刑事さんと極道さんが、おなじ目的のためにひとつとなる……なんて素晴らしい光景なのかしら～？　たかおさん、人と人って、やっぱりわかりあえるんですねぇ～」

「その感想はなにかまちがっていると思うぞ、幾いく。しかし、犹えぞ守もり望……これはちょっと、敵にはまわしたくない相手だな……」

「って、なにのんきなこといってるんですかー！」

「そうよ、この中年バカップルー！」

　おなじ野次馬のなかに、耕太とちずるもいた。

　八束と砂さ原はらに向かって、吠ほえる。

「あのな、おまえら。その中年バカップルというのはやめてくれんか？」

「それどころじゃないですよ！」

「耕太くんのいうとおりよ！　こんなことして……かえって犯人を刺激しちゃったら！」

「ああ、その心配はなさそうだぞ？　ほら」

　八束が、遠く、警官たちが作るバリケードの奥、事件現場を指さした。

「へ？」

　そこでは、トレンチコート姿の三人に向かって、警官が敬礼するところだった。

　望、蓮れん、藍あいの三人は、ずかずかと事件現場へと入ってゆく。

「の、望さん!?　蓮、藍!?」

「ちょ、ちょっと、あいつらったら、いったいなにをやってんのよ!?」

　そのとき、犯人がたてこもる建設現場のプレハブ小屋に当たっていたサーチライトが、すべて消される。警官の説得も中断され、あたりは、しん……と静まりかえった。

　そうしてできた薄うす闇やみのなか、三人はあらわれる。

　はらり。

　望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人は、犯人のいる小屋の前に立って、着ていたトレンチコートを脱ぎ捨てた。

　突如あらわれた制服姿の少女たちに、野次馬たちはどよめく。

　が、すぐにそのどよめきは小さくなった。

　たちこめる雰囲気が、野次馬の口をつぐませたのだ。

　静けさが戻るなか、望たちは小屋のすぐそばにまで近づいてゆく。

「なかのひと。ここを開けて」

　静かなため、望の声はよく聞こえた。

「いまなら罪も軽い。おとなしく、赤ん坊、返す」

　しかし、小屋のなかから返事はない。

　望は、黙って小屋のドアへと手をかけた。

　突然、ドアは開く。

　なかから、サングラスに帽子、マスクをつけて、ブルゾンを着こんだ男が、「うおー！」と叫びながら飛びだしてきた。

　男の手には、ナイフがきらめく。

「アイジン――」

「所長！」

　蓮と藍は叫び、野次馬は悲鳴をあげた。

　そんななか、望は自分の顔面へと突きたてられたその刃を、なんと、左手で受けとめる。

　当然、ナイフは望の手を貫き、刃先が手の甲から飛びだした。

「てやっ」

　しかし、望は顔色ひとつ変えない。

　自分の手にナイフを刺した犯人の腕をつかんで、身体をひねった。

　犯人は宙を舞い、地面へと倒れる。

「とぅ！」

「やぁ！」

　倒れた犯人の上に、蓮と藍が飛びかかった。

「てやてやてやー！」

「てやてやー！」

　ぽこぽこと殴りつける。見た目はぽこぽこだったが、その威力は相当なものらしく、犯人の身体はびくびくと痙攣しだした。

　そこに警官たちも殺到し、犯人もろとも、蓮、藍を取り押さえる。

　結果、蓮と藍が過剰防衛するのは避けられた。

「あ、ああ……！」

　耕太とちずるは駆けだす。

　警官たちの制止を振り切って、望たちの元へと向かった。

「あ、ありがとう、望さん！」

「でもいまはまず！」

　まっすぐに犯人がたてこもっていた小屋へと突っこむ。

「まどかまどかまどかー！」

　が、しかし。

　すでに小屋へ入っていた警官たちが助けだしたのは、見知らぬ女の子だった。

「え」

　女の子は、その子の家族だろう一団の元へとゆく。

「ええ？」

　母親と覚しき女性に女の子は抱きつき、感動の再会がおこなわれた。

「えええ？」

　その光景を眺めて、望のぞむはうんうんとうなずく。

　蓮れんと藍あいによって、望は手に包帯を巻いてもらっていた。その望の元に、助けだされた女の子の家族がやってくる。

「ああ、このご恩は……！」

「もう、もらった」

　望は微笑ほほえみ、そして女の子を見つめて、いった。

「この子の、笑顔です」



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、くるりと背中を向ける。

　ひらひらと手を振りながら、去っていった。

　深々と頭をさげる女の子の家族の姿を見ながら、八や束つかはつぶやく。

「最後まで……たしかに人じん狼ろうとしての能力は使わなかった。ナイフで襲われても変化せず、あくまでも人の姿で闘った。負けたよ。認めるしかないな。名探偵だと……」

「ええ……本当、ハードボイルドです……！」

　その八束に寄りそう砂さ原はらの眼めは、すっかりうるみきっていた。

「――って、ちょっと待てーい！」

　ぎゃーす！　と叫びながら耕太とちずるは横っ飛びする。

　そのまま地面に転がった。

　ごろごろごろごろ転がって、がばりと身を起こす。

「まどかは!?　まどかはどうなったんですか!?」

「そうよ！　肝心のまどかがどこにもいないじゃなーいー！」

　地面から上半身だけを起こして、遠ざかる望のぞむの背中へと想おもいをぶつけた。

　ん？　と望はふりむく。

「ああ、それなら……」

「なら？」



　　６、真相解明



　耕太とちずるの前には、大きな彫像があった。

　フードをかぶった、人間型の彫像である。

　そのフードの穴からは金色の光が洩もれていて、彫像に散りばめられていたさまざまなかたちの宝石をきらめかせ、浮かびあがらせる。

　彫像の前には祭壇があって、あたらしいお香がたかれていた。

「さがしますか？」

　望はその奇妙な彫像のすぐ横に立って、問いかけてくる。

「は……はい」

「モンスターが、あらわれた」

　たらららん、たらららん、たらららーん、と望は口で効果音を発して、大きな彫像の後ろから、なにかをとりだした。

「だあう？」

　望の手のなかで、金髪のおかっぱ頭をした狐きつね耳みみの赤ん坊が、首を傾かしげる。

　耕太とちずるは、口がぽかーん、となった。

　すぐに、わなわなと震えだす。

「ま、ま、ま……まどかぁ！」

　飛びついた。

　捜し求めた愛まな娘むすめを抱きしめ、耕太とちずるは泣く。

「うああああーん、よかったー、よかったよー！」

「まどかー！　ばかー！　心配したじゃないのよー！」

　身も世もなく泣きまくる両親に挟まれたまどかは、「だあ？」と不思議そうにするばかり。そんな我が子にはかまわず、耕太とちずるはひたすら泣いて喜ぶのだった。

「……マーフィーズ・ゴースト、ですか」

　その様子を見つめていた八や束つかが、苦りきった顔で、尋ねる。

「あらん、よくおわかりねえ、先生？」

　その横で玉たま藻もが身をくねらせ、答えた。

　玉藻はぴちぴちセーターにきつきつジーンズといった色気たれ流しの格好だったが、八束に動揺したところはない。

「昔、ファミコンで少々……ですが、まさか、我が校の学生寮の地下に、こんなものを作りあげていようとは……！」

　八束はぐるりとあたりを見渡す。

　望のぞむが案内して、耕太とちずるがまどかと感動の再会を果たしたこの場所は、正方形のかたちをした一室だった。

　そして一行は、ここまで、地下迷宮を進んでやってきたのだった。

　そう、耕太たちが住む学生寮の、その地下に玉藻たちは広大な地下迷宮を作りあげていたのである。もちろん学校側にはいっさいの許可をとらずに。ちなみに、現在、第二階層まではすでに完成にいたっていた。

「いやー、昔から、ちょっとあこがれてたのよねー、地下迷宮の主人になるの。こんどから、ワードナ玉藻ちゃんって呼んで？」

「わ～、ワードナ玉藻ちゃ～ん！」

　バカ正直に砂さ原はらに呼びかけられ、玉藻は、おほほほほ、と上品に笑う。

　げんなりした顔の八束に向かって、工事現場用のヘルメットをかぶった雪ゆき花はなは、無言で頭をさげるのだった。

　そのとき、ちずるの叫び声が届く。

「なにー！　さ、最初っからまどかがここにいるって、わかってたですってー！」

　ちずるは望へと詰めよっていた。

　耕太も「そ、そんなあ！　そんなのってあんまりですよう、望さん！」とちずるとのあいだにまどかを抱いたまま、詰めよる。

「うん。匂におい嗅かいで、すぐにわかった。まどかが下にいるって」

「だったら！　どうしてすぐに教えてくれなかったのよ！」

　望が真っ先に真相に気づいていたことは、蓮れんと藍あいも知らなかったらしい。耕太とちずるに詰めよられる望を、あわあわと見つめていた。

「だって……」

「だって、なに！」

「だってまどか、たまにはひとりになりたいって」

「……え？」

　望のぞむの言葉に、耕太とちずるは凍りつく。

「愛が重いって。とくに耕太が、ちょっとキモイって」

　がーん。

　耕太はよろめき、その場に膝ひざから崩れ落ちた。

「キモイ……ぼく、キモイ……」

「あー！　耕太くーん！」

　と、ぎゃーぎゃー騒ぐ耕太たちの姿を見つめながら、八や束つかはつぶやく。

「……まさか、赤ん坊の言葉もわかると？」

「さあ、どうかしら？　でも、これで耕太さんのまどか病もすこしはよくなるでしょ」

「まどか病？」

　聞き返した八束に、玉たま藻もは、おほほほほ、と笑った。

「ぼく……ぼく……ぼく……」

「耕太くーん！　燃えつきないでー！　白い灰にならないでー！」



    

  
    
      


　四、陰の伝説





「あはははははは！」

　八束からの報告を聞いて、彼の属する組織〈葛くずの葉は〉の長おさである少女、三み珠たま未み弥やは、たいやきを片手に思いっきり笑った。

　薫くん風ぷう高校の制服姿だった未弥は、腹を抱えて、くくくくく……と震える。

「もう、ズルイなあ、そんなおもしろいこと、たかおちゃんと幾いくちゃんのふたりだけで楽しむだなんて！　どうしてわたしも呼んでくれなかったの？」

「こんどは是非、わたしたちの代わりにお願いしますよ」

　やや疲れの浮かぶ顔で、八束は答えた。

　笑いすぎて目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐって、はー、と未弥は息を吐く。

「でもよかったよ……大事にならなくてさ。ほら、これでまどかちゃんがなにものかに拉致されてたなんてことになったら、わたしたちの立場がないし？」

「たしかにそのとおりです。が、〈葛の葉〉と九きゆう尾びが守りを敷いている以上……」

「ダメだよ、たかおちゃん。油断大敵。わたしたちの相手はそういう相手なんだからさ。ほら、いったいだれが、あそこまで〈葛の葉〉がのっとられると予想した？　そんなことを仕掛けてくる相手なんだから、どれほど注意したって……っと、始まるみたいだよ？」

　未み弥やと八や束つかは、小さなビルの前にいた。

　夜もだいぶ更けているため、あたりは暗く、気温も低い。繁華街からはほど遠く、通りの裏にあるビルだったので、ときどき吹きぬける風以外、騒ぐものもなかった。

　そんな場所で、未弥はたいやき、八束は木刀を手に雑談していたのだが――。

　会話を交わしている途中で、未弥はビルを見あげた。

　どうじに、ビルのガラスは割れた。

　なにものかが飛びだしてくる。

　そのなにものかはスーツ姿の男で、そして飛びだしてきたのは四階の窓だった。男は飛びだしてきたいきおいのまま、地面へと叩たたきつけられる。跳ねた。

　そのスーツ姿の男とともに、未弥たちのまわりにはガラスの破片が降りそそぐ。

　八束は持っていた木刀を旋回させ、落ちてきた破片をすべて払った。未弥は微動だにせず、八束が振るう木刀の傘の下、平然とたいやきを食べ、ビルを見あげる。

「う、うう……」

　そのとき、ビルから落ちた男が、うめいた。

　すぐさま忍者のように黒ずくめの格好をしたものたちがどこからともなくあらわれ、男を押さえこむ。そのあいだもガラスの割れたビルの四階では、なにやら大勢の人間が暴れまわる音があがっていた。

　ふいに、静かになる。

　やがて、ビルのなかからは、ぞろぞろと黒ずくめの格好をしたものたちがあらわれた。

　それぞれ、紐ひもで縛りあげたスーツ姿の男女を担ぎ持つ。

「ごくろーさーん」

　と、未弥は笑顔で彼らの労をねぎらった。

「あ、その人が首謀者？」

　未弥は、黒ずくめのものたちのなかでも、ひときわ鋭く、そして冷たい眼めをした男に向かって、そう尋ねる。

　彼は、〈葛くずの葉は〉のなかでも諜ちよう報ほう活動を担う悪あく良ら家の当主だった。

　が、目元以外は全身、すっかり黒い布で覆っていたため、まわりものたちとはほとんど見わけがつかない。それでも未弥はひと目で気づいて、彼が肩に担ぐ、スーツ姿の若い女性を指して、尋ねた。

　悪良家の当主である男は、無言でうなずく。

「そ。じゃ、あとで。それまでテキトーに尋問しておいて」

　黒ずくめのものたちは、残業していたサラリーマンにしか見えない男女を担いで、去っていった。

「……こんどはどこの組織のものでしょう？」

　八束がその背を見つめながら、問いかける。

「さあて、ね。思い当たるところだけでも両手の指だけじゃ数が足りないくらいだし」

「しかし……よもや我らが妖よう怪かいだけではなく、人間を相手にすることになろうとは」

「それだけ魅力的ってことなんだろうねえ、〈神〉の力ってやつはさ。なんだか聞くところによると、このあいだはとうとう時間の壁すら越えちゃったみたいじゃない？　いやはや、スゴイよねえ、ホント。でもさ、そんなの人間に制御できると思ってるのかな？」

「たとえ制御できなくても、手に入れたいんでしょう……人とは愚かなものです」

「困ったもんだよねえ。なんだかまわりからは、〈葛くずの葉は〉で〈神〉の力を好きにしてるんじゃないかって思われてるフシもあるし。そんないうことを聞いてくれる〈神〉さまならねえ、たかおちゃんの白髪だって増えないよねえ」

「まったくですよ……」

　ふふっ、と未み弥やは笑った。

　最後のたいやきにぱくつきながら、歩きだす。

「で？　その〈神〉さまふたりは、どうしてるのかな？」

「いいかげん学校に来るよう、きつくいっておきました。赤ん坊は九きゆう尾びが預かるようですし、明日からは学校に姿を見せるんじゃないでしょうか」

「そっか……じゃあわたしも今日は早めに寝なくちゃね。授業中にあくびなんかしてたら、八や束つか先生に怒られちゃうし」

「ええ。そのときは遠慮なくいかせてもらいますよ」



    

  
    
      



    

  
    
      


　　　あとがキング





　前巻のあとがきで、「なんでだろ、たゆらだよ」と書いたのを覚えてらっしゃる読者のかたはおりますでしょうか？

　今巻のあとがきでも書きます。

　なんでだろ、たゆらだよ。

　あれー？



　すでに読み終えたかたはおわかりだと思いますが、今回は短編集という形式を取っています。各話ごとに主人公が違うというやつですね。

　で、その話のひとつに、たゆらが主人公のものがあるんですが。

　これがやたら長い！

　分量、多い！

　もー、書いていてふくれあがるふくれあがる。

　まあ、それだけ主人公であるたゆらくんは訴えたいことがあったんでしょうけども。だけどねえ。物事には限度ってものがねえ。むー。



　けっこー、多くのかたから、「たゆらは幸せにしてやってほしい」といわれます。

　なんでしょうか。応援されやすいタイプなんでしょうか。いいひとだから？

　ということで、今回、たゆらに焦点を当てた話をひとつ、書いてみました。

　果たして彼が「幸せ」になれたかどうか……読んでくださったみなさんの判断におまかせします。

　あ、もちろん、たゆら以外もがんばっておりますですよ！

　耕太だって、ちずるだって、望のぞむだって、あかねだって、蓮れん、藍あいだって。ほかにもいろんな人々＆妖あやかしたちががんばってます。もっともっと多くの人々＆妖を登場させようとは思ったんですが、なにせ十三巻。登場人物も多くて多くて。大変ですけど、これもみなさまのご声援のおかげですからね！　がんばりますよ、ぼかぁ。



　さて、次は十四巻か……どうなるのかなー？

　予定は未定。されどこうご期待。

　ちょっと最近、純愛成分が薄目な気がしないでもないので、すこし本気をだそうかなんて考えています。ひたすら純愛シーンだけが続くとか……どう？　ダメ？　とはいえ、こればっかりは水ものですんで、ぜんぜん違ったりしたらごめんなさーい。じゃ、また。



　　　平成二十一年　かのこんＯＶＡを観ながら

西野　かつみ　　
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